















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【霧きり夜や歩あゆむと接近遭そう遇ぐう】






《ヘルブラッド》トロコン＆縛しばり実じつ況きようプレイ、パート24。

　今日も始めていきたいと思います。

　どうも実況者の《とらばさみ》です。よろしくお願い致いたします。

　さて、今回のパートですが《隠いん者じやの幽ゆう谷こく》を攻こう略りやくしていきたいと思います。

　本編を進める上では通過する必要のない《隠者の幽谷》ですが、その道中では三つほどユニークな武具が回収可能です。

　なので今回は少し分かり辛づらいそれら武具の入手方法の解説を中心にしつつ、《隠者の幽谷》を進めていきたいと思います。

　動画時間的に、ボス戦は次回になりそうかな。

　さて、それでは、始めていきましょう。




　　　　＊




「んっ……」

　実況動画約十本分のまとめ撮どりを終えたオレは、マイクのスイッチを切ると座ざ椅い子すから立ち上がり、ストレッチをするように体全体を伸のばした。

「……はぁ」

　最後に大きく息を吐はいて、ようやく意識を完全にゲーム実況から、現実の、惨さん憺たんたる状態の我が家へと引き戻もどす。

　炬こ燵たつの上にはコーヒーの空あき缶かんとチョコの包み紙が散乱し、座椅子周辺の床ゆかにはゲームの情報参照用に開いた攻こう略りやく本ぼん、設定資料集、雑誌インタビュー記事、攻略ウィキ表示用タブレットが足の踏ふみ場も無いほどに置かれたワンルーム。

　しかもそんな部屋の中心で一人佇たたずむのが、上半身こそ長なが袖そでのフリースを羽織っているものの、下は下着一枚の──女子大学生と来たもんだ。

「……あー……面めん倒どう臭くせぇ……」

　後頭部をもさもさと搔かきむしる。

　先さき程ほどまで実にストイックなプレイスタイルゲーム実況を行っていた《とらばさみ》のキャラはどこへやら。現実のオレ──霧夜歩はと言えば、実生活の充じゆう実じつに関して全すべてが億おつ劫くうに感じられて仕方なかった。

　これから行うべき掃そう除じ量を思い途と方ほうに暮れ、ぼんやりと立ち尽つくしてしまうオレ。

　が、北の安やす普ぶ請しんアパートを蝕むしばむ一月の寒気はそれさえ許してくれない。ぬくぬくとした炬燵から抜ぬけ出たオレのか細い下半身から急激に体温が奪うばわれていく。

　炬燵に戻りたい気持ちをぐっと堪こらえて、スウェットの下を穿はいて素す早ばやく部屋の掃除に取りかかる。基本ゲーム実況以外に無気力なオレだが、だからこそ「怠たい惰だな生活を恙つつがなく継けい続ぞくするための努力」はする。そのため、不思議と「汚お部べ屋や」にまでは至らない。この辺は、自分を真っ当な感性に育ててくれた親に感謝だ。

　ゴミを捨て、本を片し、軽くフローリング用掃除シートをかける。

　最後に流しで空き缶を濯ゆすぎながら、オレはぼんやりと、冷蔵庫に貼られたゴミ出しスケジュールカレンダーを眺ながめて──ハッとした。

「そうか、明日の午前十時だったか……」

　ある知人との約束があったことを思い出す。……怠惰な長期休きゆう暇かは、曜日感覚が失われていけない。とはいえ勿もち論ろん、大事なスケジュールは事前にスマホに登録してあり、通知やアラームの設定もしてあるから、流石さすがに「すっぽかす」ようなことはないのだが。

　缶を濯ぎ終えたオレはタオルで手を拭ふくと、一いつ旦たん炬燵に戻り、スマホを操作した。

　そうしてスケジュール管理アプリを開いたオレは、明日の予定を改めて確かく認にんし……思わず苦笑いを漏もらす。

「そうそう、これだ、これ。こんな珍めずらしい予定、そりゃ、すっぽかすわけにもいかないよな。むしろオレ、よくも今の今までこれを忘れられていたもんだよ。ったく」

　ゲーム実況を始めてしまうと、オレはどうも良くも悪くも完全にスイッチが切り替かわってしまうらしい。おかげで、実際ほんのり「憂ゆう鬱うつ」な明日の予定さえ、今の今まで完全に忘れてしまっていた。

　が、思い出した以上、そうもいかない。

　オレは俄にわかに緊きん張ちようをおぼえ表情を引きつらせつつも、スマホに表示された明日の予定を、読み上げる。




「音おと吹ぶき高校ゲーム部にお邪じや魔まする──ねぇ……」




　こんなにも複雑な感情で臨のぞむイベントは、実況動画の初はつ投とう稿こう以来だった。




　　　　＊




　オレが音吹高校のゲーム部部長、天てん道どう花か憐れんと知り合ったのは、約二週間前のことだ。

　ネット上での知人「ＳＡＬＴ０５１９」と近所のゲーセンでリアルに会おうということになった際、その場に来たのが彼女──天道花憐だった。

　が、実際問題、彼女……天道花憐は「ＳＡＬＴ０５１９」当人では、なかった。

　後から聞いた話だと、本物の「ＳＡＬＴ０５１９」はどうやら、天道花憐と同じゲーム部に所属する「大おお磯いそ新にい那な」という人物だったらしい。

　つまり、要はこの天道花憐、その場に替え玉としてやってきていたわけだ。

　そこに至る事情は色々あるのだが……詳くわしいことは割かつ愛あいさせて頂く。

　ただ、事情があったにせよ、結果的にオレや大磯新那に失礼なことをしてしまったのは事実……と反省した天道花憐が丁てい寧ねいな謝罪の言葉と共に改めて持ちかけてきたのが、この企き画かくだ。

　オレと大磯新那のオフ会のやり直し。イン音吹高校ゲーム部。

　正直少し躊躇ためらったものの、どうもこの天道花憐という子には一度言い出したら中々引き下がらない強ごう引いんさが見られたことと、なにより……

「（景けい太たの通っている学校か……。……それは少し興味あるかも）」

　というのが決め手となり、結局オレはその提案に乗ってしまった。

　ちなみにその時オレと一いつ緒しよに居たお嬢じよう様さま・彩さい家け碧あおも招待されているのだが、彼女はビジネススマイルで「行けたら行きます」という、九割方行かないであろう回答で応じていた。無理もないだろう。ゲームに全く興味のないお嬢様が、出身校でもない学校のゲーム部にお呼ばれしても……行く理由がなさすぎる。

　とにもかくにも。

　かくして、約束当日の、午前九時五十分。

　オレ、霧夜歩は冬休み中の音吹高校へと足を踏み入れたのだった。




　　　　＊




「しかし、まさか碧も来るとはなぁ」

　来客用スリッパを履はいて旧校舎へと続く廊ろう下かをぺたぺたと歩きながら隣となりに声をかける。

　と、碧はウェーブのかかった髪かみ先をくるくると指で弄もてあそびながら、照れくさそうに応じてきた。

「な、なんですか。行けたら行くって、言ってたじゃないですか、わたくし」

「いやそりゃそうだけどさ。……行けたら行くって言って、本当に来るやつ、いるのな」

「……問題あります？」

　ニコォっと、有う無むを言わさない圧力を伴ともなった笑えみを向けてくる碧。

「な、ないけどさ……」

　オレは視線を逸そらして頭を搔いた。

　相変わらずこのお嬢様……彩家碧の考えることはイマイチわからない。ゲームに興味もないのに、なぜ、オレと一緒に知らない高校のゲーム部にまで来るのか。

　しばらく無言で歩いたところでふと隣を見やると、彼女、親指の爪つめを嚙かみながらなにやらぶつぶつと呟つぶやいてた。

「雨あま野の景太君だけでも心配なのに……そこに加えて更さらにディープなゲーム仲間をどんどん勝手に増やされたんじゃ、たまったものじゃ……！」

「？　碧？　何か言ったか？」

「いいえぇ？　今日はわたくしの分まで、ゲームを楽しんで下さいね、歩さん」

「え？　あ、あぁ……」

　……なんだろうな、この、授業参観を彷ほう彿ふつとさせる親同どう伴はん的緊きん張ちよう感。やり辛いわぁ。

　事前に天道花憐からメッセージアプリを通じて貰もらっていた校内案内を参照しつつ、ゲーム部部室を目指して歩く。休み中だけあって校内は閑かん散さんとしていたものの、時折部活動中と思おぼしき生徒達とすれ違ちがった。

　渡わたり廊下を抜けて旧校舎に入ったところで、碧が切り出してくる。

「確認ですが、今日会う方々は歩さんのことを、男性だと思っているのですよね？」

「ああ、多分な。ほら、前回会った時、天道花憐はオレ達のことをカップルだと思い込んでいただろう？」

「ですね」

「で、オレは最初それを訂てい正せいしようとしたのに、なんかお前が邪魔しただろう？」

「で、ですね」

　視線を逸らしながら口笛を吹ふくお嬢様。……こいつ、なんかオレとカップル扱あつかいされるの好きだよな。カレシいない歴でもこじらせているのだろうか。

　オレは嘆たん息そくしながら続ける。

「で、天道花憐がオレのことを男だと思ってんなら、これから行くゲーム部の面々にもそう説明しているのだろうから、結局部の全員がオレを男認識なんじゃねーの？」

「ふむ。そうですよね……」

「？　自己紹しよう介かいで訂正しとこうか？」

　軽くゲームで一緒に遊ぶ程度なら、性別なんざ然さ程ほど重要でもないだろうから、別にこのままでもいいかなとオレは考えていたのだが……。

　碧は少し悩なやむ素そ振ぶりを見せた後、「いえ……」と妙みように深刻な表情で応じてきた。

「ここ音吹では、歩さんを『男性』としておくのが、ベターだと思います」

「いいけど……なんでだ？」

「なんでもなにも。雨野景太君が通う学校だからに、決まってるじゃないですか」

「……あー、なるほど」

　ようやく合が点てんがいった。確かに……ヤツがいくらぼっちでも、何かしらの偶ぐう然ぜんでゲーム部員からオレの性別を聞いてしまう可能性が、なくはないか。

　碧が続けて訊たずねてくる。

「彼、ゲーム部と交流はあるのでしょうか？」

「え？　あー……どうだったかな。なんか同好会やってるみたいな話をうっすら聞いたような……それでいて、何かの入部を断ったみたいな話もうっすら聞いたような……」

「貴女あなたいつも雨野君の話をうっすらしか聞いていないのですか！」

「い、いや、あいつの話、基本薄うす味あじだからさ……。なのに時折『カノジョ持ち』みたいなパンチある話題放ほうり込んでくるもんだから、普ふ段だんの話の印象がどうしても……」

「わ、分かる気がしますけど。とにかく、少なくともこの学校では歩さんは『男性』を貫つらぬくべきです。分かりましたか？」

「へいへい、了りよう解かいしましたよ、お嬢様。……おっと、腰こし穿ばきしてたジーンズから軽く下着出てたわ。あぶね」

「歩さん！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。ま、万が一下着が見えても、オレが男だと言い張りさえすれば、相手には『女性下着を着ける趣しゆ味みのある男』だと認識されるだけだって！」

「それはそれで致ち命めい的じゃないですか!?　別の意味で！」

「と、そうこう言っている間に、到とう着ちやくしたみたいだぞ、ゲーム部部室」

　オレはそう言って引き戸上部の部室表示を指さす。碧は一度こほんと咳せき払ばらいすると……ニコッと、お嬢様モードを作り直した。……こいつはこいつで、普段からオレとまた違ったロールプレイしている感あるよな、なんか。

　そうして、オレ達は互たがいに目を見合わせると──

「じゃ、行くか、碧」

「はい」

　──音吹高校ゲーム部のドアを、ノックしたのだった。




　　　　＊




「よく来て下さいましたねお二人とも！」

『は、はぁ……』

　ゲーム機器に満たされた部室の中、相変わらず現実感の乏とぼしい美少女オーラを眩まばゆいばかりに放ちつつ、笑顔でオレ達を迎むかえる金きん髪ぱつ少女──天道花憐。

　しかしそれとは対照的に……オレ達をただ無言で見つめる生徒二名。眼光の鋭するどい眼鏡男子と、気け怠だるそうにガムを嚙んでる女子生徒。

『…………』

　そのあまりにアウェーな空気に、オレと碧はすっかり入り口で固まってしまう。

　が、天道花憐がすぐに気を遣つかった様子で明るくオレ達を奥へと招き入れてきた。

「さあさっ、お二人とも奥へ！　どうぞどうぞ！」

『あ、はい……』

　天道花憐に縋すがるように、彼女に続くオレ達。

　正直なことを言えばオレも碧も、初対面の時からこの子にはなぜか「謎なぞの苦手意識」を感じている。感じているのだが……今日ばかりは、彼女だけが頼たよりだった。

　そのまま部室奥まで通され、上座の椅い子すを勧すすめられるも、刺とげ々とげしい空気にあてられ、ただただ棒立ちしてしまうオレ達。

　と、天道花憐が……流石に若じやつ干かんキレた様子で、先せん輩ぱい二名を怒ど鳴なりつけた。

「ど、どうしてすぐにそんな凄すさまじく排はい他た的なオーラ出すんですかっ、先輩方!?　さ、さっきも散々話したと思いますけどっ、こちらのお二人は、この前私が知り合った大学生ゲーマーの、霧夜歩さんと彩家碧さん──」

『知ってる』

「なら歓かん迎げいムードの一つぐらいは出してくれませんかねぇ!?」

『……よろ』

「コミュニケーション能力が行方ゆくえ不明ですかこの部の三年は！　ああ、せめて三み角すみ君が居てくれれば……どうして今日に限って……」

『まったく困った部員だな』

「どの口がそれを言うんですか!?　ああ、もう！　彼の入部以降、どうして新入部員の勧かん誘ゆうに一度も成功しないのか原因が今日、改めて、よぉく分かりましたよ！」

『どんまい天道』

「なんで私慰なぐさめられたんですか今!?　ねぇ!?　ねぇ!?」

　前回はあんなに『謎の強キャラ感』を放っていた天道花憐が、この一いつ瞬しゆんで一気に幸さち薄うすいツッコミキャラ化させられていた。……凄すごいな、ゲーム部。テンプレラノベに出てくる謎部活も真っ青の濃こさだ。

　オレと碧が呆あつ気けにとられていると、天道花憐はハッとして一度咳払い。

　今度はオレ達へと向かって、例の濃ゆい部員二名の紹介を始めてくれた。

「こほん。そ、それでは、改めましてゲーム部の紹介を。えっと、まずそちらの……おもむろに『データ・バスケ』とかおっぱじめそうな眼鏡男子が、加か瀬せ岳がく人と先輩です」

「おい天道。お前のそれは紹介じゃない。ただの悪口だ」

「じゃあたまにはご自分で自己紹介なさって下さいよ、加瀬先輩」

「む。…………。……加瀬だ。…………。……フッ、この距きよ離りからならシュートの入る確率は、１００パーセントだ」

「話すことないなら無理に『データ・バスケ』キャラ拾わなくていいですから！」

「む、そうか。……まぁ、よろしく頼たのむ」

　そう言って眼鏡を直すと、なにやらゲーム作業に戻もどる加瀬岳人とやら。……なんだろう、結局彼に関するプロフィールは何も分からなかったのに、なぜか、彼のキャラは全部伝わって来た気もする。……オレは案外、嫌きらいじゃないタイプだ。一応オレも、データ重視で淡たん々たんとゲームをするタイプだしな。

　天道花憐はやれやれと肩かたを竦すくめると、今度は女子生徒の方をちらりと見て、そのままオレになにやら意味深な笑顔を向けて来た。

「そして……霧夜さん。何なにを隠かくそう、彼女こそが、大磯新那先輩です。つまりはそう……本物の『ＳＡＬＴ０５１９』さんですよ！」

「え？　あ、あー、そ、そっか」

　なんか色々ありすぎて若干忘れていたものの、そもそもはネット上でしか繫つながりのなかった彼女に会うのが、オレの目的だったんだっけ。

　オレは急に緊きん張ちようしてきて若干挙動不ふ審しんになりながらも、どうにか彼女に挨あい拶さつする。

「ど、どうも、その《ＴＯＲＡＢＡＳＡＭＩ》こと、霧夜歩です……」

　ネット上で繫がった人間と会うのは初めてのため、ドキドキと胸を高鳴らせるオレ。

　碧がなぜかふくれっ面つらで様子を見守る中、彼女……大磯新那は、オレの方へとゆっくり顔を向けると。

　その妖あやしく湿しめった唇くちびるから、満を持して……オレ達にとって現実の付き合いの始まりとなる、その大事な一言を、発したのだった。




「や、ども」




『…………』

　そのまますぐゲーム画面に視線を戻していく大磯新那。

　…………。

　……はい、これにて運命の出で逢あい、終しゆう了りようである。お疲つかれ様でした。

　が、そのあまりにドライな反応に、オレじゃなくて天道花憐がキレる。

「なんでですかっ！　もっとこう……なんかあるでしょう、ニーナ先輩！」

「？　あー…………キリヤは普段どのアケコン使ってんの？」

「なんですかその話題！」

「あ、オレはアパートの壁かべが薄いんで、静音タイプのコンドルシリーズを……」

「乗るんですか!?　霧夜さん、その話題に普ふ通つうに乗るんですか!?　感動の初対面のくだりはいいんですか!?」

「え？　あ、はい。正直オレもダラダラ挨拶とかするぐらいなら、すぐにゲームの話入った方が互いの紹介として効率いいと思うし」

　と、オレがそう発言した途と端たん、加瀬岳人君とやらが突とつ然ぜん長机を叩たたいた。

「その意気やよし！　気に入ったぞ、霧夜歩とやら！」

　突然オレに謎の食いつきを見せてきた加瀬君を見て、天道さんが額を押さえる。

「もうやだ、この先輩達……」

　中々に可哀かわい想そうな立ち位置の女の子である、天道花憐。この子はなんだか……ここ以外の人間関係でも損な役回りを演じていそうである。

[image: ]

　なんにせよ。

　かくしてオレ達は、ようやく少しばかり打ち解け、改めてゲーム部活動及および見学作業を開始出来たのであった。




　　　　＊




「うわっ、相変わらず老ろう獪かいというかなんというか……」

「そっちも相変わらずリカバリー早いよね」

　あれから約一時間。

　オレは現在、大磯新那と横並びになって格ゲーの対戦に勤いそしんでいた。

　当初こそオレ側に緊張があったものの、いざ対戦を始めてみれば、そこにいたのは紛まぎれもなくこの一年、オレと対戦を重ねてきた「ＳＡＬＴ０５１９」そのものであり。

　となればもう、オレ達は……少なくともこのゲームを介かいしている間は、一年間散々対戦してきた旧知のライバルであり友人だ。オレと大磯の距離は一気に縮まり、また、そこから連れん鎖さするように、ゲーム部の面々とも気安い口がきけるように──少なくとも「オレは」なっていた。

　じゃあ一方、ゲームに関して素人しろうとも素人の碧はどうなのかと言えば……。

「岳人君岳人君、これは今、何をなさっているのですか？」

「…………地じ雷らいをしかけているだけだ」

「ふむふむ。……あ、岳人君岳人君、今の表示は、なんですか？」

「……先さき程ほどの地雷に誰だれかがかかって、オレにポイントが入ったんだ」

「なるほど。その点数とやら、ひっきりなしに加算されてますね、岳人君」

「……あぁ……」

「つまり……岳人君はこの『お戦争ごっこ』が、とてもお上手な方なのですね？」

「……ま、まぁ、な」

「得心しました。どうりで、無知なわたくしでも見ていて楽しいわけです」

「…………そ、そうか……」

　──なんか知らないが、今はまさかの加瀬岳人と楽しく（？）過ごしていた。ちなみに碧が彼を既すでに名前呼びなのは、親しいからというより、「加瀬君」呼びを二回嚙かんだ結果である。他人の前では完かん璧ぺきお嬢じよう様さまを演じたがる彼女としてはそれがあまり許せないらしく、結果、口が回りやすい「岳人君」呼びを選せん択たくしたようだった。……まあ、呼ばれている本人は、えらく気まずそうだが。ちなみにオレは全員無難に名字呼びだ。

　と、オレと大磯の間に入って来た天道が、くすくす笑いながら小声で話しかけてくる。

「これは私としても意外な発見でした。加瀬先輩って……ゲーマーこじらせた結果、逆に完全なる素人さん相手だと、毒気を抜ぬかれちゃうみたいですね」

　その言葉に、大磯がニヤァと妖しく笑う。

「これはとてもレアで面おも白しろい光景。天道、動画撮とっといて。あとで、弄いじろう」

「了りよう解かいです、ニーナ先せん輩ぱい」

「あんたら、実は相当仲悪いだろう……」

　このゲーム部に来てからこの方、部員が互たがいを攻こう撃げきする姿しか見てない気がするんだが。これが「ガチゲーマーの集まり」なのだろうか。……いや、絶対違ちがう気がする。

　と、そうこうしている間に、加瀬の試合が終わった。オレと大磯の対戦も一段落していたため、丁度いいので全員で小休止を取ることになった。

　天道が手て際ぎわよく電気ポットで湯を沸わかしてインスタントコーヒーを淹いれ、全員に配る。

　オレ達はそれを一口啜すすって人ひと心ごこ地ちついたところで、改めて雑談を始めた。

　早さつ速そく、天道がオレと碧に訊たずねてくる。

「ところでお二人とも、ご出身はこのあたりなのですか？　もしかして、こっそりうちのＯＢだったりとか……しませんよね？」

　その質問に、まずはオレが苦笑いで応じた。

「いやいや、そんなベタな秘密はないって。オレは、神か奈な川がわの方だしな、出身」

「そうだったんですか。では、彩家さんは……」

「あ、わたくしはこの近くの出ですけど、残念ながら高校は音吹じゃないんです。えっと、碧へき陽よう学園というところなのだけれど、分かるかしら？」

　碧のその言葉に、天道が「ええ勿もち論ろん！」と笑え顔がおを見せる。

「私の友人が、そこで生徒会長をしているんですよ」

「あらそれは偶ぐう然ぜんですね」

「？　というと？」

「会長ではないのですけれど……わたくしも三年間、碧陽学園では生徒会役員を務めさせて頂いていたんですよ。あれは大変有意義な経験でした」

　そう言ってニッコリ笑う碧。それはオレも初耳だった。

　オレはインスタントコーヒーを一口啜ってから、碧に訊ねる。

「確か大学の噂うわさで聞いた限り、その碧陽学園って……可愛かわいい女子が役員に選ばれがちとかじゃなかったか？」

「ええ。その、自分で言うのもアレですけど……なぜか伝統的に、ビジュアルでの人気投票みたいなシステムが採用されてますから」

　恥はずかしそうに告げる碧。オレはそれをふーんと流しつつ、何気なく呟つぶやいた。

「なら、碧が役員なのも当然だな。というかなぜ会長じゃないんだ」

『！』

「……ん？」

　……ふと気づけば、碧が耳を真っ赤にして俯うつむき……ゲーム部員達がギョッとした顔つきでオレを見つめていた。

　オレが「どうした？」と首を傾かしげると、大磯が大きく嘆たん息そくする。

「……なんか……どっかの誰かを連想する、ナチュラル女たらしだね……」

「あ、あはは……」

「まったく……」

　天道が乾かわいた笑いを漏もらし、加瀬が面白くもなさそうに鼻息を漏らしていた。……なんなんだ、一体。

　と、空気を変えるように、天道が切り出してくる。

「き、霧夜さんの出身高校は、どんな感じだったのですか？」

「ど、どんな感じと言われてもな……流石さすがに人気投票はなかったが……」

「ゲーム部はありました？」

「あー、今思い出したけど、あったわ。いやオレは基本早く帰宅してＲＰＧなんかを一人で黙もく々もくやる派だから入部してないんだが。ゲーム部は、あったな」

「そうなんですか？　ちなみに、なんていう高校なんです？」

「ん？　ああ、現守あらかみ高校ってところだけど……知らないだろう？」

「現守高校……現守高校……。あれ……なんか……どっかで聞いた覚えが……。……小学生の時？　でもなんで小学生が高校の名前を……」

　と、なにやら天道が一人うんうん唸うなり始めてしまった。

　仕方なさそうに加瀬が話を引き継つぐ。

「そのゲーム部は、強かったのか？」

「強い？　あー……いやぁ……一度見学ぐらいには行った記き憶おくがあるんだが、そういう感じじゃあ、なかったかな。なんか、アットホームな雰ふん囲い気きのゲーム部だったな。部長がまた、えらくほわほわした空気感の人で」

「そうか」

　途端に加瀬は一気に興味を失った様子でコーヒーに口をつけ出した。分かりやすくガチプレイヤーだな、彼は。このサッパリ感、嫌きらいじゃない。

　出身話が一段落したところで、大磯が新たな質問を繰くり出してくる。

「ところでキリヤって、なんか、ゲーム実じつ況きようとか、してんの？」

「──え」

　突然の指し摘てきに、ドキリと心臓が跳はね上がる。碧を横目で見ると、彼女もまた、オレほどではないにしろ、少し戸と惑まどった様子でこちらを窺うかがっていた。そりゃそうだろう。これは……この情報は実際、雨野景太に漏れると困る類たぐいのモノだ。

　オレはコーヒーで軽く唇くちびるを湿しめらせると、大磯から視線を逸そらして応じる。

「えっと……ど、どうして急に、そんな？」

「？　いや急にも何も、いつだったかアンタ自身がなんかメッセージで送ってきてなかったっけ？　『なぜ生配信を邪じや魔ましようと？』みたいな質問」

「あ……」

　そうだった。彼女との交流が始まった当初は、こんなことになるとは当然思ってなかったわけだから、無む警けい戒かいに実況主としての情報漏らしていたわけで。

　ただ不幸中の幸いなのは、大磯があまり「ゲーム実況」に興味がなさそうな──

「あ、今スマホで検けん索さくしたらなんか出てきたわ。へぇ……『とらばさみ』っそこそこ有名な実況者なんだね」

「ぐぅ!?」

　一いつ瞬しゆんで中々際どい情報まで踏ふみ込まれてしまった。彼女の間合いが読みづらいのは、格ゲーだけに限った話じゃなさそうだ。

　オレはだくだくと額に汗あせをかきながら考える。

「（だ、大だい丈じよう夫ぶだ。オレが『とらばさみ』だから、なんだってんだ。この情報は、そこ止まりじゃないか。大丈夫。雨野景太にまでは繫つながりようが──）」




「ふむふむ。へぇ……大百科情報だと、なんか最近は『ジライヤ』っていうパートナー見つけて、更さらに再生数伸のばしているんだって？」




「（かすったぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああ！）」

　なんなの大磯新那。格ゲーの天才は、私生活でも攻撃能力高いの？

　オレが動どう揺ようで何も喋しやべれないでいると、彼女は……これまたそのゲームスタイル同様、ここぞとばかりに一いつ気き呵か成せいに攻せめてくる！

「ほぅ……この『ジライヤ』って、あんまり上手うまくない、でもゲームやる人なんだね。キリヤ、そんな知り合いもいるんだ？」

「え？　あ、ああ……まぁ……」

　オレは視線を更に逸らして、必死で自分を落ち着かせる。

「（お、落ち着け、オレ。いくら大磯が格ゲーの天才だとて、今の段階で詰つめられるのは、ここまでだ。これ以上はどう足あ搔がいたって踏み込めない領域。そこを侵おかそうだなんて、もはや神の御み業わざと表現して差し支つかえないレベルの──）」

　オレがそんなことを考えていた、矢先だった。




「あー……そういやあたしにもいるよ、そんな知り合い。雨野景太っていうんだけど」




「神かぁあああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　あまりの衝しよう撃げきに遂ついにはリアルに叫さけんで立ち上がってしまうオレ。ゲーム部の面々がギョッとする中……オレは……いや、オレと碧は、真っ青な顔で目を見合わせた。

　この緊きん急きゆう事態を受けて、オレと彼女の間に濃のう密みつなアイコンタクト通信が発生する。

「（なにこれ!?　なぁ、なんだよこれ、碧！）」

「（し、知りませんよ！　こんな唐とう突とつに彼の名前出てくるとか、一種の奇き跡せきの類たぐいじゃないですか！　この大磯という方、なんなんですか!?）」

「（ただの格かく闘とうゲーマーだよ！）」

「（凄すごいですね格闘ゲーマーさんって！　極きわめるとこんなことになるんですね！）」

「（ならねぇよ！　普ふ通つうそんなことにはならないの！　と、とにかく、これからどうしたらいいと思う？　碧！）」

「（神様相手に対策も何も……）」

「（ぐぅ……！）」

　碧の言う通りだった。こんな超ちよう推理相手に、対策も何もあったもんじゃない。

　今のオレに出来ることと言えば……精せい々ぜい、しないよりかはマシの、悪足搔き程度。

　オレはまずこほんと咳せき払ばらいして、着席した。

「と、突とつ然ぜん叫さけんで悪い。今……机の下でこっそりスマホでソシャゲしてたんだけど、ガチャで凄いの引いてしまってさ、うん」

「そ、そうだったんですか」

　天道が得心した様子で表情を緩ゆるめる。オレはこの勢いにのって、このままさっさと話題を変えることにした。

「そ、そうそう、このソシャゲ、友人に紹しよう介かいされて最近始めたんだけど、やってみたら結構面おも白しろくてさ！」

「へぇ、なんていうゲームなんですか？」

　よし、天道が食いついてきた。……いける！

　オレは碧と頷うなずき合うと、そのままソシャゲ話題へと突つっ込こんでいった。

「ええと、《ゲートオブマーズ》っていうソシャゲなんだけどさ──」




「ああ、雨野君と千ち秋あきさんが熱心にプレイしているアレですね！」




「ここは地じ雷らい原げんかぁあああああああああああああああああああああああああああ！」

　なんなの!?　なんなの、ゲーム部！　もしかして、ガッツリ雨野景太絡からんでんの、この部!?

　オレの再びの大声にキョトンとする天道に、オレは恐おそる恐る……訊たずねてみる。

「その……さっきから名前がよく出てくる、雨野君とやらは……。……そ、その……この部の部員だったり……するわけ？」

　そのオレの質問に。

　今度は……加瀬が眼鏡をくいっと上げて回答してきた。

「なわけないだろう。ヤツはこの部に見学に来たことがあるだけだ」

「あ、そ、そうなんだ？」

　オレと碧はほっと胸をなで下ろす。

「（よし、知り合いといえどもそのレベルの知り合いなら、然さ程ほど問題は……）」

　と、加瀬が更に続けてきた。




「まぁ……ヤツがこの部にもたらした影えい響きようは計り知れないがな」




「（なんか因いん縁ねん深そうだぁああああああああああああああああああああああああ！）」

　なにしてんの!?　なぁ、なにしたんだよ、景太！　お前、この部に見学来た時に、一体なにしでかしたわけ!?　っていうかたかだか見学したぐらいで、この凄すさまじく濃こゆいメンツにここまで深い印象残すって、どういうこと!?　人でも殺したの!?

　すっかり追い詰められ始めたオレと碧の間に、再度アイコンタクト通信が発生する。

「（あ、歩さん。こうなったらもう……わたくし達に出来ることは……）」

「（ああ……分かってるよ碧。分かってる……）」

　オレ達はこくりと頷き合うと……二人、まだ熱いインスタントコーヒーをぐいっと一気に飲み干し。

　空のマグカップをターンッと長机に力強く置くと、隣となりの椅い子すに置いてあった荷物とコートを引っつかんで立ち上がった。

　そうして、呆あつ気けにとられるゲーム部員達に……有う無むを言わさぬ力強さで、宣言する。




『では皆みなさん、今日のところはこれで！』




『急に!?』

　オレと碧の突とつ然ぜんの退散宣言に愕がく然ぜんとするゲーム部員達。

　オレ達は彼らに素す早ばやく頭を下げると、そのまま逃にげるように部室を出──

「ちょ、ちょっと待って下さい！」

　──ようとしたところで、天道に先回りされてしまった。戸を背にして通せんぼをする彼女に、オレはひきつった笑みを向ける。

「て、天道？　オレ達その……ちょっと大学に用事が出来て……な、碧？」

「は、はい、そうです。急いで顔出さなくちゃいけなくて、わたくし達」

　オレ達の言い訳に、天道がたじろぐ。

「そ、そうなんですか？　まあ……それなら仕方ないですけど……」

　どこか納なつ得とくいっていない様子ながら、それでも流石さすがに通せんぼはやめてくれる天道。

　オレ達はそのまま彼女の脇わきを抜ぬけ部室外に出ると、今一度部員達に声をかける。

「そ、それじゃあな。きょ、今日は楽しかったよ」

「わ、わたくしも、楽しかったです。では、ごきげんよう」

『ご……ごきげんよう……』

　流れについていけてない様子ながら、なんとか別れの挨あい拶さつをオウム返ししてくるゲーム部。オレ達はニコニコと笑え顔がおで戸を閉め──

「で、ではっ！　私、玄げん関かんまで送りますので！」

　──ようとしたところで、天道がガッとそれを阻そ止ししてきた。

　正直……オレ達としては勘かん弁べんして欲しかったのだが、この提案まで断る上手い理由がない。オレと碧は仕方なくその申し出を受けると、三人、連れだって廊ろう下かを歩き出した。

『…………』

　しばしの間、無言で廊下を歩くオレ達。……明らかに、天道はオレ達の挙動を不ふ審しんがっている。が……流石の彼女もその先までは思考が回らない様子だった。

　そうして、旧校舎から本校舎への渡わたり廊下へと差し掛かかったあたりで、天道が切り出してくる。

「あの……もしかして私達、何かお二人を不快にさせましたでしょうか？」

　そのあまりに不安げな彼女の様子に、オレと碧は慌あわててぶんぶんと首を横に振ふった。

「いやいや！　そういうことでは全然！　なぁ、碧！」

「はい勿もち論ろんです！　むしろこちらこそ申し訳ありません、変にお気き遣づかいさせて！」

　全力で否定するオレ達を見て、天道がホッと表情を緩める。

「それを聞いて安心しました。というのもその……どうも私達ゲーム部は、ゲストをもてなすのが致ち命めい的に下手と言いますか……」

「まあ、確かに全員『とっつきやすい』部類の人間ではないかもしれないが……」

「はい……」

「でも、オレも碧も、ここのゲーム部が好きだぞ。加瀬も大磯も、勿論天道も、皆とても気の良いヤツだ。今日は一いつ緒しよに遊べてとても楽しかった。心からそう思っているよ」

「ああ……その言葉は本当に嬉うれしいです。ありがとうございます、霧夜さん」

　そうニッコリ微笑ほほえむ天道は、相変わらず天使と見み紛まがう程の可か憐れんさだった。隣では碧までポーッと見とれてしまっている。

　本校舎に入り、廊下を一つ折れたところで遠目に玄関が見えて来る。

　天道はどこか寂さびしそうに前方を見つめながら、ぽつりと漏もらしてきた。




「雨野君とも……またいつか、ゲーム部で、楽しく遊べたらいいんですが……」




『…………』

　またも彼女の口から漏れた彼の名に、オレと碧は俄にわかに緊きん張ちようする。

　と、天道はオレ達の空気を少しズレて察したようで、慌てて取り繕つくろってきた。

「あ、すいません、先程からお二人の知らない生徒の話ばかり……」

『い、いや……』

　オレと碧は思わず彼女から視線を逸そらす。……天道。オレ達はその生徒のこと、知らないから、微び妙みような空気なわけじゃ、ないんだ。

　……むしろ、深く深く関かかわりすぎているからこそ、大問題なんだよ。

　なにやら天道が切なそうに嘆たん息そくする中、碧がオレの肘ひじを小こ突づいて小声で囁ささやいてくる。

「（よく分からないけど、雨野君、あまりいい関係じゃないみたいですね、ゲーム部と）」

「（だな。しかしそれなら、ヤツには悪いが、オレ達的にはありがたい話だ）」

「（ええ、これならわたくし達に関する報告がすぐ雨野君に行くことはなさそうです）」

「（一時はどうなることかと思ったぜ……）」

　ようやく著いちじるしい緊張から解放され、二人、ほっと胸をなで下ろす。

　と、そうこうしている間に玄関に到とう着ちやく。オレ達はスリッパを返へん却きやくし、元の自分達の靴くつへと履はき替かえる。

　そうして振り返ると、天道がにこやかに手を振ってくれていた。

「それでは霧夜さん、彩家さん。今日は本当にありがとうございました」

「いや、こちらこそ。それじゃあな、天道」

「本日はわたくしも楽しかったです。大変名残なごり惜おしいですが、これにて失礼致いたします」

　オレと碧もまた別れの挨拶を告げ、手を振って、玄関を出る。

　そうしてオレ達を見送る天道の姿が見えなくなったところで……オレと碧は、大きく息を吐はいた。……なんだか今日はとてつもなく疲つかれた。

　自宅方面行きのバス停まで辿たどり着いたところで、ポケットからスマホを取り出して時間を確かく認にんする。と、隣から碧が「あ、そうだ」と声をあげてきた。

「歩さん。一応、雨野君にもゲーム部との関係をそれとなく確認してみては？」

「おっと、そうだな。どれ……」

　オレは早さつ速そくメッセージアプリを立ち上げると、景太に……不審がられない程度の言い回しで、それとなく質問してみることにした。

〈さっきうちの大学のゲームサークルを見学してみたんだけど、やっぱなんか性しように合わなかったわ。オレは基本ソロプレイが好きだな、やっぱ〉

　まずはちょっとした作り話による軽い前振り。そして……。

〈あ、そういや景太も、高校のゲーム部とは仲悪いんだっけか？〉

　……うん、自然な流れの文章だ。これなら、オレと碧がまさか音吹のゲーム部にお邪じや魔ましたとは思われないだろう。

　メッセージを送信して一分後、彼からリアクションが返ってきた。

〈仲悪いというのは語ご弊へいがありますよ！　まあ現在、かなり複雑にこじれてますが……〉

「ああ、問題なさそうですね」

　オレのスマホ画面を覗のぞき込んでいた碧が呟つぶやく。確かに……文面的に、現状、景太とゲーム部の関係性は極めて薄うすそうである。これなら、彼らの間でオレ達の情報が共有されることはなさそうだ──と、その時、景太から追加でメッセージが届いた。

　何かテキトーなスタンプの一つでも送ってきたのだろうと、碧と二人、気軽に画面を確認する。と、そこには──




〈なにせゲーム部の部長さんは、僕の元カノさんだったりしますしねぇ〉




『あぁ、なるほど、天道花憐が彼の元カノさんと──』

　…………。

　…………………………。

　………………………………………

　…………………………………!?

　オレと碧は頰ほおをくっつけてスマホを覗き込み、その文面を今一度読み直すと。

　その直後──思わず二人、田舎のバス停で素すっ頓とん狂きような大声を上げたのだった。




『はぁあああああああああああああああああああああああああああああああああ!?』




〈雨野景太の交際相手が霧夜歩のアパートに踏ふみ込むまで────あと三ヶ月半〉








【霧きり夜や歩あゆむとマテリアル・ゴースト】






　閑かん散さんとした冬のキャンパス内ベンチに腰こし掛かけ、甘酒のプルトップを開ける。

　……この大学でカフェインを含ふくまないホット飲料を買ったのはいつぶりだろう。正月ではなく、一月下げ旬じゆんの今になって今年初めて甘酒を口にするあたりが、オレ──霧夜歩らしいといえばらしい。

　オレはちびりと少量だけ甘酒に口をつけると、そのどこか「勉学」やら「労働」やらとはかけ離はなれた印象の優やさしい味に、一人小さく笑みを漏らす。

「今日はこっちで正解だな」

　普ふ段だんは「頭が冴さえる」ことに重きを置きがちなオレだけれど、たまには体にじんわりとエネルギーを充じゆう塡てんしてくれるものも悪くない。

「…………」

　──特に、考えれば考える程ほどに気が滅め入いるだけの案件を抱かかえた……こんな日は。

「…………」

　コートのポケットからスマホを取り出し、もう何度読み返したか分からない……数日前に友人から届いたメッセージを表示させる。




〈雨あま野の景けい太た：今後しばらく、霧夜さんのお宅にお邪魔するのは控ひかえさせて下さい〉




「…………」

　その前後には当然、彼らしい謝罪の言葉や理由の説明、更さらには軽くギャグをまじえたフォローの文言まであるのだけれど、どれだけオブラートに包もうと、核かく心しんはなに一つ変わらなかった。

　──オレからしばらく距きよ離りをとりたい。

「……ふぅ」

　曇どん天てんの空へと向けて白い息を吐く。……景太は「完全に自分側の勝手な事情」だと再三念押しするように説明してきていたし、事実その言葉に噓うそはなさそうだったものの、それでも……その全すべてを額面通りに受け取れるほど、オレは無む邪じや気きじゃなかった。

「…………しくじったかなぁ……」

　何かに縋すがるように、温かい甘酒の缶かんをぎゅっと強く握にぎり込む。

　……正直、思い当たるフシなんざいくらでもある。ありすぎて、困るぐらいだ。

　アグリちゃん、上うえ原はら祐たすく、音おと吹ぶき高校ゲーム部、それに──彼の元カノ、天てん道どう花か憐れん。

　オレはいつの間にか……殆ほとんど全部事故みたいなものとはいえ、彼の高校生活に踏み込みすぎた。

　──自分の性別や立場も、弁わきまえずに。

「そりゃまぁ、アイツの青春にとっては邪魔だよなぁ……霧夜歩なんて異物は」

　そもそもオレ達の関係だって、完全にこちら側のエゴから始まったものだ。

　実じつ況きよう人気をとりたい。そのためには彼を騙だまして実況させたい。その状況を継けい続ぞくさせるために、性別は伏ふせておきたい。……彼側に彼女がいるとなれば、尚なお更さら。

　それに対して、雨野景太側のメリットは皆かい無むと言っていい。彼は根が本当に優しいから「僕は人とゲームが遊べるだけで幸せ」なんて言ってくれるけれど……今にして思えば、こんなに裏の思おも惑わくだらけの浅ましい大学生と遊んでいて、彼が本当にゲームを心から楽しめていたのかも甚はなはだ疑問だ。特にここ最近は。

　だから、考えれば考える程、これは当然の帰結でしかなくて。

　迎むかえるべくして迎えたエンディング。後こう悔かいの余地さえない一本道の果て。

　だから、オレが必要以上に落ち込む必要はないし、また、ここから出来ることも、もうない。全ては終わったのだ。そして、終わらせる権利は、彼側にあるのだ。

　今のオレに出来ることは、彼の「成長」や「卒業」とでも呼ぶべきこの決別宣言を素す直なおに受け入れ、そして、後あと腐くされなく笑え顔がおで送り出すことだけ。

　実際、メッセージの上ではオレは年上の人間として、そのノルマを恙つつがなくこなした。

　彼の決断を快く受け入れ、こっちも大学やバイトが忙いそがしくなってきたから丁度良かったと優しい噓をつき、そして、最後にはこちらもギャグ交じりの文言で明るく締しめ。

　……そう、だからもう、このお話には、語ることも、嘆なげくことも、やり残したことも、何もない。オレ達はただの「少し距離が出来た友人」としてそれぞれの道を往ゆき、楽しく過ごしていくだけ。オレと雨野景太の物語は、若じやつ干かん打ち切り気味だろうと終わったのだ。

　……それでいい。何も問題はない。何も間ま違ちがっていない。何も後悔はない。

　…………。……………………その、はずなのに。




「──なんて顔してるんですか、歩さん」




「…………碧あおか」

　ふと見上げると、いつの間にやらオレを見下ろすように、ベンチの傍かたわらにお嬢じよう様さま女子大学生が立っていた。

　オレはふっと苦笑いを返して、彼女に訊たずねかける。

「碧。お前から見て、オレ、今どんな風だった？」

「どんな風って……そうですね」

　碧は少し考えてから、相変わらずお嬢様らしいズレた印象を口にしてくる。

「家族を人ひと質じちにとられ、重度の酒さけ粕かすアレルギーにも拘かかわらず甘酒を一缶飲み干せと要求された大学生、みたいに見えたでしょうか」

「どんな状況だよ」

「わたくしにそう思わせるぐらい、貴女あなたが酷ひどい顔をなさっていたという話です」

　言いながら、オレの隣となりに座る碧。軽く触ふれた肩かたからほんのりと彼女の体温が伝わって来る。……それはなぜか、甘酒よりも強く今のオレの心を温めてくれた。

　白いニットの毛糸帽ぼうを可愛かわいらしくかぶり直しながら、碧が隣で曇天の空を眺ながめる。

「……雨野君とは、あれから、何も？」

「ああ。一いつ切さいやりとりはしていない」

「そうですか。では……歩さんは、彼に関して、何か後悔なさっているのですか？」

「……いや。オレも景太も、今は、最善の道を行っていると思う。実際周囲の状況的に、いよいよオレ達の実況生活にも限界が来ていたからな。潮時だったと思う」

「そうですね。わたくしから見ても、それはその通りだと思いますよ」

「だよな」

「ですね」

　そのまま二人、空を仰あおいで黙だまり込む。……ふと碧の横顔を覗き見る。と……。

「（……なんだよ。お前も結局、オレに負けないぐらい冴えない顔してんじゃん）」

　ずっと「雨野景太を部屋に連れ込むのは反対派」だったくせに、変なヤツだな。

　…………いや。

　優しい、ヤツだな。…………。

「……よし！」

　オレが突とつ然ぜん勢いよくベンチから立ち上がると、碧が首を傾かしげてきた。

「？　歩さん？」

「碧の顔見てたら、なんかオレ、ちょっと元気湧わいてきたわ」

「な、なんですか、それ……」

　ぽっと頰を赤らめ、視線を逸そらす碧。しかしオレはそんな彼女を逃のがすまいとその両りよう肩かたに手を置くと、正面から、真しん剣けんな眼差しで、彼女に切り出す。

「この勢いで、碧、オレ、お前に……言いたいことがあるんだ」

「え、えぇ!?　そ、そんな、急に……！　い、いけませんわ、だって、わたくし達……」

「碧。……お前、オレの、パートナーに──」

「…………歩さん……」

　うっとりとオレの瞳ひとみを覗き込んで来る碧。オレはそんな彼女に……遂ついに、一世一代の告白を、敢かん行こうしたのだった！




「オレの実じつ況きようパートナーになってみる気は──」

「ないです」




　ま、当然の如ごとく言い切る前に「秒」で断られたよね。




　　　　＊




　結局、しばらくは一人でゲーム実況をすることになった。

　別に問題はない。そもそもオレは単独実況者だ。景太との収録と並行して、ちゃんと従来の単独実況シリーズも継けい続ぞく投とう稿こうしていた。なので景太とのコンビ解散＝実況終しゆう了りよう等では全然ない。……ないはず、なのだけれど。

「……なんだろうな、この、モチベーションの低下は……」

　単独実況動画の次回投稿分収録を一本終えたところで、オレは座ざ椅い子すの背を大きく傾かたむかせ、その場に寝ねそべるようにして天てん井じようを仰ぎ見た。と……。

「…………あー……」

　シーリングライトのカバーの中で、小さな羽虫の死し骸がいがほんのり影かげを作っているのに気がついてしまった。が……とてもじゃないが、わざわざ踏ふみ台を用意して掃そう除じする気にはなれない。

　オレはごろんと横に寝ね返がえりを打ち、問題を見なかったことにすると、そのままゆっくりと目を閉じた。……そうすると、下半身が炬こ燵たつでぽかぽかと温かいのも手伝って、どうしようもなく眠ねむ気けが……。……もうこのまま、ちょっと昼寝しちゃおうか……。…………。

「──いやいやいやいや！」

　突とつ如じよ猛もう烈れつな「堕だ落らく感」に襲おそわれたオレは、ガバリと勢い良く上半身を起こす。

　そうしてそのままの勢いで押し入れから踏み台を取り出してくると、シーリングライトの中を手早く清せい掃そう、設置し直し終えたところで、大きく息を吐はいた。

「ダメだ、一度『堕おち』たら這はい上がるのはコトだぞ、霧夜歩！　お前、分かってんだろう！　しっかりしろ！」

　踏み台に乗ったまま、自分の頰ほおをぴしゃりと叩たたく。動画投稿に限らず、ネットでの創作活動で一番重要なのは送り手側のモチベーションの維い持じだ。投稿頻ひん度どなり制作力が少し落ち始めたら、それはもう黄色信号。それも、限りなく赤信号に近い黄色信号だ。

　有名になり、ちやほやされ、実況以外の活動が増え、そのため動画の投稿数やクオリティが下がり……結果的に「スッ……」と最後の挨あい拶さつもなくどこかに消えて行ってしまった実況者達を、オレはどれだけ見て来たことか。

　だからこそ、オレは、頑かたくなに「中ちゆう堅けん」としてコツコツ、無理のないペースで動画を上げてきたんじゃないのか。

　それが……景太と組んで以降、自分でも知らないうちに、そちらの……人気取りのための実況の方へと「軸じく足あし」を置いてしまっていたのかもしれない。

　だからこそ、そのアテがなくなった今の、この「喪そう失しつ感」なのだろう。

　……原因は分かった。だが、それなら、オレはこれから、どうすればいいのか？

　従来の単独実況シリーズを頑がん張ばる？　いや「頑張る」という発想が既すでにダメだ。それこそ、モチベーションが下がっていることの証明じゃないか。実況はオレにとって仕事じゃない。あくまで趣しゆ味み。楽しくやれないなら……その価値は激減するし、結局どこかで破は綻たんするのが目に見えている。

　ならば、この「喪失感」を一時的にでもやり過ごすにはどうすれば……。……せめて……せめてあと一度ぐらい、景太と「締め」の実況が撮とれれば良かったんだが……。

　と、踏み台に乗ったままぼんやりとそんなことを考えていた時だった。

　部屋の隅すみ……視界の端はしに、少し古いゲームハードを捉とらえたのは。

「（あれは……ああ、そういえば、少し前に景太と『対戦実況』を録画した際に使ったハードか。…………）」

　そこまで思い出したところで、なにかふと、記き憶おくの中で微かすかな希望の光が煌きらめいた気がした。

　オレは踏み台を降り、ゲームハードの方へと近づきながら、更さらに思い出す。

「（確かあの時は……そうそう、動画収録始めてすぐに碧が来て中断したんだ。二人で取っている講義のレポート提出期限が翌日だったことを完全に忘れてたことが判明して。で、ゲーム実況収録自体はお開きにしたんだけど……）」

　薄うすく埃ほこりの積もったゲームハードを持ち上げるオレ。

「（流石さすがに景太を部屋に招いておいて十分程度でただ帰すのも申し訳なく思ったオレは、このまま……一人プレイでよければ、ちょっとウチで遊んでっていいぞって提案したんだっけ、彼に。オレは隣の碧の部屋でレポートやってるから、飽あきたら声かけて帰ってくれって言い残して……）」

　そうそう。彼との思い出としては「無」に等しいイベントだから、今の今まですっかり忘れていたけれど。確かにそんなことがあった。

　勿もち論ろん、ただ「それだけ」なら、結局は「無」みたいなイベントだろう。

　だが……あの時彼が一人で遊んだソフトが「コレ」となれば、話は変わってくる。

「……ふふっ」

　オレはハードにささったままで放置されていたカセットのタイトルを確かく認にんし、思わず微笑ほほえむ。なにせ、そのソフトというのが──




「いやはや、まさか《マケオカート１２８》をやらせていたとは……！」




　──彼のプレイ内容が、《ゴースト》という名の残像として記録されるレースゲームだったのだから。




　　　　＊




「はい、というわけで今日のゲーム実況は特別企き画かく！　『ジライヤのゴーストと初見ガチ対戦』をお送りしたいと思います。よろしくお願い致いたします」

　炬燵の上に置いた集音マイクに向けて喋しやべりながら、コントローラーを握にぎり込む。

　テレビに映るのは愛らしいキャラクター達が並ぶタイトル画面。

　スタートボタンを押し、モード選せん択たくをしつつ、今企画の大まかな概がい要ようを話す。

「《マケオカート》のタイムアタックモードでは、最速プレイの残像たる《ゴースト》が記録され、次のレースからはそれと競きそうように走ることが出来ます。勿論《ゴースト》の名が示す通りそれは触れることも攻こう撃げきすることも出来ません。ですが画的には対戦動画的なものになりますので、今回はこれを利用して《ジライヤ》の残したデータと《とらばさみ》が対戦していこうという趣しゆ旨しになっております」

　淡たん々たんと説明しつつ、自分のキャラ・カート選択をこなしていく。オレがチョイスしたのはタイムアタックに使う定番たる組み合わせだ。最高速を重視しつつ、ドリフト性能やターボ性能も考こう慮りよして導き出される、タイムアタックに向いたカート数台のうちの一つ。本当ならコースによって微び調ちよう整せいはすべきだが、今回は別にワールドレコードを狙ねらう趣旨でもない。動画のテンポや見やすさを考え、ここからイチイチ変へん更こうはしないことにした。

　コース選択画面が表示される中、オレは「そうそう」と補足する。

「本来《ゴースト》は、コースごとに《最高記録更こう新しん時のプレイ》が保存されるものなのだけれど、この《マケオカート１２８》においては、オプション設定で《最新のプレイ》が保存出来るため、今回はそれを採用しています」

　景太に《マケオカート》をさせた際のオレが、碧の部屋に向かう前にそう設定したのだ。当時は大した意図があったわけでもないのだが、今思えばグッジョブである、オレ。しかも……。

「更にジライヤは『全コースを一回ずつやった』と言っていたので、今ここに記録されているゴーストは全すべて間ま違ちがいなく彼のものです。では、始めていきましょう」

　言いながら、最初のスタンダードなコースを選択する。

　画面に現れる、スタートタイミングを示す３カウントシグナル。オレは２カウント目でアクセルボタンを押し込み、スタートダッシュの準備を整える。タイムアタックに臨のぞむ以上、ここでの失敗なぞ論外だ。……うん。……論外……。…………。

　急に謎なぞのいやな予感が脳のう裏りを過よぎる中、３カウントが終わり、レースがスタート！

　かくしてダッシュで飛び出すオレのキャラと、そして……。

「やっぱりかよ！」

　一いつ瞬しゆんだけ画面に捉えた、スタートを大失敗してスピンするゴーストキャラの姿。

　オレは自キャラを走らせながらも、思わず強く愚ぐ痴ちる。

「そこで脱だつ落らくしたら、もう全く《ゴースト対戦動画》として成り立たないじゃん！　もう終始オレの画面に入ってこないよねぇ、《ジライヤ》のゴーストキャラ！」

　さすが雨野景太、この場にいなくても動画企画を初手からぶち壊こわしてくる！

　オレは動画のコメントに大量の草が生えている未来を幻げん視ししつつ、仕方ないので……タイムアタックにはあるまじき「減速」を行って、彼のゴーストを待つことにした。

「っていうか、なんでこのデータ残ってるんだよ……ジライヤ……」

　最新データしか保存されない設定なのにゴーストが残っているということは、彼はあの惨さん憺たんたるスタートでも「やり直し」をしなかったことになるわけで。……タイムアタックを遊ぶ上で、正気の沙さ汰たとは思えない。

　と、減速していたオレを彼のゴーストデータが追い抜ぬいて行く。オレは再びアクセルボタンを押し、彼を追いかけた。が……。

「……だ、ダメだ、真ま面じ目めにやったらすぐ抜いてしまう！　弱っ！　ジライヤ、弱っ！」

　スタートから薄うす々うす感づいてはいたが、彼……ジライヤはやはり驚おどろく程ほどに下手だった。いや、基本操作が出来ないとかではないのだが、なんというか……。

「なんでその腕うで前まえでコーナリングを攻せめに攻めるんだよ！　使えもしない重量級キャラで！……って、ああ、今度はダッシュアイテム使う場所を完全にミスって壁かべに激げき突とつしているし！」

　もう完全に減速して「彼のゴーストを見守るモード」に入っているオレ。

　なんというか……彼は本当に「腹の立つ下手さ」だった。慣れないプレイヤーの可愛かわいい下手さと真逆。背せ伸のびしようとして全部裏目に出ているプレイヤーのそれだった。

「なんだろう……ゴーストはゲーム上だけの存在なのに、不思議と、この部屋で一人『……なるほどね』とか呟つぶやいている彼の姿まで幻視出来るわ……」

　その後もノロノロと彼のデータを背後から見守る。最初のコースだからカーブも緩ゆるやかで単純なのに……それでも彼は最後までドリフトやショートカットをミスり続けた。

　レースを終え、コース選択画面に戻もどって来たところで、オレは嘆たん息そく交じりに呟く。

「えっと……これはもう、企画変更で。ゴーストと勝負じゃなくて、『ジライヤのゴーストを観察してみよう』という企画で。じゃ、次のコース行きます」

　言って、二番目のコースを選択するオレ。ここもまた、普ふ通つうにやれば単純でひっかかりのないコースだ。

　だが……どうせジライヤのことだ。スタートもカーブも全部失敗するのだろう。

　オレは今度はスタートダッシュを決めず、それどころかアクセルさえ踏まない。彼を背後からゆるゆる追いかけるためだ。

　そうして、始まった二戦目はと言えば──

「──え」

　──ジライヤ、まさかの最高のスタートダッシュだった。

　一瞬で離はなれていく彼の背を呆ぼう然ぜんと見送り……しかしすぐにハッとし、その背を追うオレ。

　が……。

「い……いやいやいやいや！　なんで今回だけコーナリングも上手いんだよ、あいつ！」

　ジライヤの「攻めの姿勢」がまさかの功を奏し、動どう揺ようでハンドリングが覚おぼ束つかないオレのキャラをぐんぐん引き離していく。……つまり……。

「逆の意味でゴーストが画面からいなくなったんですけど!?」

　オレは慌あわてて全力でレースに臨む。しかし激しく動揺した心はそう簡単にリカバリー出来ず、ミスを連発。対する景太はと言えば終始絶好調だったようで、結果……。

「…………最後までジライヤと絡からむことなくレースが終わってしまった……」

　一人虚むなしくゴールを切るオレのキャラ。……なんだこれ……。

「ぐ……！　ど、どれだけオレの企画プランを潰つぶせば気が済むんだ、こいつは……！」

　今このゴーストをリアルタイムで操作してんじゃないかと疑うほどに、ピンポイントで「今そのプレイングだけはやめて」を突ついてくる野や郎ろうだ、雨野景太。

　オレはコース選択画面に戻ると、少し迷ってから……口を開く。

「つ、次は……じゃあ、やはり最初から全力で『勝負する』方向でプレイします！　きっと《ジライヤ》ももう操作に慣れたのでしょう。ここから先は、オレといい勝負してくれるハズ！　そう信じて！　それでは！」

　そうして臨んだ三戦目。その結果は当然──

「やっぱスタートダッシュ失敗しやがったアイツ！」

　──全力で走り出したオレに対し、スピンして画面から消える景太のゴースト。

　オレは一つ溜ため息いきをつくと、減速し、「見守る」モードへと移行──

「って、スタート以外はちゃんと速いのかよ！」

　──またも攻めたコーナリング＆ショートカットを悉ことごとく決めてくる景太。そして、動揺で差をぐんぐん離されるオレ。……結果的に三戦目も、彼のゴーストとの絡みはほぼ皆かい無むに終わってしまった。

　コース選択画面に戻って来たオレは、実況にはあるまじき無言時間をたっぷりとった後、おもむろに語り出す。

「……よし、今後は『真しん剣けん』に『全力』で『見守る』べくレースに臨もうと思う」

　かつて《マケオカート》のタイムアタックにそんなスタンスで臨んだ存在がいたろうか。

　オレは四コース目を選択しながら、更さらに続ける。

「とりあえずスタートは、ちゃんと普通に切ります。で、あいつが好スタートを切って一いつ緒しよに出てくるようならそのまま続けますし、ついてきてなければ、少し減速して……だけど油断しないで、集中力を切らさず、真剣に、待つ。これで行きましょう」

　このスタイルなら、彼から致ち命めい的に離れることはない。そういう計算だ。

　かくして、レースがスタートする。

「っし」

　オレは宣言通りスタートダッシュを決め、対する景太のゴーストは……。

「……失敗か」

　彼のゴーストがついて来られていないのを確認したオレは、速度を緩め、追いついてくるのを待つ。……先程のように油断はせず、いつでも加速出来るように集中力を切らさないまま、じっくりと、ゆっくりと……。

　……………………。

　しかし……。

「……あ、あれ？」

　いつまで経たってもオレに追いついてこないゴースト。かれこれ、もう三十秒は経過したように思える。……いくらなんでも、これはおかしい。どんだけ操作を失敗しても、ここまで差がつくことなんて……。

　と、そんなことを考え始めた矢先だった。

「──え」

《マケオカート》においては、俄にわかには信じ難がたい存在を──対向車を、目もく撃げきしたのは。

「ええええええええええええええええええええええ!?」

　前方から猛もう烈れつな勢いでオレのキャラに突とつ進しんして来たかと思えば、そのまますり抜けていく──ゴースト。

「…………」

　オレは啞あ然ぜんとしたまま……それでもどうにかコントローラーを操作し、自キャラを進ませる。そうして、二十秒程走った時点だったろうか。

　またも対向車を──いや、「逆走してくる景太のゴースト」を目撃したのは！

「衝しよう撃げき的すぎるわ！」

　いや対戦時におふざけで逆走したり、ミラーコースで遊ぶことはあれど、まさかガチのタイムアタック時に全力で逆走してくる半はん透とう明めいのゴーストキャラを目撃するとは想像だにしなかった。世が世なら、都市伝説にでもなりそうな存在だ、逆走ゴースト。

　景太のゴーストが、オレの脇わきを猛もうスピードで抜けていく。心なしか、キャラがドヤ顔してるようにさえ見えた。……オレは思わず、この場にいない存在にツッコむ。

「いやいやいや！　何がしたいんだよお前は！　やけくそなの!?」

　しかしこのゴーストがきっちり記録されている以上、最終的にはちゃんとゴールしたと思われるわけで。

　オレがノロノロ運転しながらその動向を見守っていると、彼は……逆走を三周ほどした後、改めて、正規ルートに回帰。こつこつと周回を重ねゴールしていた。……なんだろう、タイムアタックの概がい念ねんが、オレはもう、分からんよ。

　これはもう、いよいよ彼にはやる気がないのだろうか。そう思いながら挑いどんだ五戦目では……また全力で完かん璧ぺきなプレイイングをしてオレを引き離してくる始末。

　そんな「予想外」のレースが、その後も繰くり返し繰り返し続く。

　あるコースでは、ジャンプ台を使った斬ざん新しんすぎるショートカットを編み出そうとした結果バグじみた「テクスチャの狭間はざま」に挟はさまり、リセットすればいいものをチマチマ五分程格かく闘とう。その結果──奇き跡せき的に抜け出せて、一人歓かん喜きの小ジャンプを繰り返していたり。

　またあるコースでは突とつ如じよ「ダートだけを走る縛しばり」を始め、一人一いつ生しよう懸けん命めい走っていたものの、コースの終しゆう盤ばんで結局正規の道を通らなければならなくなり、操作キャラの動きから伝わる程しょんぼりとした挙げ句、結局普通の走行を再開させてみたりと。

　まあとにかく……次から次に独自の遊び方を試ためしては、概おおむね失敗していたのだった。

　そうして迎むかえた、最後の難関コースでは。

「……お」

　彼は──意外にも「普通」にタイムアタックに臨んで来た。オレはそれを受けて立ち、結果……最後のレースだけは、二人、ひりつくようなデッドヒートを繰り広げて、動画を締しめくくる。……中々にいいラストレースだった。

　オレは軽く終わりの挨あい拶さつだけして実じつ況きよう収録を終えると、ゲーム機を片付け、そのまま早速動画の編集に取りかかる。

　デスクチェアに腰こし掛かけ、ＰＣの液えき晶しようモニタに映し出される今し方収録したばかりの動画を、編集ソフト上のシークバーで飛ばし飛ばし確かく認にんするオレ。

　そうして、景太のゴーストの様々な挙動を何度も確認しているうち……オレは、気づけば一人、笑顔で、呟いてしまっていた。




「……ホントお前って……一人でも、凄すごく楽しそうにゲームするんだな……」




　彼のプレイスタイルは確かにふざけてるし、馬ば鹿かだ。見方によってはゲームに失礼でさえ、あるように思える。

　だけど……「楽しそう」だった。ゴーストを通して、彼の笑顔が見える程ほどに。

「…………」

　マウスを操作する手を止め、ふと、最近の自分を省みる。

　……実況動画作りのためにゲームをすることが、億おつ劫くうになり始めていた、自分を。

「（オレは……いつから『実況』を念頭にゲームを見るようになったんだ？）」

　……分からない。きっと、どこかで急に切り替かわったわけじゃないのだろう。ジワジワと……だからこそ、知らない間に、致命的なまでに、ゲーム観が変わっていた。

　…………。




　元々は──ただ、ゲームが好きだっただけなのに。




　それこそ、雨野景太のように。

「……実況のモチベーションを上げるために、何をしたらいいか……か」

　そう悩なやんだ時、本当ならオレから最初に出てくるべき言葉は……「ゲーム」だったんじゃないのか。

　だってオレは、実況主である前に、ただのゲームが大好きな大学生だったのだから。

　……そうだ。

　忘れちゃいけない。オレ、霧夜歩はゲームが好きなんだ。実況のためにゲームをしているんじゃない。ゲームを楽しむついでに、実況をしていたんだ。

　どうして、そんな単純なことを、今まで忘れていたのだろう。

　実況のモチベーションが湧わかない？　喪そう失しつ感がずっとある？

　だったら、解決法は簡単だ。

　ただ、趣しゆ味みのゲームを、楽しく、遊ぼう。

　…………景太のように。

「…………よし！」

　なぜだろう。そう決めた途と端たん、さっきまでの鬱うつ々うつとした気分が噓うそのように自然に笑顔になっている自分がいた。

　オレはデスクチェアから勢い良く立ち上がると、手早く身み支じ度たくを調ととのえ、新しい……実況の絡まないゲームソフトを調達すべく、夕方の街へと繰り出したのだった。




　　　　＊




「ま、とはいえ、やっぱり代わりの実況パートナーは欲しいわな……」

　ダウンジャケットのポケットに手を突っ込み、ぶるぶると体を震ふるわしながら最寄りのゲームショップを目指す。

　一月の雪国は、未いまだどこか正月の空気が抜ぬけきっていない。商店街の閉め切られたシャッターには、外され忘れた注連しめ飾かざりがさがっていた。

「……浮うかれた気分を仕切り直せてないのは、オレも同じか」

　景太と……ジライヤと収録した実況は、今思えば「作り手が楽しくて」「人気もある」という、実に理想的なコンテンツだった。それこそ、自分の単独実況の方が色いろ褪あせて見えてしまうぐらい。

「まぁ、時間が解決しそうではあるんだがなぁ……」

　そう、それは番組改編期みたいなものだ。春に分割２クールのアニメの前半クールを楽しく見ていたけれど、夏にドえらい傑けつ作さくアニメが綺き羅ら星ぼしの如ごとく現れ大興奮。で、それが終わってしまった今、直後の秋に分割２クールアニメの後半が……春の続きが来ると言われても、こう、以前みたいにはなにか盛り上がりきれない自分がいる……みたいな。

　ただこれ、結局秋に例のアニメを見始めたらまた普ふ通つうにハマり始め、最終的には毎週楽しみにするのだ。

　結局は、時間が解決してくれる。それは、分かっている。

　元々オレは単独実況が好きだったし、そこに何か陰かげりが差したわけじゃないのだから。

　ただ、欲を言うなら……。

「もっと手っ取り早く回復出来るのは、代だい替たいエネルギーの一時供給だけどな」

　アニメの場合は、特番だったり、コミカライズだったり、番外編ノベライズだったり。

　要は、興奮のランディング期間というのかな。毎週供給されていた神アニメがぶつんと途と切ぎれた際に起きる禁断症しよう状じようを、少しでも和やわらげてくれるような措そ置ち。

　それがあると精神的に安定し、「次」への移行もスムーズに行えるわけで。

　しかし今回のオレの場合は……それがなかった。いやなかったどころか、最終回の予告さえなく、急に番組が終わったようなものなのだ。そりゃあ、すぐに整理はつかない。

「せめてこう、もうちょっと、なぁ……」

　今回実況で使った《ゴースト》のように、《雨野景太断だち》をするにしても、もう少し素材が欲ほしい。禁きん煙えんする際には徐じよ々じよに本数を減らすのと同じで。オレにはもう少しだけ、彼が……いや、せめて代理パートナーが必要なのだ。

「しかし碧は……絶対やってくれなさそうだしなぁ」

　ああ見えて彼女は意志が強い。一度やらないと固辞された以上、もう誘さそっても無む駄だだろう。となると、他の知り合いということになってくるが……。

「…………」

　検討しながら道を往ゆく。しかし……目的のゲームショップが見えて来る段になっても尚なお、オレの中にしっくり来る知り合いの顔が浮かんでこなかった。

　ダメだとは分かっているのだけれど、どうしても、雨野景太と比ひ較かくしてしまう。

　あの、賑にぎやかし実況者としてはある種最高の資質を持っていた、雨野景太と。

「あんなの、そうそういるもんじゃないのは分かってるんだが……」

　肩かたを落としながら、寂さびれたゲームショップの入り口を目指す。と……。

「（おっと。珍めずらしいな、ここで試遊しているヤツなんて……）」

　見れば、普ふ段だんは誰だれも遊ばない年季の入った試遊台で、女子高校生が黙もく々もくと遊んでいた。

　往年の国民的横スクロール名作アクションだ。今いま更さら試遊もクソもないだろうに。

　オレは少し距きよ離りを取って立ち止まり、思わずその珍しい試遊風景を眺ながめてしまう。

「（あれ、でも、なんか前もこんなことあったような……。……ああ、そうだ、景太と初めて会った時か）」

　懐なつかしいな。そうそう、あの時もオレは「ゲームが好きだけど、ゲームが下手で、リアクションもいい」なんていう、都合の良い実況の相方を探していて。だけどそんなヤツいるわけないよなと思ったその時に──




「ひゃぅ！」




　目の前の女子高生が突如変な声を上げる。見れば、彼女……普通にゲームの出来る人間なら絶対回かい避ひ出来て然しかるべき雑魚ざこ敵にぶつかり、更さらにそれに焦あせったのか、続く操作ミスで穴に落ちて一機キャラを失うという……「ゲーム下手」という言葉の解説として動画リンクを貼はりたいレベルのプレイングを見せていた。

　…………。

　……えっと、それで、なんだっけ。ああ、そうそう、理想の相方条件だ。

「（しかしある意味、今回の方が更にハードル高いか。なにせ今やオレの中に雨野景太っていう完かん璧ぺきな相方サンプルが出来あがっちまってるからな。例の条件を満たした上で、更に、どうしても雨野景太っぽさを求めてしまう部分が──）」

　と、その瞬しゆん間かん、目の前の女子高校生がまさかの同じ場面での同じ失敗を犯おかしていた。大して難しい場面でもないのに、どうでもいい雑魚に被ひ弾だんし、そのまま穴に落ちる。そして今回はあろうことか……。

〈ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ〉

　残機まで尽つきていた。序じよ盤ばんも序盤、最序盤のステージで、完全なるゲームオーバー。

　……ちょっと衝しよう撃げき的な光景だった。いや何が凄いって、この少女、普通にちゃんと操作自体は出来ているのに、それでも「わざと」やったわけでもなく、実にナチュラルに、ゲームオーバーという結果を叩たたき出していることであり。

　そしてそれ以上に凄いのが……。

「（おいおい……これって……完全にあの時の……）」

　──雨野景太、そのものじゃないか。

　オレはあまりの衝撃に、思わずフラフラと彼女に近づいてしまう。

「（これで……これで、あとは、リアクションによっては……もう……）」

　ゲームを買いに来たことなど、もうどうでも良くなっていた。

　彼女は果たして、笑うのか、怒おこるのか、はたまた著いちじるしく落ち込むのか。

　オレが固かた唾ずを吞のんで見守る中……少女は。

　コトン、と台にコントローラーを置いた後、地面に置いてあった鞄かばんを肩にかけ、無駄にニヒルに微笑ほほえみながら、なにかを誤ご魔ま化かすように呟つぶやいた。




「なるほどです」




「お前だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああ！」

　刹せつ那な、人生最大級の大声をあげて彼女を指さすオレ。

「ひゃい!?」

　驚おどろきで目を見開いてこちらを振ふり向く、意外と可愛かわいらしい顔をした音吹高校の学生。

　──そう、まさに、これこそが。

　オレ、こじらせ中ちゆう堅けんゲーム実じつ況きよう者しや、霧夜歩と。

　下手の横好き女子高校生──




　──星ほしノの守もり千ち秋あきとの、ファーストコンタクトなのであった。




〈雨野景太の交際相手が霧夜歩のアパートに踏ふみ込むまで──あと二ヶ月半〉








【霧きり夜や歩あゆむとテストプレイ】






　オレ、霧夜歩はオカルトを信じない。

　いや怪かい談だんは好きだしネットニュースで超ちよう常じよう現象ネタや珍ちん生物ネタがあれば多少面おも白しろがりはするが、正直それだけだ。パンダの赤ちゃんが生まれたというニュースと、ツチノコの目もく撃げき談にオレの中で差はない。日常の中で消費されていくエンタメだ。

　だからオカルト話は楽しむが、信じているか信じていないかなら、信じていない。

　それがオレ、霧夜歩という人間の考え方だったのだ。

　…………。

　──一時間前までは。




　二月某ぼう日じつ。

　窓の外では夕暮れの街にしんしんと雪が降り積もる中、暖だん房ぼうの効いた霧夜宅内では、今日も今日とて、実にいつものノリで相方とのゲーム実況収録が行われていた。

　…………そう、本当に……いつものノリで、だ。

「ほらほらっ、トラさん、見て下さい！　あのあの、自分、普段はゲームが割と下手な方なんですが……今回だけは奇き跡せき的に初見でボス倒たおせてしまいましたよ！　わーい！」

「…………」

《ヘルブラッド》のボスを倒してはしゃぐ相方を、無言で見つめるオレ。

　そこにあるのは、炬こ燵たつに足を入れつつ、目を爛らん々らんと輝かがやかせながら前のめりにテレビ画面を見つめゲームプレイに勤いそしむ女子高校生の姿だ。それも、とびきりの美少女。

　可愛かわいらしいくせっ毛に、あどけない顔立ち、なにより抜ばつ群ぐんのスタイル。それでいて性格は控ひかえめと来たもんだ。最近別口で知り合った女子高校生「天てん道どう花か憐れん」なんかと比べても全く遜そん色しよくのない、また別の理想を体現したような女の子。

　だからそれは……少なくともビジュアルだけなら絶対に──

「ふむふむ。……しかしこのゲーム、意外と実機グラフィックはしょっぱめですねぇ」

「…………」




　──某ぼう草食系オタク男子高校生と見み間ま違ちがえる理由なんか、絶対ないはずなのである。




　……ないはず、なのだけれど……。

　彼女から一いつ旦たん視線を外し、ゆっくりと目め頭がしらを指で押さえると、頭を左右に振るオレ。

「（なんだろうな……これ……。……『ゲームプレイの下手さを買って』『負け惜おしみリアクションを期待し』『いざ実況に臨のぞませたらなぜか奇跡的にボスに勝ってしまう』とかって……。なんかオレ、この『流れ』に凄すさまじい既き視し感を覚えるんだが……）」

　どうにも気持ちが悪い。まるでいつかと同じ一日を過ごしているかのようである。

　実際彼女──星ほしノの守もり千ち秋あきと家でゲームに興じたのは、今日が初めてだというのに。

「ふむふむ……あ、いよいよ本編開始みたいですね」

　オレが沈ちん黙もくしている間にも、彼女……故ゆえあって新たに迎むかえ入れたオレのゲームパートナー・星ノ守千秋はゲームを進め、高難度アクションＲＰＧ《ヘルブラッド》のキャラメイク画面へと到とう達たつしていた。

「わわっ、思っていたよりパーツが膨ぼう大だいですね……」

　画面に表示された大量の選せん択たく肢しを前に、すっかり感心した様子で呟く星ノ守千秋。これまたどこかで見た光景だ……と思ったものの、実況動画収録の邪じや魔まをしたくないので、オレは余計な発言を控える。

　キャラメイクの自由度はこのゲームの売りの一つだ。

　髪かみ型がたや目の形、体格など、ゲームから提供される膨大なパーツを組み合わせることで、自分だけのキャラを作り上げることが出来る。

　これは、こと「実況動画」においてはかなり美味おいしい要素だ。ここでオリジナリティ溢あふれる面白キャラを作ることで、一時の笑いは勿もち論ろん、今後の動画における「視し聴ちよう者しやの応おう援えん的感情移入」や「いじりコメント」まで見込める大変重要な局面──

「えっとえっと……面めん倒どうなんで全部デフォルトで」

　──だったのだが、一いつ切さいなにもいじらずキャラメイクを終える星ノ守千秋。オレは思わずそれに「逆に斬ざん新しんだなキミ！」とツッコミを入れかけるも──直前で思いとどまる。

「（いや……これと全く同じ展開を、オレは以前に一度、見ている気が……）」

　気持ち悪さが高じて、いよいよ頭痛まで催もよおしてくる。……なんだこれ。オレ、タイムリープでもしているのだろうか？　一応スマホを確かく認にんしてみるも、当然ながら日付は通常通りだった。二月前半。今日も時間は前に向かって一方通行だ。……そのハズだ。

　オレの動どう揺ようにも気づかす、隣となりでゲームを続ける星ノ守千秋。そのまましばらく薄うす暗ぐらいダンジョンを探たん索さくしたところで、遂ついに初めての「雑魚敵」に遭そう遇ぐうした。一瞬緊きん張ちようが走るも、例のチュートリアルボスを倒せる腕うでなら、このぐらいの雑魚は無傷で楽勝だろう──と思いきや。

「ふふん、この程度の敵には……痛いっ！　あ、こいつ、このこのっ……うわうわっ、あぶなっ……ちょ、え、えいやぁー！」

　気づけば彼女のキャラは瀕ひん死しの重傷を負っていた。最終的にみっともない力押しスタイルに移行し、なんとかギリギリで雑魚敵一体を討とう伐ばつする始末。

「…………」

　そんな「どこかで見た」ゲームプレイを眺めて、今度こそ、確信するオレ。

「（これは……この光景は、ガチで、以前一度見ている光景だ！）」

　流石さすがに映画じみたタイムリープ現象ではないだろう。しかし……それとは別のオカルト現象になら、まさに現在進行形で遭遇しているようでもある。それというのも……

　考え事をするオレの隣で、星ノ守千秋がフッとニヒルに微笑んだ。

「…………これで自分を仕留めきれないとか、敵も大したことないですね」

「…………」

　オレはその馬ば鹿か馬ば鹿かしい捨て台詞ぜりふまで「彼」とほぼ一いつ緒しよであるのを確認すると。

　一人天てん井じようを仰あおぎ見て、こっそりと自分の中の世界観を……オカルトに対する認識を、少しだけ改めたのだった。




「（……あぁ『ドッペルゲンガー現象』に関しては、ガチであるんだなぁ、この世界）」




　星ノ守千秋。彼女は──雨あま野の景けい太たの代だい替たい存在として、あまりに完成しすぎていた。




　　　　＊




　こんなオレ達が知り合ったのは、今から約二週間前のことだ。

　彼女が近所のゲームショップで試遊していたところに、オレ側から声をかけたのが始まりだ。……いや、ナンパとかではなく。

　そもそも最近オレは諸事情あって「実況動画の相方」を失い、その代理を探していたところだったのだが、丁度そんな折に「元相方とリアクションが似ている」彼女──星ノ守千秋を見つけてしまい。当然ながらオレは彼女を即そく座ざにスカウトしたわけだ。……ナンパじゃなくて、あくまで「スカウト」ね。そこ間違えないこと。いや、某ぼう隣りん人じんが、オレのことをなぜかすぐ「ナンパ師」呼ばわりするもんだから……。こほん。

　とにかくそういう出で逢あいだから、元相方と彼女が「似ている」ことに関してはオレもある程度最初から理解していたわけだけれど……とはいえまさか、これほど「ドッペルってる」とは想像だにしていなかった。流石にここまで来ると、今後の実況動画にどう響ひびくかが未知数すぎて困っているというのが本音だ。男女の違いがあるとはいえ、完全に同じ性格の別相方を、視聴者はどう思うのだろう。うーん……。

　……一旦話を戻もどそう。

　とにかく代理の相方候補をオレがスカウトしたまでは良かったものの、流石に彼女──星ノ守千秋は知り合った当日にほいほいとオレの部屋に上がりはしなかった。当然だ。突とつ然ぜん怪あやしい大学生に「キミ、うちでゲームしてみない？」と誘さそわれて「よろこんで！」とついてくる高校生がどこにいる。…………。

　……いや、まぁ、昔一人いたけど。某無類のゲーム好き純じゆん朴ぼく男子高校生はいたけど。

　こほん。

　まぁ彼の場合、オレを男だと思い込んでいるから「同性」の部屋に上がるという意味で星ノ守千秋より大分抵てい抗こうが少なかったのだろう。

　しかしいくらドッペルゲンガーとはいえ、星ノ守千秋は女子。いくら誘ったところで、怪あやしい大学生の「男」の部屋にはおいそれと上がるべくもなかった。それでもしつこく誘った結果、最後には彼女を必要以上に怯おびえさせ軽く涙なみだ目めにさえさせてしまう始末。

　これには流石のオレも狼ろう狽ばい。なんとか彼女を安心させるためにも、即座に、一切の出し惜しみなく手持ちのカードを切ってしまった。

　……つまりは。




　雨野景太の時と違い、「オレが女性である」という事実を、すぐに明かしたのだ。




　流石にこの切り札の効果は非常に大きく、星ノ守千秋の過大な警けい戒かい心しんを解くキッカケとして貢こう献けんしてくれたのだが……。

　それにより、新たな問題もまた、発生してしまった。いや、発生させてしまった。

　というのも、その「制服」を見た時点で分かっていたことなのだが……

　……彼女、かの「音おと吹ぶき高校」の生徒なのである。

　音吹高校。それは、雨野景太や天道花憐といった、とあるやんごとなき事情から「オレの性別を明かすべきではない」高校生達の通う学校である。つまり、同じくそこに通う星ノ守千秋に性別を明かすということは、相応のリスクを孕はらむ行こう為いだったわけだ。……けれどまぁ、オレの知り合うヤツ全員が、互たがいに知り合い同士なんていう三流ラノベみたいな展開がそうあるとも思えない。そこは気にしすぎなくても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　なんにせよ、そうして星ノ守千秋と知り合ってから二週間。ジワジワとゲーム雑談メッセージのやりとりで距きよ離りを縮めていった結果、努力の甲か斐いあって、本日、ようやく念願の初ゲーム実じつ況きよう収録へと至れたというわけだ。

「（頑がん張ばったよなぁ……オレ）」

　回想を終えぐっと拳こぶしを握にぎるオレの隣で、その星ノ守千秋が感心したように呟つぶやいた。

「でもでもこの《ヘルブラッド》、やっぱりいいゲームですね！　発売当初は見送ってしまいましたが、廉れん価か版購こう入にゆうを真しん剣けんに検討するレベルです」

「ああ、それは試遊させ甲が斐いがあって良かったよ」

　応じながら横目でチラリと彼女の様子を窺うかがう。まだ多少緊きん張ちようしている様子は見られるが、コントローラーを握りながらならば、かなり素すを出してオレとの会話を弾はずませられるようである。……こんなところまで景太そっくりだ。

「（まぁ問題は、これまた景太と同じで『友達との試遊』ならまだしも『実況収録する』となるとトーク力激減しそうなキャラ性なところだな……）」

　オレは缶かんコーヒーの僅わずかな残りを一息にあおって深く息を吐はく。

　……既すでに察せられていることと思うが、雨野景太の時と同じく彼女にも「実況収録」のことはまだ明かしていない。それを明かせば、きっと彼女は実況においてそのキャラ性を遺い憾かんなく発揮してくれやしないだろうから。

　それは、雨野景太を実況パートナーとした時と同じ対応、同じ決断だ。

　その結果として動画再生数は上がったし、視聴者もすこぶる喜んでくれた。

　だから彼のドッペルゲンガー的存在と実況収録を行うならば、景太のケースと全く同じように隠かくし通すのが正解だろう。動画のことだけを考えるならば、そうあるべきだ。

　…………。

　だけど、今回は。

「…………」

　オレは一つのある決意を固めると、空あき缶を机に強く置いて、ゲーマー女子高生を──雨野景太によく似た女の子に、実況用ネームあだ名で呼びかけた。

「シアナ」

「？　はい？」

　無む邪じや気きにこちらを振ふり向く彼女の顔を見て、ごくりと唾つばを飲み込むオレ。ちなみにこの「シアナ」という名前の由来は「落とし穴」からである。トラばさみ、ジライヤ、とオレ周りの実況ネームは今のところ罠わなシリーズで来ているからな。順当だろう。

　ただ彼女本人その由来は知らない。というか、オレの提案に「それそれ、自分の好きなソシャゲに出てくるＳＳＲキャラの名前です！　わぁ、光栄です！」なんて無む駄だに喜ばれてしまったものだから、非常に言いだし辛づらくなってしまったわけで……。

　……まぁ、それはさておき、だ。

　オレは頰ほおをぽりっと搔かいて、改めて切り出す。

「その……オレ、キミにちょっと、改めて、折り入って依い頼らいしたいことが、あってさ」

「はい？　依頼したいこと、ですか？　自分なんかに？」

　不思議そうに首を傾かしげるシアナこと星ノ守千秋。

　オレはそれに「ああ、大事なことだ」と居住まいを正して切り返しつつも、軽く目を瞑つぶって息を整えた。そして……今一度、その決意を、反はん芻すうする。

「（今回は……言うんだ。実況収録のことを）」

　それは、前の実況パートナー、ジライヤこと雨野景太相手にオレが終ついぞ明かせなかったことであり。そして……今でも深く後こう悔かいしていることだった。

　確かに、実況動画としてのクオリティを考えるなら、彼や彼女みたいな緊張しいに収録を明かすべきじゃないし、二人だって、それを知らない方がのびのびと楽しくゲームに興じられるだろう。隠す方が、誰だれにとっても幸せで合理的。それは分かっている。

　──けれど。

「…………」

　オレは──そこで強い決意と共に、目を見開く。

「（たとえ何があろうと、大事な友達を欺あざむくようなことだけは、もう、やめだ）」

　それがオレの……霧夜歩の出した結論だ。結果として実況動画がつまらなくなってしまったとしても、構うものか。罪悪感に苦しむよりか遥はるかにマシだ。

　オレは改めて星ノ守の顔を正面から見つめ、続けた。

「シアナ。単刀直入に言わせて貰もらうけど、キミにはオレと一緒に実況──」

「あ、ちょっと待って下さいですっ、トラさん！」

「へ？」

　オレが本題を切り出したところで、星ノ守が突とつ然ぜんテレビ画面の方に視線を戻してしまった。彼女につられてオレも画面を見やる。と、そこに映っていたのは……。

「……《血の操そう骸がい》……」

「えとえと、これは一体……」

　突とつ如じよ現れた禍まが々まがしい邪じや気きを放つ敵対存在に、思わず後ずさりする星ノ守の操作キャラ。そのリアクションも無理はない。漆しつ黒こくの血けつ塊かいが歪いびつにヒトガタを成したその存在は、どう見ても強敵感満まん載さいである。しかもそれが、ボス戦でもなんでもない普ふ通つうの道中にフラリと現れたのだから、緊張するなという方が無理だろう。

　オレは二人がジリジリと睨にらみ合って間合いを取る様子を眺ながめながら、その敵の概がい要ようを彼女に語る。

「こいつ……《血の操骸》は、つい最近の更こう新しんで追加された敵なんだよ」

「ですよね。自分もこのゲームの動画は軽く見たことあるんですが、こんな敵は出てきていませんでした。……それにしても、あのあの、この姿って……」

　敵の存在感に圧され、緊張の面おも持もちで画面を睨みながら質問を続けて来る星ノ守。

　そんな彼女に対して、オレは勿もち論ろんゲーム経験者として余よ裕ゆうの態度で応じる。

「ああ、そう、この敵は《プレイヤーのなれの果て》なんだよ。他のプレイヤーの姿を模した敵が、現れるんだ」

「はいはい、オンラインを通して、とかですよね？」

「あ、ああ、オンラインを通して……とか、ね。うん……」

　そう解説を終え、そっと画面から目を逸そらすオレ。

「なるなる、です。ふむ……それでは、自分──シアナ、勇気を出して参ります！　てやぁー！」

　いよいよ《血の操骸》に挑いどみかかる星ノ守千秋。オレは彼女の剣けんと敵の剣がぶつかりあう金属音を背後に──一人、口元を押さえ、声にならない声で叫さけんだのだった。




「（その《血の操骸》、景太のデータを模した屍しかばねだぁぁぁぁっぁああああああああ！）」




　ドッペルゲンガー同士が壮そう絶ぜつな死し闘とうを演じる中、一人、脂あぶら汗あせをかく女子大生。

　オレはそろりと今一度画面を見つめつつ、激しい後悔に打ちひしがれていた。

「（そうだった！《血の操骸》はオンラインを通しても現れるけれど、自分の他データからも高確率で現れるんだった！　事前に景太のデータを消しておくの、忘れてたわ！）」

　これじゃあ……これじゃあ……。

「えいっ、えい！　この……しつこいですね！　もう倒たおれて下さいです！」

　キャラが被かぶっている現相方と元相方による死闘とか、初回から修しゆ羅ら場ばすぎるだろう、この実況動画！　誰が見るんだよこれ！　エンタメに昇しよう華か出来る自信がなさすぎるわ！

　せめてあっさり決着がついてくれればサクッと流せるのだけれど、これまた……。

「うぐぐっ！　な、なんですかこの《血の操骸》さんは！　自分とそっくりな動きばかりで、全然勝負が決まりません！」

「（ドッペルゥゥゥゥウウウウウウ！）」

　ここに来て二人のドッペルっぷりが災わざわいし、勝負の長引き方がえげつないことになっていた。一進一退の攻こう防ぼうとはまさにこのこと。いやもう完全に一進一退すぎて、結果的に一歩も動けていない。

　そうしてオレと星ノ守、それぞれ別の意味で疲ひ弊へいしつつ戦せん闘とうを続けること五分。

　最終的には「相打ち」という、ある意味順当にもほどがある幕引きをもって、この戦闘は終結した。ゲームオーバーではあるが、二人、解放感からほっと胸をなでおろす。

「はぁ、流石さすがに疲つかれました……」

　と、主人公が拠きよ点てんに戻もどってきたところで、星ノ守が一いつ旦たんコントローラーを置いて自らの肩かたを念入りにほぐし始めた。…………。

「（…………オレ、この程度のゲーム時間で肩こった経験とか、ないなぁ……）」

「？　あのあの、どうされました、きり──トラさん。なぜ、ご自分の胸をさすって……」

「いや……これまではまるで気にしたことがなかったけど、こうも勝者の風格を見せつけられると、案外悔くやしいものだな、と」

「えと……全然話が分からないのですが」

「分からなくていいさ、キミは。ああ、それこそが、勝者の特権なのだろうさ」

「な、なんですかその意味不明な嫌いや味みめいたものは！」

「負け犬の遠とお吠ぼえ、だよ」

「うざったいです！　年上の方にアレですが、今非常にうざったいですよ、トラさん！」

[image: ]

　必死で抗こう議ぎしてくる星ノ守。オレは彼女のそんな屈くつ託たくのない態度に、思わず、くすっと微笑ほほえんでしまう。

「ふふっ……お淑しとやかな子だと思っていたけれど、そうやって元気に文句を垂れるキミも、なかなかに自然で魅み力りよく的だな」

「…………」

「？　どうした、そんな、呆ほうけたような顔をして」

「え？　あ、いえいえ、やはりトラさんって、実は凄すごい美人さんだなぁって」

「ぐ……」

　そのあまりに無邪気で素す直なおな賛辞の言葉に、またもどこかの朴ぼく念ねん仁じんがかぶって必要以上に照れてしまうオレ。

　と、星ノ守は更さらに言葉を続けてきた。

「それとそれと、どうしてでしょう……全然性格とか違ちがうハズなんですけど……なぜかトラさんには、ほんのりと『彼』に似たものを感じるのですよね」

「カレ？　なんだ、キミ、彼氏がいたのかい？」

「え」

　確かに星ノ守は美人だから普通に考えれば彼氏がいる方が自然なのだけれど、これまで彼女、自分のことをことあるごとに「ぼっち」だと証言していたものだから、少し驚おどろいた。

　…………い、いやまぁ、自じ称しようぼっち男子高校生が、蓋ふたを開けてみたら超ちよう弩ど級きゆうのカノジョ（元カノ）持ちだったという大事故が、以前にもあったか。うん。

「まぁ友達がいなくても、交際相手がいるケースはあるか……」

　オレがそんな呟つぶやきを漏もらしていると、突然、星ノ守千秋は顔面を真っ赤に染め、これまでで最大級のうろたえ方を見せてきた。

「い、いえいえいえいえ！　ととっ、とんでもないっ！　彼がカレシだなんてっ、そんなっ、そんなっ！　恐おそれ多──くはないですけど。自分なんかとは釣つり合──いますけど。いや、でも、全然、現時点ではそういうんじゃないので！　はい！　──あ、いえいえ、今後もそうなる予定があるわけではないと言いますか、でもでも──」

　遂ついには一人で目をぐるぐる回し始める星ノ守。そしてその分かりやすいリアクションから、恋れん愛あいごとに疎うといオレでも流石に察してまとめる。

「つまりアレか。オレにほんのり似たその『彼』のことが、好きなんだな、キミは」

「っ～～！」

　遂には頭から湯気を出して俯うつむいてしまう星ノ守。オレはそんな彼女のことを、眩まぶしいものでも見るかのように、目を細めて眺める。

「（ったく、青春してんなぁ、どいつもこいつも）」

　その感想に含ふくまれる想おもいは、呆あきれが半分、憧あこがれが半分ってところだった。若いなぁ、なんて妙みように上から見てしまう自分がいる一方で、じゃあ自分はこんな青春を経験したのかというと、そうじゃないわけで。

「…………」

　なんとなく放置されたゲーム画面へと視線を移す。そこでは、ゲームオーバーによってスタート地点に戻された鎧よろいの剣けん士しが、ぽつねんと、何をするでもなく佇たたずんでいた。

「……いいな、シアナ達は。今やただゲームだけを趣しゆ味みに時間の止まったような生活しているオレなんかと違って、恋こいのある日常は素す晴ばらしく輝かがやいているんだろうな」

「え？」

　オレの言葉に、星ノ守が目を丸くする。オレは苦笑いを浮うかべながら立ち上がると、冷蔵庫から新しい缶かんコーヒーを取り出し、のたのたと椅い子すに戻った。そうして前の空あき缶も処理しないまま、プルトップに指をかけ──

「いえいえ、恋なんてものよりは、ゲームの方がずっとずっと、自分の日常を輝かせてくれていると思いますけれど……」

「……は？」

　オレは新しいコーヒーを開けるのを中断して首を傾かしげる。

「……えっと、それは、どういう？」

「？　どういうも何も……。他の人は知りませんけれど、自分に関しては『ああ、恋をした瞬しゆん間かん世界が輝いて見えるわ！　なんて幸せなのかしら！』みたいな風に思ったことは、一度もないので……。むしろ、どんよりすることが増えたと言いますか……」

「はぁ……」

　おおよそ女子高校生が恋バナするテンションではない気がするが……大だい丈じよう夫ぶだろうか、この子の青春は。

　と、オレのそんな勝手な心配を余よ所そに、今度は満面の笑みを浮かべる星ノ守。

「でもでも、一方で『あ、このゲーム凄く面おも白しろいです！　早く続きがやりたくてウズウズします！　ああ、このゲームの続きが明日の帰宅後やれるかと思うと、世界が輝いて見えます！』と思ったことは何度もあるのですよ、自分！」

「な、なんだその残念な感性の話は」

　本当に大丈夫だろうか、この子の青春は。

「す、すいません、お恥はずかしい限りです……。…………でも」

　彼女は少し照れくさそうに頭を搔かきながらも。

　それでも芯しんに強い意志を湛たたえた瞳ひとみで、オレをしっかりと見み据すえて告げてきた。




「たとえ一人ぼっちでも……それでも『楽しくゲームで遊んでいる時間』は、決して『止まっている時間』なんかじゃないって。自分は、そう、思います。はい」




「────」

　その瞬間、オレは完全に言葉を失い、手に持っていた未み開かい栓せんの缶コーヒーを膝ひざの上に落としてしまう。

　……ここまで動どう揺ようしてしまったのは、ただ彼女の言葉に心打たれたから、だけじゃない。

　その結論が。そのスタンスが。その優やさしさが。

　今までの表面的な共通点の何よりも、彼女を、雨野景太と、ダブらせたからで。

「えと……あのあの……。うぅ…………す、すいません……」

　──と、彼女は啞あ然ぜんとしたままのオレを見て、なにやら「呆れられている」とでも勘かん違ちがいしたらしい。

　なにやらソワソワし始めたと思ったら、我が家の壁かべ掛かけ時計を確かく認にんし「も、もうこんな時間です！」と慌あわてた様子で立ち上がった。

「自分自分っ、そ、そろそろおいとまさせて頂きますです！　はい！」

「え、ああ、そう……」

　彼女の言葉にぼんやり反応するオレ。

　星ノ守が身み支じ度たくを始める中、オレは缶コーヒーをテーブルに置き、彼女を見送ろうと椅子から立ち上がったところで──ようやく、ハッと実じつ況きよう者しやとしての意識を取り戻した。

「（いやいやいや！　違うだろうオレ！　ゲーム実況の協力要よう請せいするんだろうが！）」

　話がすっかり脱だつ線せんしてしまっていたため忘れていたが、そもそもの本題はそっちだ。

　それに、なにより……。

「（やっぱり実況パートナーは彼女しかいない！）」

　今話してみて、その確信をより深めた。それは、彼女が雨野景太に似ているから、というよりも、ただただ、単純に……。

「（オレ、この子のことが好きだ）」

　それは勿もち論ろん、恋愛感情云うん々ぬんじゃない。人として、オレはこの子に好感を抱いだいている。それこそ、雨野景太に対してと同じく。…………。……同じ？　同じか？　あれ……？

「あ、じゃあトラさ──霧夜さん。自分は、これで」

「あ」

　気づけば星ノ守がすっかり身支度を調え終えてしまっていた。オレは自分の中の妙なひっかかりを一いつ旦たん棚たな上あげすると、慌てて彼女を呼び止める。

「し、シアナ！」

「？　なんですか、霧夜さん？　あ、というか、そのあだ名呼びって、互たがいにゲーム中だけするんじゃなかったでしたっけ？」

「だ、だからこそだよ！　ほら、まだ《ヘルブラッド》は終わってないだろう!?」

　そう言って画面を指さすオレ。星ノ守が困ったように笑う。

「いえいえ、終わらせるも何も……これ、すぐ終わるゲームじゃないですよね？」

「ぐ、そ、そうだけど……。……じゃ、じゃあ、他のゲームとか、しないかい!?」

「いえ、今から新規のゲームはちょっと……」

「うぐぐ……！」

　まずい「試遊」という名目では流石さすがにこれ以上は引き留められない。これはいよいよ、実況のことを明かして協力を仰あおがないといけない流れだ。流れだが……。

「（く……なんだろう、さっきより、ほんのり言いだし辛づらいな、実況のこと！）」

　彼女が「本当に景太に似ていること」と「いいやつ」であることを知ってしまった今、当初よりも更に「彼の代理を務めて欲しい」という要求がオレの中でゲスさを増してしまっていた。

「（もっと彼女が景太と違ったり、鼻持ちならなければ良かったのに……！）」

　それは矛む盾じゆんする想おもいだった。オレは星ノ守千秋が好きだからこそ実況のパートナーになって欲しいのに、同時に、彼女が好きだからこそ、この失礼な依い頼らいを心苦しくも感じてしまっている。

「うぅ……」

「……？　霧夜さん？　あの……」

　引き留めておいて言葉が出ず俯くオレを、星ノ守が不思議そうに眺ながめてくる。

　オレは……オレは、しばし本気で逡しゆん巡じゆんするも、しかし……。

「（そう……だよな。星ノ守のことを本当に大事な友達だと思うなら……景太に対する失敗や反省を踏ふまえてオレが今選ぶべき選せん択たく肢しは……一つしか無い）」

　オレは改めて真まっ直すぐ星ノ守を見つめ直すと、ようやく、心を決める。

「（──実況への利用はヤメだ。まずオレは、ちゃんと、彼女と『友達』になりたい）」

　それは、景太との苦い別れを経てオレが今──ようやく辿たどり着いた結論だった。

　そう、ゲーム実況はオレの趣味でライフワークで大切なものだけれど、だからこそ「友達を利用して」盛り上げるものじゃ、ないはずだ。

　それになにより──やっぱりオレは、こいつらと、楽しく、ゲームがしたい。

　だから……。

「星ノ守。もしよければ、また、うちで一いつ緒しよにゲームを──ただただ、楽しく、ゲームを遊んでくれないか？」

　言った──。遂に、言えた。本当は景太に言ってやりたかったことを……でも、少し遅おそかったけれど、それでも、オレはちゃんと成長して、遂に……。

「え？　あ、はい、それは勿論、大だい歓かん迎げいです、けど……」

　戸と惑まどいながらも受け入れてくれる星ノ守に、オレはほっと胸をなで下ろす。

「ああ、良かった。嬉うれしいよ、星ノ守。これからも、よろしくな」

「あ、はい……こちらこそ、よろしくです」

　そこで二人、しっかり握あく手しゆを交かわす。と、そこで星ノ守がオレの手を握にぎりながら「ちなみに、なんですけど。もしかして、霧夜さんって──」と、なにやらおずおずと切り出してくる。

「うん？　なにかな、星ノ守。今なら、霧夜おねーさんがなんでも答えてやるぜっ」

　清すが々すがしい気分で爽さわやかに微笑ほほえむオレ。ああ、もう怖こわいものなんか、何も──




「──霧夜さんって、ゲーム実況者の《とらばさみ》さんだったり、されますか？」




「…………え」

　刹せつ那な、世界が崩ほう壊かいする音を聞いた。

「…………」

　これまでの快晴の空みたいな気分はどこへやら。サーッという血の気が引く音と共に、胸の中に巨きよ大だいな暗雲が垂れ込めてくる。

　……なんだ……これ……。

「いや……え？　なんで……。……え？　え？」

　額から脂あぶら汗あせがふき出し、思考も呂ろ律れつもまるで回らない。そんなオレの異変に気づかず、星ノ守は自らの顎あごに人差し指をあて、全く邪じや気きのない様子で続けて来た。

「あのあの、ずっと声や喋しやべり方が似ているなーとは思っていたんですけど、殆ほとんど確信したのは、ご自分のことを『トラさん』って呼んでくれと言い出した時ですね」

「あ…………」

　今いま更さら、自分のあまりに迂う闊かつすぎる行動に気づき、呼吸が荒あらくなるオレ。……いや……でも……だって……自分のマイナーな実況を見ている人間が身近にいるなんて、そんなこと、思いもしてなかったから……。

　星ノ守は続けて来る。

「でもでも、実況者の《とらばさみ》さんはご自分を男性だとされてましたから、やっぱり違うかなとは思っていたのですが……でもそこを除いたら、全部嚙かみ合っちゃっているんですよね。で、極めつけは《ヘルブラッド》の《試遊》です」

「え……？　それって……つまり……」

　彼女が何を言わんとしているかに気づき、いよいよ顔が真っ青になるオレ。

　しかし星ノ守は……どうやらオレのリアクションを「照れ」とでも勘違いしているらしく、善意百パーセントの笑顔で、その決定的な事実を告げて来た。




「だってだって、これって、《とらばさみ》さんが《ジライヤ》さんを騙だまして実況させたあの時の状じよう況きよう、そのまんまじゃないですか！」




「（ぎゃぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああ!?）」

　突とつ如じよ目の前に現れた「視し聴ちよう者しや」の存在に、頭を抱かかえて恐おそれおののくオレ。

「（え、なに、これ!?　どうなってんの!?　今オレ……どうすべきなのこれ!?）」

　状況があまりに想定外すぎて、まるで対処法が浮うかばない。

　そんなオレに、星ノ守は……誰だれかさんを思わせる酷ひどい鈍どん感かんさで、更さらに無む邪じや気きに……完全に「良かれと思っている」テンションで続けて来る。

「その反応、やっぱり《とらばさみ》さんで間違いないんですね！」

「いや、それはあの、どうだろう、そんな偶ぐう然ぜん、そうそうあるわけ──」

「いえいえ！　実はよくあるのかもしれませんっ、こういうの！　なんせ自分、ちょっと前にソシャゲの知り合いと運命的に出で逢あったりしたことまであるもんで！　ええ！」

　なんだその余計な奇き跡せきイベント。一体どこの誰が起こしやがったんだ。ちくしょう。

　星ノ守が目をキラキラさせて、前のめりにオレを見つめて来る。

「わー、わー、どうしましょう！　あ、あのあのっ、自分自分っ、凄すごく好きなんですよ！　《とらばさみ》さんの実況動画！」

「え、ああ、そうなの、それはありがと──」

「特に特にっ、《ジライヤ》さんとの実況動画が、それはそれはもう大好きで！」

「（いやぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああああああああ!?）」

　なにこれ。え、マジで、なにこれ。なんでオレ、少し前までジライヤの代理にしようとしたヤツから、ジライヤ関連動画の賞賛受けてんの、今。どうしたらいいの、これ。

　そうしている間にも、星ノ守千秋は今度はなにやら「えへへ」とはにかんで、照れくさそうに切り出して来た。

「そのその、本当のこと言っちゃいますと、自分その……特に《ジライヤ》さんの大ファンでして！」

「え、あ、そ、そうなんだ」

　あれ、なんだろう、冷ひや汗あせがマジで止まらない。

　と、星ノ守千秋が突とつ然ぜん、らしくない乙女おとめチックな空気を醸かもしだしながら宙を眺める。

「なんでしょう……そのその、自分の凄く気になっている人に、声とか性格が凄く似ている気がするんですよね、ジライヤさん……」

「…………」

　あ、あれ、なんだろう。頭痛や目め眩まいまでしてきたぞ。おかしいな。

　いや、なによりおかしいのは、それらの症しよう状じようを引き起こしているこの「とある推理」が……殆ど確たる根こん拠きよを持たないにもかかわらず、自分の中ですっかり「確信」に近いものへと昇しよう華かしてしまっていることだろう。

　オレがわなわなと唇くちびるを震ふるわせていると、星ノ守はそこで今一度時計を確かく認にん。「あ、本当に時間まずいです！　すいません！」とオレに頭を下げたと思ったら、トテトテと玄げん関かんに走っていってしまった。

　慌あわてて彼女を追うオレ。星ノ守は手早くブーツを履はき終えると、玄関口でくるりとオレを振ふり返り、笑顔で続けてきた。

「あのあのっ、自分ちょっと《実じつ況きよう》は出来ないですけど、でもでも《とらばさみ》さんの……いえ、霧夜さんのお友達としてなら今後も是ぜ非ひ一いつ緒しよに遊ばせて頂きたいです！」

「え、ああ、そ、そうなんだ。うん、それは、ありがとう」

「いえいえ、こちらこそです！」

　ぺこりと頭を下げる彼女。うん……やっぱりこの子は、凄くいい子──とか感心している場合じゃない！

　気づけば星ノ守はドアノブに手をかけ、そのまま半身が部屋から出ていた。対するオレはと言えば、コートも何も羽織っておらず、すぐには出られそうもない。

「ちょ、星ノ守、あの──」

「？」

　なにやら帰宅を急いでいる様子の彼女を引き留めるのはもう無理そうだ。となれば最後に……最後にこの一つだけ、どうしても、聞いておかないと！

　オレは声を絞しぼり出すようにして、部屋から去りかける彼女に、最後の質問を繰くり出した。

「その、キミの《気になっている人》の名前、良ければ教えてくれないかな！」

「え？　あのあの、どうして……」

「な、仲間として！　同じゲーム好き仲間として、ちょっと気になるからさ！　うん！」

「ああ、なるなる。そういうことでしたら。彼の名前は──」

　そうして彼女は、閉まりかけのドア越ごしに、はにかんだ笑顔で──告げて来た。




「──ケータです。雨野景太という人が、その、自分の……大好きな人の名前です」




「────」

　その言葉を最後に、ぱたりと閉じるドア。そうして、ドア越しに「お邪じや魔ましました」という声が聞こえたかと思うと、続いて彼女が小走りに去って行く足音が聞こえた。

「…………」

　そんな中、オレは一人……廊ろう下かの壁かべに背を預け、天てん井じようを仰あおぎ見る。

「噓うそだろ……おい……」

　ずるり、ずるりと、壁に背を擦こすりつつ、崩くずれ落ちていくオレ。

　そうして、最後には冷たい廊下にぺたんと座り込んだところで……オレは、思わず泣き言を漏もらすのだった。

「……ここに来て『あんなの』が登場するって、どういうことだよ……」




　オレの性別を知り、ゲーム実況者としての顔を知り、果ては《ジライヤ》と雨野景太の類似性にまでハッキリ気づいた上で、我が家に出入りする権利まで獲かく得とくした存在。

　つまりは──

「……ラスボスかよ……」

　──もはやジライヤどころじゃない史上最大級の爆ばく弾だん「星ノ守千秋」が遂ついにこの日、オレの物語へと、あまりに鮮せん烈れつな本格デビューを果たしたのであった。




〈雨野景太の交際相手が霧夜歩のアパートに踏ふみ込むまで──あと二ヶ月〉








【霧きり夜や歩あゆむとバッティングゲーム】






「はい、では今回も実況収録を始めて行きたいと思うのですが──そろそろ緊きん張ちようはほぐれてきたかな、シアナ？」

「は、ははは、は、はは、は、は………………はいです！」

「うん、ＹＥＳのテンションじゃないよね、それ」

「う、うぅ……自分自分っ、やっぱり『実況』は慣れないのです……」

　自らの前に置かれた収録用集音マイクを恨うらみがましく睨にらみ付けながら、がっくりと肩かたを落とすシアナこと──星ほしノの守もり千ち秋あき。

　そんな彼女をオレ、霧夜歩はデスクチェアに腰こし掛かけて苦笑交じりに宥なだめる。

「そんなこと言いつつも、なんだかんだでこれまで計三回にもわたって、実況収録につきあってくれたじゃないか」

「そ、そうですけど。でもでも、初回収録の時は《ジライヤ》さんの時と同じく、だまし討うちみたいなものでしたし……」

　ぷくっと可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらませつつ、収録中にオレの前パートナーたる《ジライヤ》の名を口にしてくる星ノ守。オレは内心ハラハラしつつも、ポーカーフェイスで通す。

「それは本当に悪かったよ。でもほら、結局あの動画は公開しなかったじゃないか。キミが恥はずかしいって言うから」

「そのその、確かにそれに関しては、誠実なご対応に感謝していますけれど……」

　なにやら不服そうに目を逸そらす星ノ守。実際、以前彼女と収録した《ヘルブラッド》の実況動画は、ネットで公開されることなくお蔵入りとなった。一番の理由は今語ったように星ノ守が恥ずかしがったからだが、単純にその内容が「《ジライヤ》版の再放送すぎた」というのもある。正直、同じ内容の動画はいらない。

　星ノ守が手元のコントローラーをカチャカチャといじりながら嘆たん息そくする。

「はぁ……それにしても、まさかまさか、貴女あなたがあの《とらばさみさん》とは……」

「それはこっちの台詞せりふだよ。まさかキミが、オレの実況動画の視聴者とはね。でもおかげで、例の幻まぼろしの初回収録の後で改めて正式に行った実況パートナーの依い頼らいは、説明が実にスムーズだったけれどさ」

「まぁ自分、確かに一視聴者として、トラさんの動画は好きでしたし……。で、でもでも、自分、別にそれに出演したかったわけでは……」

「またまた。そんなこと言って、既すでにもう、あれから二回も実況してくれたじゃないか」

「う……それは……そうなんですけど……」

　気まずそうにうめく星ノ守。実際こんなに恥ずかしがりやの彼女が実況パートナーを渋しぶ々しぶとはいえ引き受けてくれたのは、オレとしてもかなり意外だった。

　星ノ守はその辺の心境を、もじもじと指先を動かしながら語り出す。

「だってだって……あのトラさんが土下座する勢いで頼たのんでくるものですから……」

「ま、まぁ、確かにオレ、ちょっと必死だったけれど……」

「そしてあの日……ぐす……ぐす……『試ためしに一回だけ』の口車にのって、自分、とてもとても恥ずかしかったのに、半ば強ごう引いんに……！」

「いやその言い方！」

　な、なんだかまるで「幼気な女子高生と、彼女を手込めにした鬼き畜ちく男性実況主」みたいな会話になってるじゃないか！　ゲーム実況動画において、この手の疑ぎ惑わくはシャレにならない。オレは慌てて大きく咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かしにかかる。……が。

「（いや、まぁ、本当はおかしな配はい慮りよにも程ほどがあるんだけどな、これ）」

　なにせオレ、霧夜歩は、この一いち人にん称しよう、このイケメンボイスながら──

　──普ふ通つうに、女子大生なのだ。

　つまり現実は、年の近い女子二人で楽しくゲームをしているだけの構図。

　だというのに、オレを男だと認識している視し聴ちよう者しや相手には「オレ達二人の間にやましいことは何もありませんよ！」と懸けん命めいに釈しやく明めいしなくてはならないわけで。

　この馬ば鹿かみたいな状じよう況きようが、オレは時折非常にアホらしく思えて、いやになる。

　いやになるのだが……とはいえ、何も対策しないわけにもいかないわけで。

　オレは最も早はや恒こう例れい化しつつある、視聴者への言い訳を口にした。

「まぁ、元々シアナには……そう、オレの『いとこ』たるキミには、どこかで実況を頼もうと思っていたんだよ。『いとこ』だからね、なんせ」

「はぁ……そ、そうですね。自分とトラさんは、『いとこ』ですしね」

「そうそう」

「ですです」

　二人、無む駄だに目を合わせて頷うなずき合う。……この噓設定に関しては、星ノ守も積極的に協力してくれていた。男女実況というジャンルが非常に危あやういバランスの上でしか成り立たないことは、ゲーム実況の割と熱心な視聴者たる彼女も承知済みなのだ。

　そうして二人、いつものように「いとこ設定」を押し出して妙みような共犯意識を共有したところで、星ノ守が何か腹をくくったように、大きく息を吐はいて続けてきた。

「はぁ……もういいですよ。確かに自分『実況収録』に緊張するのは相変わらずですけれど……でもでも、いとこのトラさんとわいわい喋しやべりながらゲームするのは、普通に、日常の延長として、楽しいですからね。自分はただただ、ゲームを楽しんで帰ります」

　その言葉にオレは思わず表情をほころばせる。

「ああ、そう、それで全然いいんだよ。そもそも、オレも視聴者の皆みんなも、キミや、前パートナーのジライヤに『軽快なトーク』なんかはハナから期待していないんだからさ」

「そ、それはそれでシャクですね。……まあ、確かに自分も、純じゆん粋すいな一視聴者時代には、ジライヤさんにそういうのをまったく期待していなかったですけれど……」

「だろう？」

　星ノ守は「ですです」と頷く。……ちなみにこの「ですです」みたいな彼女の繰り返し言葉が、現在一部視聴者の間で軽くバズっている。最近じゃ彼女が「ですです」と言う度たびに画面が「ですです」コメントで一いつ杯ぱいになる始末だ。

　つまり、ここにきて早さつ速そくシアナにもジライヤとはまた別の不思議な人気が出始めているわけで。……実況者としてのオレは、実にホクホクである。これでこそ、とある「超ちようド級の地じ雷らい」のリスクを抱かかえた上で、それでも覚かく悟ごを決めて彼女をパートナーに引き込んだ甲か斐いもあったというものだ。

　…………。

　……いやまあ、その「超ド級の地雷」というのが、本当に、シャレにならない程のリスクを伴ともなっているわけだけれども。というのも……

「あ、でもでも！」

　突とつ然ぜん、星ノ守が焦あせった様子で口を開く。彼女はオタク特有の「好きの気持ちが先行した喋り方」で、まくしたててくる。

「自分は決して、ジライヤさんを軽く見ているわけではないですからね!?　そこだけは絶対勘かん違ちがいしないでほしいのです！　というかというかっ、むしろむしろっ、ジライヤさんには表面的なトークスキルなんかどうでも良くなってしまうほど、人として、魅み力りよく的で素す敵てきなところが沢たく山さんありまして！　はい！　具体的にどこが素晴らしいかと言うと──」

　ジライヤの話題になった途と端たん、突然前のめりにグイグイと来る星ノ守。オレは思わずたじろぎながら、なんとか彼女を窘たしなめようと試みる。

「ああ、わ、分かった分かった！　お前がジライヤを心から尊敬しているのは、凄すごく伝わってきたから！　うん！」

「そうですか！　それなら良かったです！　ああ、いつか実際にお会いしてみたいものです、ジライヤさん！　その声とか性格が、なんというか、その、自分のとてもとても大好きな、ある人とよく似ていらして！　だからだから自分、彼が全然他人に思えなくて！」

「そ、そう。そんなに好きなんだ、ジライヤ……」

「ですです！　あ、いえ、好き、というより、自分はファンですね、ファン！　共感するところが沢山あるといいますか……！　自分や友人とゲーム話が絶対合うと思うのです！　でもでも、残念ながら、まだ一度もお会い出来ていませんが……」

　そう言いつつ、何か期待するようにオレをチラチラ上うわ目め遣づかいで見つめて来る星ノ守。

　オレは額に汗あせをダクダクかきつつ、彼女から目を逸らして応じる。

「うん……まぁ、そのうち、ヤツとスケジュールが合えば、ね？」

「はいっ！　自分っ、その日がとてもとてもっ、楽しみです！　あ、その際は出来れば、ケータ──じゃなくて、自分の大好きなとあるぼっちゲーマーも、同席させてあげてほしいのです！　きっときっと、気が合うと思うのですよ！」

「あ、あぁ。そ、そのうち、な」

　いつもの如ごとく、彼女から視線を逸らして曖あい昧まいな言葉で応じるオレ。

「（少なくとも、その三人で会うという企き画かくは、無理なんだよなぁ……）」

　というのも。

　なにせ、オレの前実じつ況きようパートナーたるジライヤの正体というのが──




　──ぶっちゃけ、星ノ守千秋の想おもい人たる雨あま野の景けい太た、その人なのである。




　似ているもへったくれもない。その二人は、完全に同一人物なのだ。

　オレはデスクチェアに深く腰掛け、大きく息を吐く。

「（……うん。まぁ、何度聞いても、極きわめてロマンティックな状況ではあるよな）」

　ネット上でもリアルでも、全く同じ人物に敬意と好意を抱いだく。これ程までに素敵な恋こいの奇き跡せきには、そうお目にかかれないだろう。なんて清すが々すがしい恋模様。これほどまでに、たったひとりの異性へと向けられた激しく純粋な恋れん慕ぼの念を、オレは他に知らない。

　そんな星ノ守千秋が、いつか、この部屋で、彼と邂かい逅こうし。

　尊敬するジライヤの正体を──元々想いを寄せていた、雨野景太だと知ったなら。

　その刹せつ那な、その恋こい心ごころは、一体どれほど燃え上がることだろう。

　少女漫まん画がは趣しゆ味みじゃないオレでも、想像するだけでキュンとしてしまう。

　まさに運命の恋の、クライマックス。

　きっと星ノ守千秋はもう、雨野景太を激しく求めて求めて離はなさないことだろう。

　それ程までに、周辺状況が見事に整った奇跡的な恋なのだ、これは。

　ああ、なんて素晴らしいかな、若者の恋模様！　マジで眩まぶしい！　眩しいね！

　…………。

　……ただ、まあ、なんだ。

　だからこそ、そのぅ……。

　……そこに、ほんの一つだけ、些さ細さいな……しかしこのオレ、霧夜歩にとっては非常に由ゆ々ゆしき問題が、出てくるわけでして。

　というのも、ジライヤが雨野景太だと明かされた瞬しゆん間かん。

　星ノ守千秋の中で凄すさまじく恋の炎ほのおが燃え上がるのと同時に、そのまま自動的に──




　──女子大生たるこのオレが、彼を部屋に連日連れ込んでいた事実が、バレるわけで。




　…………。

　え、えーと、刃は物ものって、何ゴミの日に、どうやって処分するんだったっけ……？

「…………」

　オレは震ふるえる手でおもむろに、デスクの上にあった飲みかけの缶かんコーヒーを摑つかむと。

「あぁ、自分、ジライヤさんに逢あえる日が、本当に楽しみなのです！　ええ！」

「…………そ、そう……」

　星ノ守の無む邪じや気きな笑え顔がおから視線を逸らしつつ、半分以上のこっていたコーヒーを、半ばヤケクソぎみに一息で飲み干したのだった。




　　　　＊




「それでそれで、トラさん。自分、今日はどんなゲームを遊ばせて貰もらえるのですか？」

　ジライヤに関する会話が一段落したところで、星ノ守が自分から本題たるゲーム実況の方へと話を戻もどしてきた。

「（どうやら、今ので緊きん張ちようは解けたみたいだな）」

　最初と違い、すっかり流りゆう暢ちように喋り出した星ノ守を見てオレは思わず微笑ほほえむ。

　オレはとりあえず必要以上に「リスク」に怯おびえるのをやめると、今は実況に集中すべく、一度咳払いをして改めて意識を「実況モード」へと切り換かえた。

「よくぞ聞いてくれたね、シアナ。キミに今日実況して貰うのは……これだ！」

「わくわく。なんでしょう。トラさんのゲームチョイスはいつもこちらの趣味にベストマッチしてくるので、自分自分、この瞬間がいつもとても楽しみ──」




「奇き才さいと名高いフリーゲーム作家《のべ》さんが放つ最新作、《ＲＥ：ＣＯＤＥ》だ！」




「げほぁ！」

「シアナ!?」

　発表した瞬間、突とつ如じよ激しく嘔吐えずく女子高生。彼女はかなり心配になる勢いで激しく炬こ燵たつ板へと頭を振ふり下ろすと、そのまま、マイクの手前で海かい藻そうの塊かたまりみたいになりつつ……地じ獄ごくの底から響ひびいてくるかのような呻うめき声を漏もらしてきた。

「うぼぉぉ…………おぉぉぉぉぉ…………おごぉぉぉぉぉお…………」

「し、シアナ？　ど、どした？　は、腹でも痛むのか？」

　彼女のあまりの急変に動どう揺ようを隠かくしきれないオレ。とりあえず一いつ旦たん実じつ況きよう収録を止めるべきかとパソコンのマウスに手をかけるも、それを制するように声をかけてくるシアナ。

「あ、あのあの！　えーと……と……トラさん。自分、あの、えと、つ、つかぬことを、お伺うかがい、いたしますが……」

「？　あ、あぁ。なんだい？」

「…………し、知ってて、やってます？」

「？　はい？」

　彼女の意味不明な質問に、首を傾かしげるオレ。……やばい、全く意味が分からない。星ノ守が舌足らず、言葉足らずなのはいつものことだが、今回の質問はいつにもまして意味が分からなすぎた。ここまで脈みやく絡らくない発言をするとなると……まさか、脳のう梗こう塞そくの兆候とかだろうか？　だとしたら、いよいよ救急車案件だが……。

　そうしてオレが本気で心配の目を向けていると、星ノ守は一人、何かを察した様子で「い、いえ、なんでもないです……」と炬燵から頭を上げ、なにやら精気の抜ぬけた瞳ひとみでオレを見み据すえて質問を続けて来た。

「えっとえっと……トラさん。ではでは、このゲームをチョイスした理由を、具体的に教えて頂いて、よ、よろしいでしょうか？」

「え？　それはまぁ、いつもと同じだけれど……」

「……というと？」

　星ノ守の質問に、オレは……頰ほおをぽりっと搔かきながら、返す。




「シアナが、好きそうだなって」




「選別眼の極きわみ！」

「選別眼の極み!?」

　な、何を言っているんだこいつは。オレが心配して見守る中、星ノ守は髪かみをわっしゃわっしゃと搔きむしりながら意味不明な独り言を呟つぶやく。

「いやいや………………おかしい……これ……どういう偶ぐう然ぜん…………でもでも……」

「シアナ？　えと……もしかして、なにか問題あったかな、このゲーム」

「え？　あ、ああ、はい、そ……ソウデスネ。……で、出来ればそのその、じ、自分は、今日は、他のゲームが遊びたい気分かなぁ、なぁんて……」

　なぜか額に汗を滲にじませながらそんな提案をしてくる星ノ守。……彼女がオレのオススメを拒きよ否ひするだなんて、珍めずらしいこともあるものだ。

「ああ、シアナがそう言うなら仕方ない。オレはこのフリーゲームがいいと思ったんだが……でも嫌いやがるお前に別に無理にやらせる程ほどじゃあないさ」

「ほっ……」

　オレはパソコンを操作し、ブラウザに表示していた《のべ》のゲームのダウンロードページを見やり、苦く笑しようする。

「ま、確かに、紹しよう介かい画像からして才気走ってて、ちょっと怪あやしいしなこのゲーム」

「…………」

「うん、なんかつい勢いで選んじゃったけれど、冷静になってよく見たら確かに超ちようつまんなそうだし、ここはお前の言う通り他のちゃんとした──」

　瞬間、突如星ノ守が炬燵の天板を〈バンッ！〉と強く叩たたきつけてきた！

「いえいえ！　このゲームは、きっときっとっ、凄く面おも白しろいと思います！　はい！」

「どうした急に!?」

　なぜか突とつ然ぜん態度を百八十度翻ひるがえした星ノ守に、動揺を隠しきれないオレ。

　が、まぁ、彼女がこのゲームでいいって言うなら、特に問題はないわけで……。

「えと……シアナ？　じゃあやっぱりこのゲームを実況するってことで、ＯＫ？」

「…………」

　その問いに対しては、なぜかまたぷいっと視線を逸そらす星ノ守。……ええ!?

「やっぱりイヤなの!?　や、だったら別に、無理につまらないゲームやることは……」

「いやつまらなくはないと思います！　はい！　むしろこれは神ゲーかと！」

「やる前から神ゲー宣言ってどういうこと!?　ま、まぁ、でもそこまでこのゲームに惹ひかれるものがあるなら、やっぱり、今回はこれを実況するということで──」

「…………」

「なぜ話が前に進みかけると沈ちん黙もくするんだキミは！　そ、そんなにイヤなら、やっぱり他のフリーゲームを代わりに実況して貰ってオレは一向に構わな──」

「！　な、なんですかそれ！　あの神ゲーに『代わり』なんて、あるはずないです！」

「なんで若じやつ干かん怒おこってんの!?　っていうか、だったら素す直なおに実況始めてくれるかなぁ!?」

「…………じ、自分がですか？」

「そうだよ！　なにその超今いま更さらな『マジで？』みたいなテンション！　いいかい？　キミ──シアナは、これから《のべ》さんのゲームを、楽しく、実況するんだ。ＯＫ？」

「…………あの、すいません、一旦これ、収録止めて話し合いの席を設けて貰っても？」

「煮にえ切らないなぁ！　いや、そんなに気が進まないなら、他のフリーゲームに──」

「～～！　や、やります！　やればいいのでしょう、やれば！」

　突然、なにやら涙なみだ目めで腹を括くくった様子で叫さけぶ星ノ守。……正直なところ、オレは別にそこまでこの《のべ》とやらのゲームに思い入れがあるわけじゃあないので、事情はよく分からないが星ノ守がイヤなら本当に他のゲームでいいと思っているのだが……。

「……うぅ……なんでこんな……で、でもでも、こういうところから、譲ゆずらず、摑み取る精神でいかないと……大事な時、日ひ頃ごろの積み重ねがものを言うわけで……うんうん！」

「？」

　なにやらマイクに入らない程の音量でぶつぶつと、まるで自分を鼓こ舞ぶするように必死で呟いていらっしゃるため……その覚かく悟ごに水を差す気にもなれず。

　結果──

「えーと……じゃあ、早さつ速そくこの《のべ》さんの新作《ＲＥ：ＣＯＤＥ》を始めていきたいと思うけれど……シアナ、準備はいいかい？」

「…………ばっちこいです！」

　──星ノ守の妙みように悲ひ壮そうさを湛たたえた決意の声とともに、ようやく、本日の実況収録がスタートしたのであった。




　　　　＊




「さて、シアナ」

「な、なんでしょうか、トラさん」

　前のめりにコントローラーを構え、パソコンからゲーム画面が出力されたテレビモニターをジッと見据えながら応じて来る星ノ守。

「（実況で緊張するのはいつものことだが、今日はまた、えらくカタい顔してんなぁ）」

　オレは彼女の横顔を眺ながめつつ、話を進める。

「このフリーゲーム作品《ＲＥ：ＣＯＤＥ》だけれど……いつもと違って、オレ自身、まだロケハン──つまりはお試ためしプレイも、出来ていないんだ」

　そんなオレの説明に、なぜか星ノ守がなにやら得心した様子で頷うなずく。

「はいはい、それはそうでしょう。なにせ昨日公開のゲームですから」

「そうなんだよ──って、あれ、オレ、もうそんな公開日情報とか話したっけ？」

「！　は、話したと言えば、話した気が、するような、しないような……」

　なぜか視線を逸らしてぴゅーっと下手な口笛を吹ふき始める星ノ守。……なんだこいつ。

　オレは彼女の妙な態度に疑問をおぼえつつも、実況の進行のため話を続ける。

「しかもこの《のべ》さんという方、どうも作品概がい要ようを記したテキストなんかが毎回アテにならないらしくてな」

「アテにならないとは失敬な。本質『のみ』を的確に突ついた表現と言ってほし──」

「……シアナ？」

「──いって、《のべ》さんの魂たましいが今、自分に語りかけてきましたよ。この、センス溢あふれる素す晴ばらしいゲームタイトル画面を通して。スピリチュアルな波動で」

「なんだその急な宗教臭くささ！　や、やめてくれる!?　実況動画って、そういうとこ結構デリケートだから！」

「す、すいません。……で、でもでも、いいタイトル画面ですよね、これ」

「ええ？」

　星ノ守に促うながされ、テレビモニターに映し出されたタイトル画面を見やる。

　そこに映し出されていたのは、いかにも同人然としたタイトル画面だ。黒をバックにドット表示で記された《ＲＥ：ＣＯＤＥ》というタイトルがでかでかとあり、その下にはニューゲームとコンティニューの選せん択たく肢しが表示されている、実にオーソドックスな……。

「いや、まぁ、これといって何の特とく徴ちようも……」

「ハッ、トラさんの目はフシアナですか！　ほらほら！　よぉく見て下さい！」

「よぉく？……ううん？……あれ、なんかモニターの不調かなにかのせいか、背景の黒い部分がチカチカしているかも……」

「違います！　よぉく目をこらして下さい！　ほらほら、もっとモニターに近づいて！　マジマジと！　このゲームがドット絵表現だという先入観をなくして！」

「ううん？」

　正直もうさっさとゲームを開始してほしかったのだが、星ノ守が譲らないので、仕方なく椅い子すから立ち上がってモニターに近づくオレ。……むむ。

「あれ……近くで見たらこれ、たしかに、チラついているというよりは、むしろ黒い部分が細かく動いているような──」

「そうなんです！　この背景、ただの黒バックに見えて、実は──」

　そこで星ノ守は突とつ如じよ、炬こ燵たつから立ち上がって意い気き揚よう々ようと宣言してきた！




「──大量に蠢うごめくアリの群れだったのです！」




「きめぇぇぇぇぇぇぇええええええええええええええええええええええええええ！」

　ギョッとして思わずモニターから身を離はなすオレ。が、なぜか星ノ守はやたらと誇ほこらしげに胸を張ってふんぞり返っていた。

「どうですかこの、細部までこだわりぬかれた演出の妙！」

「こだわりぬかれすぎだわ！　ええ……うわ、何度見ても、マジだ。細かく詳しよう細さいに描えがかれたリアルなアリが、タイトル表記の背後で凄すさまじく密集して蠢いてやがる……」

「ふふん……ではでは、トラさん、ゲーム実況者として、作者を讃たたえる一言をどうぞ」

「狂きよう気き！」

「ええ!?」

　なぜか不服そうに頰を膨ふくらませる星ノ守。な、なんなんだ。もしかしてこいつは、この演出に感かん銘めいを受けたとでもいうのか？

　オレはこほんと咳せき払ばらいしてデスクチェアの方に戻もどりつつ、星ノ守に先を促す。

「まぁ、タイトル画面の秘密は分かったから。そろそろゲーム本編、始めてくれるか？」

「むぅ……分かりました。本当はこの画面だけで三十分堪たん能のうしたいところですが」

「どんなゲーム実況だよそれ」

　新種の精神実験か何かか。

　なんにせよ、星ノ守はようやく、渋しぶ々しぶながらコントローラーを操作し、ニューゲームを選せん択たく、ゲームを開始した。

　と同時に、画面の中でこのゲームのプロローグがテキストによって語られ始める。

　……衝しよう撃げきの出だしと共に。




〈……さて、アリの件はさておき〉




「アリの件はさておき!?」

　斬ざん新しんな序文にも程があった。しかし啞あ然ぜんとするオレとは対照的に、星ノ守は特に動どう揺ようした様子もなく淡たん々たんとプロローグを読み進めていく。

〈時は江え戸ど時代。民衆がこぞってインスタグラムを始めた丁度その頃ころ〉

「いや分かんない分かんない。もう既すでに世界観と時代設定が分かんない」

〈ニューヨークの片かた隅すみに暮らす平へい凡ぼんな少年『熊くま殺しのプー』は、いつものようにデーモンを召しよう喚かんしては角をもぎ取って売り払はらうという、退たい屈くつな違い法ほうバイトをこなしていた〉

「いや驚おどろいた。文章って、たった数行でここまで人を混乱させられるものなんだな」

〈しかしそんなプーに、ある日転機が訪おとずれる〉

「あぁ、物語の主しゆ軸じくとなるメインヒロインにでも出で逢あうのか──」

〈この世界はゲームだと気付いたのだ〉

「想像以上の大転機！」

〈そうと分かればもう怖こわいものはない。プーは退屈な日常を自らの手でぶち壊こわすべく、釘くぎバットを片手に、街へと繰くり出して行くのであった……〉

「ガチ狂気！　さてはこの《のべ》、社会に溶とけ込む気が一いつ切さいねぇな！」

　オレが声を張り上げる中……相変わらず、ぽちぽちとゲームを進行する星ノ守。

　衝撃のプロローグが終わり、ゲーム画面がいよいよ本編へと遷せん移いしていく。

　…………。……いやいやいやいや。

「っていうか、このクレイジーな文章を、ただの一度のリアクションもなく淡々と読み切ったお前もなんなんだよ、シアナ！」

「ほぇ？」

　突とつ然ぜんのオレのツッコミに、心外そうな表情で振ふり返ってくる星ノ守。

　オレは「いやいやいやいや！」と指し摘てきを続ける。

「これ実況だよ!?　分かってる!?　おかしなものとか、衝撃の展開があったら、ちゃんとリアクションしないと！」

「はぁ。……でもでも、今のところ、特に指摘すべきところなかったですよね？」

「!?　お、お前それ、マジで言ってんのか、シアナ……？」

「？　はい。……あ、もう本編始まりますよ、トラさん」

「あ、あぁ。そ、そうだな……」

　あ、あれ？　もしかしてオレが過か剰じよう反応なのか？　実況者として活動するうちに、芸人さんの如ごとく無む駄だにリアクションでかくなっちゃってたのか？　だ、だとしたら、こんなに恥はずかしいことはないが……いやしかし……。

　オレがそんな迷いの中にいる間にも、画面には本編の開始にあたって操作方法がこれまたテキストで表示されだした。

　オレは今度こそ過剰なリアクションを取らないよう細心の注意を払いつつ、それを読み進めていく……が。

〈方向キー……使いません〉

「使わないの!?」

　操作説明の一行目から早さつ速そくツッコんでしまうオレ。星ノ守がやれやれと肩かたを竦すくめる中、オレはさらに説明を読み進める。

〈スペースキー……リズミカルに叩たたいて下さい〉

「リズミカルに!?」

　やはりいちいちリアクションを取ってしまうオレ。と、そこで星ノ守が心底呆あきれた様子でオレを振り返ってきた。

「ちょっとちょっと、トラさん。いくらなんでも、反応が過剰だと思います」

「い、いや、だって、おかしいだろう、この操作説明」

「おかしいって、何がですか？　実に一いつ般ぱん的な操作方法じゃないですか」

「い、いやいやいやいや！　だって十字キー使わないんだよ!?　それでどうやって冒ぼう険けんに繰り出したり、アクション操作するんだよ、主人公！」

「冒険？　アクション？……あの、いったい、何を仰おつしやっているのですか、トラさん。このゲーム、そういうのでは全然ないですよ？」

「へ？　いや、だって、釘バット持って街に向かう場面から始まるゲームなんて……」

「ええ……そんなの、一つしかありませんよね」

　星ノ守が頷きながら、画面の方に向き直る。そうして、彼女がボタンを押すと操作説明が消え、いよいよ「ゲーム本編」が開始される。

　そうしてそこに映し出されたモノは──




「……普ふ通つうに、音ゲーです」




「音ゲー!?」

　──まさかの、右から左に向かって次々と「○」が流れてくる、某ぼう太たい鼓このプロさん的ゲーム画面だった！

　オレは思わず全力でツッコミを入れる！

「え、釘バットは!?　プー少年の『世界への気づき』とあの狂気的な衝しよう動どうの行方は!?」

「？　だからだから、それらが全部、この画面でちゃんと表現されてるじゃないですか。よく見て下さいよ。この画面左側にいる人物を」

「……ん？」

「ここで右から、まさにゲーム的に流れてくる『○』を、リズミカルに、笑え顔がおで、釘バットで打ち返しているのが、例の『プー』少年です」

「意外と健康的に前向きなカタチでストレス発散していた！」

　じゃあなんだったんだよ、あの無駄に不ふ穏おんな導入は！　っていうか、画面の中のプー少年、マジでキラッキラした笑顔だな！　逆に不安になってくるわ、なんか！

　しかしことここに至ってなお、冷静に淡々とゲームを続ける星ノ守。…………こいつ、なんで今日はこんなに冷静なんだよ。まるで事前に色々知っていたかのように……って。

「あれ？　シアナ？　そういやお前、これが音ゲーだって、なんで知ってたわけ？」

「う……！　い、いやいや、知ってたわけじゃないです。ただ、プロローグから、なんとなく音ゲーじゃないかと察しただけです、はい！」

「え、あのプロローグから!?　どういう推理力してんのさキミ！」

「実じつ況きようタグに『名探たん偵ていシアナ』を追加して貰もらって構わないですよ、ええ」

「調子に乗り方が非常にうざい！」

　オレは大きく嘆たん息そくした後、新しい缶かんコーヒーを一口あおり、改めてゲーム画面を見やる。

〈♪～♪～♪〉

　……うん、音ゲーだ。これ以上ないぐらい、オーソドックスな、ワンボタン形式の音ゲーだ。…………うん。…………。

　……ただ、一つだけ、凄まじく気になることがあるとすれば……。

「なぁ……シアナ。音ゲーで一番大事なものって……なんだと思う？」

「なんですか、やぶからぼうに。えとえと、キーレスポンスとか、ですかね？」

「ああ、まぁそういうのもあるけれど。もっと大前提としてさ。やっぱり……題材となる楽曲が、いいにこしたこと、ないと思うわけよ」

「それはそうですね！　分かります！　大好きなアニメの主題歌とかで遊べると、それだけで楽しいですもんね、音ゲーって！」

「ああ、そうだな。…………。……で、その前提の上で、訊たずねるんだがな」

「はい？」

「…………今このゲームから流れてる、この音楽って……何？」

「え？　何って、そんなの、自分に訊きくまでもないじゃないですか。そのままですよ」

「……つまり？」

「だからだから……」

　星ノ守は画面を見つめて楽しげにゲームを継けい続ぞくしたまま……その回答を口にした。




「『きらきら星』ですよ。恐おそらくは《のべ》さん本人による、リコーダーバージョンの」




「どうりで『ぴーひょろぴーひょろ』と不安なメロディが聞こえると思ったよ！」

　正直あまりに不安定で下手な演奏すぎて、オレの幻げん聴ちようかと思ってたぐらいだ。まさかガチで、このか細いメロディがゲーム内の楽曲とは……！

　オレが驚く中、星ノ守は更さらに続けて来る。

「まぁ、タイトルからして、ちゃんと示し唆さしてましたしね」

「ん？　なんの話だ？　えっと、このゲームのタイトルって……」

「《ＲＥ：ＣＯＤＥ》です」

「まさかの『リコーダー』由来とは！　格好良さげだったのに！」

　というか、星ノ守、よくそこまでこの短時間で読み取れたな。オレなんか、そのタイトル自体若じやつ干かん忘れていたのに。

　というか、それで言うと……。

「あとシアナ。お前、よくこれが『きらきら星』だってわかったな？」

　スピーカーから流れるのは、おおよそ元ネタがあるとは思えない、不気味で微かすかで、音程を外しまくりのメロディラインだ。が……星ノ守は不思議そうに首を傾かしげる。

「いやいや。これは、どこをどう聞いても『きらきら星』じゃないですか」

「いやいやいやいや！　オレにはどこをどう聞いても《クトゥルフの呼び声》としか思えないんだが!?」

「し、失敬な方です！　作者さんがこんなにも心を込めて吹ふいているというのに！」

　なぜか悔くやしそうにうめくシアナ。オレはやれやれと肩を竦める。

「いや確かに一いつ生しよう懸けん命めいさ『だけ』は伝わって来るけどさ……。……？　というかシアナ、どうしてこれが《のべ》さん本人による演奏だと決めつけているわけ？」

「ぐ……!?」

　シアナが呻うめき、同時に音ゲーのコンボが途と切ぎれる。彼女はあわあわと演奏を立て直しつつ、なにやらしどろもどろに返してきた。

「そ、そのその、彼女、個人制作者らしいですし……」

「ああ、なるほどね。…………。……ん？　彼女？《のべ》さんって女性なの？」

「!?　あ、あのあの……えと、ほら、ゲームの端はし々ばしから女性らしさが、ね？」

「いやオレは絶対男だと思うけど。ちょび髭ひげシルクハットに全ぜん裸らというスタイルの」

「それこそ何を根こん拠きよに!?」

　なぜか星ノ守は涙なみだ目めだった。いや、別に《のべ》さんが実際にどういう人物だろうが、星ノ守にはあまり関係ないだろうに。

「（どうも今日の星ノ守は、いつにもましておかしいよなぁ……？）」

　どこかのぼっち男子高校生と違ちがって、オレはそこまで鈍どん感かんな人間じゃない。確信があるわけではないが、流石さすがに星ノ守がこの《のべ》という作者に対して、元々なんらかの「思い入れ」を持っているのであろうことぐらいは、想像がついた。が……。

「（そこから先が分からない。ただの信者とかファンだってんなら、別にそれを隠かくすこともないだろうしなぁ。元々好意は素す直なおに口にするヤツだし。かといって逆に嫌きらっているという感じでもないし……。うーん……。…………ああ）」

　ふと、そこで「とある可能性」に思い至ったオレは、実況収録お構いなしに、場合によっては後でカットする前提の質問を、星ノ守へと投げかけた。

「もしかしてシアナ、この《のべ》さんと知り合いだったりするわけ？」

「！」

　と、その瞬しゆん間かんプレイングが明らかに崩くずれ出す星ノ守。ただでさえ不安定だった音楽へ、更に決定的にリズムのズレたキー音が重なり、もはやなんとも言えないメロディが室内へとあふれ出す。

　これはもう、いよいよ異界の生物でも召しよう喚かんされるんじゃないか……とオレが本気で不安になってきたところで、星ノ守が、なぜか額に大量の汗あせを滲にじませつつ、ゲーム画面から視線を離はなしてこちらを振ふり向いてきた。

「な、ななな……なぜなぜ、そう、思われたの、ですか？」

「え、なぜって、ただなんとなく、だけど……」

「なんとなく……。……そうですか。…………はぁ」

　なにやら心底呆あきれた様子で気け怠だるげに嘆息するシアナ。……なんだこれ。

「えーと……し、シアナ？」

「……そういう、なんだかふんわりした理由で早々に真相に近づく人って、ミステリー作品だと、大たい抵てい、次の瞬間に殺されますよね……」

「シアナさんや!?」

　なんか突とつ然ぜんえらく物ぶつ騒そうなたとえ話を始めたんですけどこの女子高生！

　今度はオレがダクダク冷や汗を搔かき始めていると、シアナは一つ嘆息し……ゲームを再開させながら、なにやら覚かく悟ごを決めた様子で語り出した。

「そのその……動画ではカットして欲しいんですけど、この《のべ》というフリーゲーム作者さんはですね。実は……」

「……実は？」

「…………うちの、妹なのですよ！」

　満を持して、という感じでババーンと発表してくる星ノ守。オレはその答えを受け、素直に「へぇ！」と感心した。

「そうなんだ。凄すごい偶ぐう然ぜんだね、それは！　でも、確かにそれで今日の様子に関して、色々得心がいったよ！　なるほどなぁ」

「そ、そうなんですよ。……た、他言無用ですよ？」

「ああ、そういう事情なら、勿もち論ろん」

「……ほっ」

　途と端たんに、露ろ骨こつに胸をなで下ろす星ノ守。その安あん堵どに満ち満ちた表情たるや、ただ真相を吐と露ろして落ち着いたというより、まるで「意外と上手うまくいった！」と喜んでいるかのようだが……ま、それは性格が悪いオレの穿うがった見方だろう。

　なんにせよ、そうして真相がハッキリ語られたことで、オレと星ノ守のモヤモヤは解消。

　改めて本ほん腰ごしを入れてゲーム実況へと臨のぞみ、そうしてそのまま（奇き抜ばつなゲーム内容以外は）恙つつがなく……本日も収録を終えたのだった。




　　　　＊




「ではではっ、霧夜さん！　自分、これにて失礼させて頂きますね！　本日も本当に楽しいゲーム時間を、ありがとうございました！」

「あぁ、またな、星ノ守」

　オレは玄げん関かんで深々と頭を下げて去っていく星ノ守を見送ると、その足で台所に向かい、星ノ守がジュースを飲むのに使ったコップを洗い始めた。

「しかし、あいつに妹ねぇ……」

　泡あわ立だたせたスポンジでコップを磨みがきながら、ぽつりと呟つぶやく。

「ゲーム実況中じゃなければ、もうちょっと詳くわしく掘ほり下げられたんだけどなぁ」

　奇き才さいクリエイターという側面を抜ぬきにしても、正直大分興味深い存在だ。星ノ守千秋の妹。ああいう姉を持つ妹というのは、どういう性格になるものなのか。

　オレは泡だらけのコップを水で濯ゆすぎながら独り言を続ける。

「なんとなく、しっかり者の妹という感じはするが……。……あ、というか、景太は妹さんの方とも面識あったりするのだろうか──」

　そんなことに思い至った、その刹せつ那なだった。

〈ピンポーン〉

　突とつ如じよ、室内にチャイム音が鳴り響ひびく。

「（あれ、星ノ守、忘れ物でもしたかな？）」

　オレはとりあえず「はーい」と応じつつ水を止めてタオルで手を拭ふくと、小走りで玄関へと向かった。そうして……

「どうした、星ノ──」

　……そう声をかけながら玄関のドアを押し開いたところで──ようやくその来訪者が彼女ではないことに気づき、思わず言葉を止めた。が──

「星ノ──も、り？」

　──そうと分かっていてなお、思わず、オーバーランのように、言葉が漏もれ出てしまう。というのも……。

「はい、『星ノ守』です」

　そこに立っていた人物には──その女子学生の顔には、星ノ守の面おも影かげが色いろ濃こくあり。

「…………」

　オレは思わずマジマジと彼女の姿を眺ながめ回してしまう。

　縮れていない艶つややかな髪かみはツインテールにまとめられ、体格は少し小こ柄がら、コートの裾すそから覗のぞくスカートの柄がらは、星ノ守の在ざい籍せきする音おと吹ぶきのそれではなく、確か、碧あおの母校たる碧へき陽よう学園のそれであり……。

　……と、そこまで観察したところで、突然彼女──「星ノ守」を名乗る女子高校生が、強ごう引いんにぐいっと玄関内へと押し入ってきた。

「え、ちょ──」

　動どう揺ようし、よたよたと後退してしまうオレ。彼女はそのまま完全に玄関内へと足を踏ふみ入れると、後ろ手に強くドアを閉め、そのままオレを無言で睨にらみつけてきた。

「な……！　き、キミ、一体どういう……！」

　半ば身の危険を感じながら、精せい一いつ杯ぱい、絞しぼり出すように訊たずねかけるオレ。

　見ず知らずの人間が、強引に家へと押し入ってくる。これほどの恐きよう怖ふはそうあるまい。

　緊きん張ちようと混乱で背中からぶわっとイヤな汗が噴ふき出してくる。

　そうして、場に剣けん吞のんな空気が流れる中。

　彼女は──突然ニコリと柔にゆう和わに微笑ほほえみかけてきた。

「不ぶ躾しつけな訪問どうもすいません。あたし、星ノ守千秋の妹の──星ノ守心春このはといいます」

「あ、い、妹……さん？」

「はい」

　ようやく明かされた彼女の素す性じように、オレはホッと胸をなで下ろす。どうやら妙みような犯罪に巻き込まれているわけではないらしい。

　オレはぎこちない笑顔を彼女に向ける。

「ああ、キミのことは、星ノ守──キミのお姉さんから少しだけ聞いていましたよ」

「あら、そうですか。それなら話が早いですね。今回あたしは、彼女の身内としてご挨あい拶さつに伺うかがわせて頂いた次し第だいです」

「あ、そ、そうなんですか？　それはまた、ご丁てい寧ねいに……」

　オレは思わず恐きよう縮しゆくして頭を下げる。そんなオレに、妹さんは「いえいえ、そんな」と照れ笑いした後、一度咳せき払ばらいして、「では、改めましてご挨拶を」とオレに向き直ってくる。

　オレはそんな彼女の佇たたずまいに、思わず感心する。

「（……なんだ。どんな妹さんかと思えば、律りち儀ぎで礼れい儀ぎ正ただしい、とてもいい子じゃ──）」

　が──その次の瞬間だった。

「姉がいつもお世話に──いえ」

　姉思いの良い妹こと星ノ守心春が──不意に妖あやしい笑みを浮うかべたかと思うと。




「姉と雨野センパイが、お世話になったようで。──女子大生実じつ況きよう者しやの、霧夜歩さん？」




「────」

　ここ半年のオレの物語に、突然のチェックメイトをかけてきたのは──
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〈雨野景太の交際相手が霧夜歩のアパートに踏み込むまで──あと一ヶ月半〉








【彩さい家け碧あおとフラグイーター】






　「あれ、彩家さん……ですよね？」

　そんな風に突然知り合いから声をかけられたのは、よりにもよって、スーパーでレトルトのパスタソースを真しん剣けんに吟ぎん味みしている最中でした。

　わたくしは一いつ瞬しゆんぎくりと肩かたを強こわばらせてしまうも、すぐに得意の作り笑顔を浮かべると、ゆっくりと背後の人物を振り返ります。

「あ、あら、貴方あなたは……」

　そこに立っていたのは──制服姿の知り合いの男子高校生、雨あま野の景けい太た君でした。

「ぐ、偶然ですね、雨野君。……ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

「は、はぁ。うるわしゅう……」

　知り合いの男子高校生相手に、たとえレトルトパスタソースコーナー前であろうと優ゆう雅がにスカートの端はしを持ち上げて挨拶をするわたくし。しかし直後、買い物かごを提げた恰かつ幅ぷくの良いおばさまから邪じや魔まそうに咳払いされてしまい、ぺこぺこ頭を下げながら脇わきにはけていくわたくし。

『…………』

　雨野君とわたくしの間に、なんとも言えない神しん妙みような空気が流れます。……とりわけ仲が良いわけでもない知り合いと生活感溢あふれる場でばったり出くわした上、普ふ段だんから表面的に作り上げてきたお嬢じよう様さまキャラとはそぐわない一場面をガッツリ目もく撃げきされる……これは、端たん的てきに言って、地じ獄ごくの空気と言って差し支つかえない状じよう況きようでしょう。

　わたくしが仄ほのかに頰ほおを染め始める中、雨野君が申し訳なさそうに頭を下げてきます。

「…………なんかすいませんでした」

「あの、むしろその謝罪をやめて下さるかしら？　余計いたたまれないのですけれど」

「あ、で、でも、大だい丈じよう夫ぶです！　僕、あの、元々割と彩家さんのこと、実はそこそこ庶しよ民みん的生活している系の方だと認にん識しきしていたので！　はい！」

「うん、それはフォローと見せかけて普ふ通つうに追い打ちですね雨野君」

「すいません……」

「…………はぁ。まぁ、確かに歩さんと同じあの安アパートに住んでいるのを知られている時点で、今いま更さらお嬢様もへったくれもございませんわよね」

　わたくしはそう嘆たん息そくして今一度レトルトパスタソース棚だなを物色し始めます。雨野君が「そんなことはないですけれど……」と苦く笑しようしながらわたくしの隣となりに並んできます。

「実際、彩家さんの『良家のお嬢様感』は凄すごいですよ。安アパートにいても、廉れん価かのパスタソース選んでいても滲にじみ出るのですから、それはもう、相当なものかと」

「ありがとうございます……と言ってよろしいのかしら、それ」

「いいと思いますけれど。それに実際彩家さんって、良家のお嬢様なのですよね？」

「ええ、まあ、確かにそれはそうなのですけれどね。……ま、人生色々ありますわ」

　そんな答えを返しながらも、もう開き直って安価なたらこのパスタソースを手に取り、買い物カゴへと放ほうり込むわたくし。そのままレジに向かうべく歩き出しつつ、隣に並んできた雨野君へと「で？」と声をかけます。

「貴方の方はどうしてこんなところに？」

「ああ……はい、それ、なんですけれどね」

　何か言いだし辛づらそうに頰をぽりっと搔かく雨野君。わたくしは通常価格のベーコンやウィンナーコーナーを華か麗れいに素す通どおりしつつ「当てましょうか」と切り出します。

「久々に歩さんに会いに来たはいいけれど、そもそも自分から距きよ離りを取っていた手前やはり会うのには少し勇気が要り、躊躇ためらった結果、つい、大して用もない近所のスーパーにふらりと入ってしまった……といったところじゃないかしら？」

　わたくしの推理に、雨野少年は目をまんまるく見開きます。

「わ、すごい。彩家さんはやっぱり凄い洞どう察さつ力の持ち主なんですね！」

「？　やっぱりとは？」

「え？　だってほら、彩家さんはゲームの腕うで前まえも凄いじゃないですか！」

「え？」

　一瞬何を言われているのか分からず呆ほうけてしまったものの、すぐに以前彼の前で、歩さん協力の下「凄すご腕うでゲーマーを装よそおった」日のことを思い出しました。

　わたくしは「え、ええ、そうね」と視線を逸そらしつつ応じます。

「やはりその……ゲームの腕うでと洞察力って、切っても切り離はなせないとこ、あるものね」

「ですよね！　いやぁ、相変わらず、深いなぁ」

「ふ、深い……かしらね」

　額に汗あせが滲んできます。……正直のところ、この噓うそは当時「話を逸らすため」だけについた噓なので、これ以上無理に続ける意味は殆ほとんどありません。ないのですが……。

「天てん道どうさんもそうだけれど、ゲーム上手うまい方って、なんか毅き然ぜんとされてますよねぇ」

「…………」

　な、なんでしょう、この少年の、無む垢くな憧あこがれでキラキラと輝かがやく瞳ひとみは！　今更これを曇くもらせるのは、大変忍しのびないと言いますか……！　わざわざこちらから夢を壊こわさないでも、いいのではないかと考えてしまうといいますか……！

「（くぅ……悔くやしいですけれど、今なら、歩さんがずぶずぶと泥どろ沼ぬまみたいな噓を彼につき続けてしまうお気持ちが、理解出来てしまいますっ。でもそれだけに、出来るだけ早いうちにこの誤解は解くべきだと主張する理性的なわたくしもいるわけで……ああっ！）」

　わたくしはそんなアンビバレントな苦く悩のうを抱かかえながらもレジを終えると、そのまま雨野君と連れ立ってスーパーの外に出ました。

　彼はわたくしの隣を歩きながら、どこか恐縮した様子で口を開いてきます。

「な、なんかすいません、ぐだぐだとくっついて来てしまって……」

「構いませんよ。わたくしと一いつ緒しよの方が、歩さんの部屋に行きやすいのでしょう？」

「はい……ご迷めい惑わくおかけします」

「いえ、わたくしも帰宅するついでですから迷惑とかでは全然ないのですけれど……。しかし、解げせませんね」

「？　何がですか？」

「貴方がそこまでオドオドとされている理由がです。既すでに歩さんと会う約束はされているのですよね？　でしたら今更……」

「あ、それがですね……っと」

「？」

　スーパーを出て少し歩いたところで、雨野君が少し歩く位置を変えてきます。一体何かと思っていたら、どうやら、わたくしより車道側を歩いてくれているようです。そうして彼は更さらに、わたくしに向かってなにやら手を差し出してきました。

「あ、あの、もしよければ、お荷物お持ち致いたしますけれど……」

「え？　ああ……軽いから構いませんよ」

「え？……世の中には、年下の男性を顎あごで使わない美人さんもいるんですね……」

「貴方の年上女性に対するイメージはいつの間にそこまで壊かい滅めつしたのですかっ！」

　少なくとも以前お会いした際は、こんな子分根こん性じようみたいなのが染しみついた高校生ではなかったハズですけれど。

　彼は力なく苦笑して引き下がった後、改めてわたくしの隣を歩き出しました。

　私はそんな彼の横顔を眺ながめながら、思わず感心してしまいました。

「（子分気質はさておき……相変わらず根が『いい子』ですね、この子は）」

　雨の日に不良が子こ猫ねこに傘かさを差し出すような「如い何かにも」なそれではなく、ふとした行動の端はし々ばしから、ほんのりと窺うかがえるような善良さ。だからこそ好感を持て、そして……。

「（この子を『騙だまし続ける』のは、歩さんも、さぞかしお辛つらかったことでしょうね）」

　わたくしはふと、そんなことに思いを馳はせます。

　騙した側と、騙された側。本来なら騙された被ひ害がい者しや側に同情すべきところなのですが、やはりわたくしとしてはつい、歩さんの側に立って物事を考えてしまいます。

『…………』

　しばし二人、無言で歩きます。と、雨野君が改めて、話の続きを再開させてきました。

「実は今日これから霧夜さんの部屋に行くこと、伝えられてないんですよね、彼に」

　彼、という誤った表現に思わず一瞬反応してしまいかけながらも……わたくしは努めてそこを流しつつ、話の先を促うながします。

「え、そうなのですか？　それはまた、どうして……」

「いえ、あの、僕も一応メッセージアプリで連れん絡らくは入れたんですよ？　今日は時間が出来たので、折角だからここしばらく僕側のワガママで一方的に距離を取らせて頂いたことの謝罪も兼かねて、会えないかと」

「？　やはり既に連絡してあるんじゃないですか。でしたら何の問題も……」

「いえ、それが、なんか既き読どくにならないんですよ。全然」

　言いながら、自らのスマホの画面を見せてきて下さる雨野君。

「あら、ホントですね。歩さん、割とこういう連絡はまめな方なのですが……」

「ですよね？　ただ、僕も最近色々ゴタゴタしてて中々時間とれないので……とりあえず移動している間に連絡来るかもと、こっちに来てみたまでは良かったのですが……」

「なるほど、未いまだに既読にさえならないと。この時間に寝ねる方でもないのですけどね」

「はい。というか、高確率でゲームしている時間なハズなので、思い切ってもう直接訪ねてみようかなと思う半面、いやいや、それは流石さすがに迷惑じゃと考える自分がいたり、一方で、ここで臆おくしちゃうのが僕の悪いところだと意識改革中の自分もいたりで……」

「ああ、その結果、ふらふらと用もないスーパーに入って、わたくしを見かけたと」

「はい。情けない限りです。……なんだかんだ、もう結構時間食っちゃいましたし」

　しょんぼりと肩を落とす彼。……ともあれ、ようやく事情がのみ込めました。

　わたくしは二月の踏ふみ固められた雪道を歩きながら、茜あかね色いろに染まる空を眺めます。

「んー……実際問題、歩さんは今の時間だと、家で一人、普通にゲームないし実じつ況きようをしていらっしゃるかと。ですから、突とつ然ぜん訪れても、恐おそらくそう迷惑でもございませんよ？」

「ですかね？」

「ええ。それで言うなら、隣の部屋のわたくしなんて、朝な夕な構わず、用があれば気軽にチャイムを押しますからね。貴方もそんなに気を遣つかいすぎなくてよろしいかと」

「そうですか。霧夜さんの一番の理解者たる彩家さんにそう言って貰もらえると、大変心強いです」

　雨野君からの突然の評価に、わたくしは思わず頰を手で押さえて悶もだえます。

「そ、そんな、歩さんが世界で最も愛する麗うるわしい女性だなんて……て、照れますよ」

「おっと、なんか今、さらりと戸田奈○子氏レベルの意訳が入りませんでしたか？」

「ああ、今日はなんていい日なのかしら！……ふふ。よし、雨野君、豚ぶたバラあげます」

「いや要いりませんけど。買い物もの袋ぶくろから豚バラのパックを素すで手て渡わたされましても……」

「？　庶民の高校生男子たるもの、皆みなさん、豚バラはお好きでしょう？」

「な、なんでしょう、その軽くイラッとする物言い。いや豚バラは好きですけれど、急にそれだけ渡わたされましても……」

「では仕方ありませんね。……この特売のニラモヤシもおつけ致しましょう！」

「ですから要りませんって！　そしてなんか地味に美味うまそうですね、彩家さんちの夕飯の献こん立だて！」

「そうですか？　ここにあと一品『昨日の肉じゃがの残り』を加えるぐらいですが……」

「すっごく庶民的に美味そうなメニューすぎる！　お嬢様キャラが行方ゆくえ不明だ！」

「失敬な。食後には時に……箱売りのフルーツアイスバーを二本いくわたくしですよ？」

「贅ぜい沢たくのレベルもなんか庶民基準だ！　や、やめて下さい！　なぜかこれ以上彩家さんのプライベートに踏み込みたくないです、僕！」

「あらあら、うふふ、大人の女性のリアルに尻しり込ごみするだなんて、お可愛かわいいこと」

「なんか今日はイチイチ微び妙みようにイラッとくるな、この人のスタンス！」

　そう盛せい大だいにツッコんだ後、彼は大きく息を吐はいてから仕切り直してきます。

「とにかく……彩家さんのお墨すみ付つきも頂きましたし、僕、今日は腹をくくって霧夜さんを訪ねてみることにします」

「ええ、それがよろしいかと。ああ、折角なのでわたくしもご一緒させて頂きますよ」

「ああ、それは凄く助かります！　ありがとうございます！」

　本当に助かったという様子で笑え顔がおを見せる雨野君と、彼に歩さんの一番の理解者と言われたことが未いまだに嬉うれしく、ホクホク笑顔のわたくし。

　二人はそのまま上じよう機き嫌げんで帰路につき。

　そうして、いよいよアパートの目前まで来たところで──目もく撃げきしてしまったのでした。




「ほらほら、早く行きますよ──霧夜歩さん」

「あぁ、そんなに慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶだよ──心春このはちゃん」




『──え？』




　歩さんと、見知らぬツインテールの美少女高校生が二人、仲良く腕を組んでアパートから出て来る──その決定的瞬しゆん間かんを。




　　　　＊




「いらっしゃいませ。お二人様でよろしいですか？　空いてるお好きな席にど──」

　店員さんが言い終えるのも待たず、「失礼しますっ」と足早に、最初から目星をつけていたボックス席へと飛び込んでいくわたくしと雨野君。

「……えーと」

　ひょろりと長身で眼鏡の男子学生アルバイト風店員さんは、一瞬わたくし達の行動に呆あつ気けに取られた様子を見せますも、その寝ね癖ぐせ交じりの風ふう貌ぼうに違たがわぬ無気力さで「まいっか」とでも言うように、ぬぼーっと奥へ引っ込んでいってしまわれました。

　とりあえず「計画」が上手うまくいったことにほっと胸をなで下ろし、息を吐くわたくしと雨野君。互たがいにコートを脱ぬぎ、荷物と共に脇わきに置いたところで、雨野君が改めてキョロキョロと店内を見み渡わたします。

「それにしても、実にレトロな喫きつ茶さ店てんですね。……ぶっちゃけ、僕だけなら敷しき居いが高すぎて入れないです」

「まぁ、確かに高校生が気軽に入る雰ふん囲い気きではないですわね。ただ、メニューは割と廉れん価かなんですわよ？」

　わたくしがそう言いながらテーブルに置かれた簡素なメニュー表を差し出すと、雨野君はそれに視線を落として「あ、ホントですね」と表情を綻ほころばせました。

「コーヒーチェーン店と同じぐらい安いんですね。なんだか本格的なのに」

　言いながら、店の内装や商品を見やる雨野君。カウンターの上には扱あつかいの難しそうなサイフォンが並び、奥の棚たなにはコーヒー豆の詰つまった瓶びんが多数収められています。

　わたくしは少し得意げに微笑ほほえんで続けます。

「それだけではありませんよ。生あい憎にくわたくしにはあまり分かりませんが……歩さんや貴方あなたにしてみると、『コレ』は相当心躍おどる要素なのでは？」

「え、『コレ』とは……？」

　緊きん張ちようが故ゆえか、未だ気付いていない様子の雨野君。わたくしはクスッと穏おだやかに微笑むと、目の前のテーブルを指さしました。

　と、その刹せつ那な──見る間に雨野君の瞳が輝き出します。

「え、もしかして、ゲームテーブル!?　マジですか!?」

　まるで大層な骨こつ董とう品に出で逢あった鑑かん定てい家かの如ごとく目を瞠みはり、テーブルをためつすがめつしだす雨野君。わたくしはその子供っぽいはしゃぎように思わず笑みを零こぼしつつ、彼に訊たずねます。

「以前歩さんにも同じ質問をしたのですが……そんなに嬉しいものですか？」

「そりゃ嬉しいに決まってるじゃないですか！　だってゲームテーブルですよ!?」

「そう言われましても。スマホでゲームしつつお茶をすれば、ほぼ同様の環かん境きようでは？」

「ケッ」

「わたくし、他人から『ケッ』などという失礼な対応を受けたのは、これで人生二度目ですわ」

　ちなみに一度目は歩さんとこの店に初めて来た時です。……これだから苦手です、ゲーマーというか、オタク的人種の方というのは……。……いえ、歩さんは好きですけれど。

　雨野君はやれやれと肩かたを竦すくめながら主張されます。

「わっかりませんかねぇ……このロマンが！　だって、喫茶店のテーブルが、ゲーム筐きよう体たいなんですよ!?　この欲よく張ばり感、凄すごくないですか!?　鉄ヲタアイドルが、実は将しよう棋ぎとアニメにも詳くわしい、みたいな！」

「その喩たとえからは、アイドルさんの必死感しか感じられませんけれど」

「う……と、とにかく無条件にテンション上がるアイテムなんですよ、ゲームテーブルって！　機能や実用性じゃないんです！　霧夜さんも言ってませんでしたか!?」

「ああ、そういえば、そんなことを仰おつしやっていたような……」

　けれどそういう「理り屈くつのない好き」という概がい念ねんは、いくら主張されたところで、他者には到とう底てい理解しがたいわけでして。

　わたくしはこの「少し変わったテーブル」を改めて少し眺ながめてみるも、やはりこれといって興味は持てず、今一度店内の方へと視線を移し、会話を元に戻もどしました。

「まあとにかく、このテーブルも含ふくめて、初めての来店以来、歩さんは特にここを気に入っていらっしゃいまして」

「そりゃそうでしょう。僕だって、近所にあったらちょくちょく来たいですよ！」

　もはやゲームテーブルに頰ほおずりする勢いの雨野君。わたくしは窓の外を見やります。

「ただ惜おしむらくは、うちのアパートからは少し離はなれている、ということですね」

　雨野君は未だ少し名残なごり惜しそうにゲームテーブルを眺めつつも、わたくしとの会話に応じて下さいます。

「確かにここまで、かれこれ十分は歩きましたもんね。しかも、繁はん華か街がいへ向かう道とは反対の住宅街に分け入っていく方面に」

「そうなんです。大学とも逆方面ですから『ついでに』寄れる場所でもなく、だからつい、いい店と分かっていても、足が遠のきがちなんですよね……特にわたくしなどは」

　と、わたくしがそこまで語ったところで、雨野君としてもなにやら察するものがあったらしく、ハッとした様子で顔を上げられました。

「なるほど。それは、つまり……」

「ええ。だからこそ、つまり……」

　そこで目を見合わせたわたくしと雨野君は、二人一いつ緒しよに店の奥──カウンター席に並んで座る男女の姿を確かく認にんしますと。

　これまでの柔やわらかな表情を一転。

　──ギラリと目を光らせると同時に、声を合わせて──その結論を口にしました。




『霧夜（歩）さんがコソコソと後ろめたい密会をするにはおあつらえ向きの場所！』




　そのまま二人、ククッと暗い微び笑しようを交かわし合います。──と、

「あのー……注文はそろそろお決まりでしょうか？」

　そんなわたくし達を胡う散さん臭くさそうに見下ろしながら、長身の店員さんが声をかけてきました。わたくし達は二人、あわあわと無む駄だに慌てて注文を選ぶと、カウンター奥に消えて行く店員さんの背を見守りながら、『ふぅ』と同時に息を吐きます。

　メニューをテーブル端はじに片付けながら、雨野君が嘆たん息そく交じりに切り出してきます。

「しかしまさか、ここにきて遂ついに彩家さんとまで、この手の探たん偵ていめいた行動を共にすることになろうとは……」

「わたくしとまで？　まるで他に経験があるような言いぐさですわね」

「ええ、まぁ。……知り合いの浮うわ気き調査的活動に関しては、もう、飽あきるほどに」

「相変わらずどんな高校生活送っていらっしゃるのですか貴方は」

　雨野景太という男子高校生は未だに謎なぞです。基本的には「内気なオタク男子」という認識で問題ないと思われるのですが、美人の元カノさんがいらっしゃったり、意外な交友関係をお持ちだったりと、まるで底が見えません。さらに今回の件に関しましても……。

「それにしても、まさか貴方があの碧へき陽よう学園の女子生徒さんとお知り合いだとは……」

「いや僕もびっくりですよ。ホント、どういうことなんだか……」

　言いながら、なにやら複雑そうな面おも持もちで彼女──「コノハさん」と仰るらしい女子高校生の背中を見つめる雨野君。

　わたくしは今一度彼に確認致いたします。

「雨野君。少し聞いた限りだと、貴方と彼女は、お友達ということでしたけれど……しかし彼女は、見たところ、碧陽の……貴方の通う音おと吹ぶきとは別の高校の生徒ですよね？」

「あ、はい、ですね」

「どういうお知り合いなんですの？」

「どういう……。……えっと……まぁ、その、ひょんなことから知り合いまして」

「『ひょんなことから』という説明を、わたくしは現実で初めて受けましたわ」

「僕も初めてしました。ただその……なんでしょう、僕と彼女の関係性は、正直その、大きな声では話せない類たぐいのものとでも言いますか……」

　なにやら気まずそうに視線を逸そらす雨野君。わたくしはハッと口元を押さえて訊ねます。

「な、なにやら、桃もも色いろかつ卑ひ猥わいな空気を感じます……！」

「ぐ……!?　いやその想像は恐おそらく概おおむね勘かん違ちがいなんですが、桃色で卑猥という部分は若じやつ干かん当たらずとも遠からずなところがなきにしもあらずというか……！」

「そ、そうですか。貴方はあの可愛らしい女性とそんな……。……少し幻げん滅めつしました」

「ぐ……!?　いやその幻滅も恐らく概ね勘違いなんですが、これまた若干正当な幻滅も多少孕はらんでいる気がしないではなく……！　ああ……うぅ！」

　雨野君が謎の苦く悩のうで頭を抱かかえていらっしゃいました。……なんだかよく分かりませんが、そこはあまり掘ほり下げて欲しくないようです。

　わたくしは一つ息を吐はき、改めて歩さんと彼女──コノハさんの背中を見やります。

「しかし本当にいい席を取れたものですね」

「ああ、はい、それは本当に。まさか完全に霧夜さん達の背後を取れるとは。二人がこの店に入るのを確認してから、外をソワソワとうろつき、ガラス窓越ごしに入念な調査をした甲か斐いがあったというものです」

「ええ。……軽く職質されかけたのも、今ではいい思い出ですよね、雨野君」

「いえ、それは違いますね」

「ええ、そうね。違いますよね。ごめんなさい」

　二人揃そろって息を吐くと、職質未み遂すいの現実から目を逸らすように話を元へと戻します。

「この席なら、二人からは見つかることもなく、様子が窺うかがえて完かん璧ぺきですね彩家さん。まぁ声が微び妙みように聞き取り辛づらい距きよ離り離はなれてしまっているのは、一長一短ですが……」

「そこは仕方ありませんわね。でも、ほら、こうして耳を澄すませば多少は聞こえますよ？」

「え、そうですか？　では……」

　そうして二人、会話を止め、歩さん達の背を見つめて聞き取りへと集中します。

　豆が丁てい寧ねいに碾ひかれていく音、フラスコの中で沸ふつ騰とうする湯、店内で上品に弾はずむ会話。

　わたくし達はそれら店内全すべてのサウンドから、まるでコーヒーをドリップするかの如く、目的の会話以外のノイズをつぶさにそぎ落としていきます。

　ゆっくりと、慌あわてず、心に余よ裕ゆうを持って。

　そうして、遂に抽ちゆう出しゆつされた、そのエスプレッソの如き、目的の会話はといえば──




「姉し妹まい丼どん……だと？」

「ええ……姉妹丼です」




『なんの話だ！』

　思わず大声で叫さけび──かけますも、互たがいに自らの口を全力で押さえることで、どうにかツッコミをお腹なかの中だけに閉じ込めることに成功するわたくしと雨野君。

　死力を尽つくして耐たえきったわたくし達は、口から手を離し、ぜぇはぁと肩で息をしつつ、意見を交わし合いました。

「こ、この瀟しよう洒しやな喫きつ茶さ店てんのカウンターで、なんという会話をされているのですか、歩さん達は！　どういう了りよう見けんでございましょう！」

「ああ、すいません！　ホントすいません！」

「な、なぜ雨野君が謝るのです？」

「いや、なんていうか……正直コノハさんあるあるな会話なんで……」

「そんな会話が『あるある』なお友達ってなんですか！　早く縁えんをお切りなさいな！」

「お断りします！　なぜなら……コノハさんもまた、僕の大事なお友達だからです！」

「突とつ如じよ謎なぞの男気を見せつけられましたわ！　なんかごめんなさいね！」

「いえ、こちらこそ！」

　そうして二人、互いに謎の謝罪を交わし合っていると、店員さんがコーヒーを運んで来て下さいました。彼は若干引きつった表情でテーブルにカップを置き終えると、関かかわり合いになるのを避さけるかの如ごとくサッとカウンター奥に引っ込んでしまわれました。…………。……あぁ、この店、しばらく来られませんわね。

　わたくしはコーヒーに角砂糖を二つほど投入しつつ、雨野君に訊ねます。

「一体あの『コノハ』さんという方は、どういう方なのですか？」

「どういう……と訊きかれましても。あの通り、としか……」

　気まずそうに目を逸らしながら、コーヒーを一口啜すする雨野君。わたくしはスプーンでカラカラと砂糖を溶とかしながら切り返します。

「あの通りと言われましても。今の印象ですと、わたくしには痴ち女じよか何かのように……」

「ああ、概ねその認識で大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ」

「貴方あなた本当に彼女のお友達なのですよねぇ!?」

　友人に「痴女」の太たい鼓こ判ばんを押せる関係性など、いよいよ不可解すぎます。

　わたくしが動どう揺ようする中、ふと雨野君はカバンを開くと、中から財さい布ふを取り出してきました。一体何をなさっているのかとそのまま見守っていると、彼は財布から百円硬こう貨かを取り出し、それを徐おもむろにゲームテーブルのコイン投入口へと──

「やるのですか!?　今!?　このタイミングで!?」

　──たまらずツッコミを入れてしまうわたくし。雨野君はと言えば、特に悪びれる様子もなくガラス越しの画面に視線を落としつつ返してきました。

「むしろ僕が彩家さんに訊きたい。……これをやらないという、選せん択たく肢しがあるのかと」

「ありますよ！　というかやらない選択が正規ルートだと思いますよわたくしは！」

「ふ、正規ルートね……。……ちゃんとそれを選べる人間なら、僕は今こんなところで、微妙な知り合いの女子大生さんとストーキング行こう為いになんて及およんでいませんよ！」

「意外と剛ごう速そつ球きゆうの正論ですけれど！　歩さん達の会話は聞かなくてよろしいんですか!?」

「会話？　ああ、どうせ、卑猥な単語しか聞こえてきませんって」

「貴方のお友達について、ホント詳くわしくお聞かせ願いたいものです！」

　会話のどこを切り取っても卑猥な単語の出てくる女子高校生って、なんなのですか。歩さんは一体、何に捕つかまっているというのですか。

　わたくしの不安を余よ所そに、本当にゲームに興じ始める雨野君。……この子も、一見気が弱いように見えて、実は相当なマイペース人間ですよね……。

　わたくしは嘆息しつつ、見るとはなしにゲーム画面を見やります。……なにやら、ホールケーキをワンピースだけ切り取ったような形状の「黄色くて口の大きな丸っこい生物」が、敵と思おぼしきオバケさん達から逃にげ回りつつ、巨きよ大だい迷路じみた通路の中に小さく敷しき詰つめられた「・」を必死に回収していらっしゃいます。…………。

「……これは、夜の清せい掃そう業さんでもモデルになさったゲームなのでしょうか？」

「いやどんだけ過か酷こくなんですか、夜の清掃業。毎回皆みなさん、オバケに追いかけられながらお掃そう除じなさっているんですか」

「違ちがうのですか？　では一体、何を表現なさっているのですか、このゲームは」

「な、何をって。……パッ○マンに物語も何も……。まぁ、強しいて言うなら、この黄色いヤツが、エサを沢たく山さん食べるのが目的、ですかね」

「……ふむ。なるほど。これはつまり……『無む尽じん蔵ぞうの食欲に取り憑つかれた謎の黄色い存在が、既すでに人はおろか生物すらいない死の星の中を、ただ怨おん念ねんに突つき動かされ迫せまり来る霊れい的てき存在から逃げ回りつつ、塵ちりの一いつ片ぺんさえ喰くい残すものかと極限まで蹂じゆう躙りんしていく……』という類たぐいのゲームなのですね」

「うん、違いますねぇ！　本来ファミリー向けの可愛かわいらしいゲームに、謎のブラックなバックボーン追加するのやめてくれます!?　地味に筋が通っているのがなお悪い！」

「も、申し訳ありません。野や暮ぼなことを致しました。そうですよね、雨野君は現在……大してこれといった理由もなく、無思考で貪どん欲よくにエサを貪むさぼっているだけなのですよね」

「その言い方はその言い方で気になりますねぇ！　もういいですけど！」

　何な故ぜか怒おこったように言いながらゲームを続ける雨野君。……彼や歩さんの語るゲームの醍だい醐ご味みはいまいちピンと来ませんが、しかし、確かに、この黄色い生物がエサをパクパクなさるだけのゲームには、不思議とボーッと見ていられる「心ここ地ちよさ」が存在しました。

『…………』

　というわけで、わたくし達はしばし無言で画面を見つめ続けました。

　ぱくぱく、ぱくぱく、ぱくぱく、ぱくぱく……。

　何分そうしていたでしょうか。遂に雨野君がオバケさんに捕まり、一機減ったところで、わたくしはハッと我を取り戻もどしました。

「（いやいや、わたくしまでこのゲームを見ている必要はないでしょうに）」

　そんな当たり前のことに気付いたわたくしは、改めて、歩さん達の方を見やります。

　……と。

「というかコノハちゃん、時間は大丈夫なのかい？　そろそろ夕飯時だけれど……」

「あ、それは問題ないです。生徒会でもっと遅おそくなることも多いので、あたし」

「（あら……？）」

　先さき程ほどより彼らの会話がかなり聞き取りやすくなっております。改めて周囲を窺ってみますと、お客さんが減り、注文が落ち着いたせいか豆を碾く音や沸騰音もなくなっておりました。これならば、わざわざ深く耳を澄ませることもなく会話が聞き取れます。

　わたくしはコーヒーをちびちびと頂きつつも、お二人の動向を窺います。

「それで……コノハちゃん。結局キミは、具体的にどうしたいんだい？」

　歩さんが、どこかソワソワとした様子で切り出します。

　それに対し、碧陽学園の女子高生──コノハさんとやらは、どこか妖あやしい気配を漂ただよわせながら、カップをソーサーに置きました。

「どうしたい、だなんて。簡単にあたしに主導権渡わたしていいんですか？　霧夜歩さん」

「いやいや、今いま更さらこっちに奪うばえる余地なんかないだろう、主導権なんて」

「そうなんですけどね」

　くすくすと悪戯いたずらっぽく笑うコノハさん。

　……どうも話の流れが分かりません。が、わたくしは辛しん抱ぼう強づよく耳を傾かたむけ続けます。

「コノハちゃん。さっきの姉妹ど──んんっ、例の発言やその他もろもろなんかを聞くだに、どうもキミ自身、彼に……景太に好意を抱いだいている印象を受けるんだけど、それは、間違っていないかな？」

「あぁ、貴女は思ったより鈍どん感かんさんではないのですね。はい、それで間違いないですよ。あたしは、センパイが──雨野景太さんが、好きです」

「（!?）」

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げき告白にわたくしは思わず声をあげかけ、慌てて口元をおさえます。

　同時に、ハッと目の前の人物──雨野景太君の様子を窺います。が──

「ぐ、やばっ、なんでそんな……ああ、もう一回遠回りするかっ！」

　──完全にゲームに熱中なさっていました。ホッとすると同時に、わたくしは限りなく脱だつ力りよくしてしまいます。

「（貴方、ここになにしにいらっしゃったのですか……）」

　なんでしょう、こうまで平へい穏おんを貫つらぬかれてしまうと、逆に「今のちゃんと聞いておきなさいな、この鈍感少年」という気持ちがむくむくと頭をもたげてしまいます。

　わたくしは大きく息を吐いて気を取り直すと、改めて歩さん達の会話に集中します。

「薄うす々うす感じていたことなんだけどさ、コノハちゃん。あいつ……景太って、もしかして、女性にモテる？」

「ええ、そりゃあもう。あ、ただし、リア充じゆう的モテるじゃないです。典型的ラノベ主人公的、モテるです。えっと、このニュアンス、伝わります？」

「ああ……容易に想像出来るわ」

　わたくしもです。

「ちなみに『エロゲ主人公的モテる』じゃないのが、この話の厄やつ介かいなところでして。どうも、ハーレムルート実装してなさそうなんですよね、センパイの人生」

「いや、それは実装している人間の方が問題ある気がするけど……」

「そうですか？　ラノベ主人公とエロゲ主人公のどちらが罪深いか論争、します？」

「しない。キミはそれを語り出したら、一晩いけるタイプな気がする」

「鋭するどいですね。ちなみにあたしは自分が男性なら、刺さされるのは覚かく悟ごの上でそれでも複数のヒロインとバリバリ肉体関係結ぶ、そんなエロゲ主人公になりたいと考えています」

「清すが々すがしいほどのクズじゃないか、キミ」

「ま、言っても碧陽学園の生徒会役員なんでね、あたし」

　うん、やめて下さるかしら、その返し。わたくしも碧陽学園の生徒会出身なので。

　わたくしが拳こぶしを握にぎり込んでいると、二人はようやく会話を本題へと戻し始めました。

「まぁ、でもキミ自身が景太に好意を持っているというなら、話は分かりやすい」

「理解が早くて助かります。流石は──『とらばさみ』さん」

　と、そこまで聞いたところで……わたくしは唐とう突とつに、今更ながらのある重大なミスへと気付き、ゾクリと悪お寒かんを覚えました。……いえ……それというのも……。

「（あ、あら？　この会話ってもしかしたら……雨野君に聞かれては、かなりまずいものなのでは？）」

　歩さんと謎なぞの女子高生を嫉しつ妬とから尾び行こうし始めた段階では、考えが及びませんでしたが。

　二人が「この手の」会話をするとなれば、話は別です。

「…………」

　わたくしは震ふるえる手でコーヒーを一口啜ると、ちらりと、正面を窺うかがいます。と……。

「うぐ……ぐぐぐ……ぐぐぅ！」

　雨野君は相変わらず、拷ごう問もんでも受けているかの顔つきでゲームをなさっていました。……正直こんなにも苦しそうになさるものは最も早はや「娯ご楽らく」じゃないのでは……と思うのですが。

「ぐぐ……うぅ……苦しい！　辛つらい！……あぁ、超ちよう楽しい！」

　……らしいです。ゲームとは、本当によく分からないものでございます。

　さて、それはそうと、この様子ではとてもじゃありませんが、遠くの二人の会話など聞こえていそうにはありません。しかし、それでも危険なのは事実。

　わたくしはもう一口、多めにコーヒーを飲みますと、雨野君に切り出しました。

「雨野君。それが終わりましたら、店を出ましょう」

「えぇ？　どうしてですか？　霧夜さんとコノハさんの件は？」

　プレイを続けながら、雨野君が当然の疑問を返してきます。わたくしは、なれない噓うそをつくため、必死で知ち恵えを絞しぼります。

「そ、それが……どうやらその、なんて言いますの……あ、貴方の仰おつしやったとおり、ずっと、その、卑ひ猥わいな話？　とやらをなさっているみたいで」

「ああ……やっぱり、エロゲ趣しゆ味み繫つながりでしたか。おおかたそんなことだろうとは思っていましたけれど。霧夜さんもやるとは知りませんでした。なるほどなー」

　……え、エロゲ？　なんだかよく分かりませんが、とにかく納なつ得とくして下さったみたいです。この勢いで、わたくしは押し切らせて頂くことにしました。

「と、とにかく、二人の会話は聞くに堪たえませんし、あまり長居してこちらがボロを出して見つかってもアレなので、早々に退散した方がよろしいのではないかと！」

「はぁ……まぁ、言われてみればそうですね。分かりました。えっと、じゃあ、ゲームが終わるまで今少しだけお待ち下さい」

「は、はい、分かりました」

　……よし。とりあえず、最善は尽つくしました。あとは、雨野君のプレイが終わり次し第だい、即そく座ざに店を出るのみです。

　わたくしは雨野君の操る黄色い食欲の化け身しんに「早くオバケに捕つかまりなさい！」と念を送りつつ、一方で歩さん達の会話を盗ぬすみ聞きします。

「──分かったよ、分かった。コノハちゃん、キミの要求は全すべて吞のもう」

「ホントですか？　それは良かったです！　ああ、安心したらお腹なか空すいてきました」

「あ、だったら奢おごるから、軽食も頼たのんだら？　ここは食事も美味おいしいよ」

「そうなんですか。えー、じゃあ、フレンチトーストでも食べようかなー」

「（あ、あれ？）」

　気がつけばお二人は「本題」を終えてしまったらしく、すっかり和なごやかな日常会話へと戻られていました。

　わたくしはそれに拍ひよう子し抜ぬけすると同時に……ホッと胸をなで下ろします。

「（これなら、雨野君がゲームを終えて店を出るまで持ちそうですね）」

　カップに残っていた僅わずかなコーヒーを、ぐいっと飲み干します。雨野君はと言えば、非常に険しい顔つきでゲームに臨のぞんでいました。どうやら終わりは近いようです。

　わたくしは窓からすっかり日の暮れた街並みを眺ながめつつ、歩さん達の会話を聞くとはなしに、聞き続けます。

「フレンチトーストはいいね。折角だからオレも一口貰もらおうかな」

「あ、それは是ぜ非ひ。あたしもあまり食べ過ぎると、夕飯が食べられなくなるんで」

　もはやその会話に、危あやういところなど一いつ切さいありません。色々な意味ですっかり安心したわたくしは、雨野君がまだゲームで粘ねばっているのを確かく認にんすると、この隙すきに軽くお手洗いをお借りすることに致いたしました。緊きん張ちようの連続で手にじっとり汗あせを搔かいてしまったため、文字通り、手を水で洗わせて頂きたかったのです。

　店員さんに断りを入れ、手早く手洗いだけすまし、ハンカチで手を拭ふきながら席へと戻っていきます。その間、実に一分にも満たなかったことでしょう。が……。

「お待たせ致しました、雨野く……」

　彼にそう声をかけ、椅い子すに座りかけた、その瞬しゆん間かんでした。

　──いつの間にか、ゲームが、終わっていることに、気付いたのは。

　そして。

　──彼の顔面が、蒼そう白はくであることに、気がついたのは。

「…………」

　凄すさまじい悪寒が全身を駆かけ巡めぐると同時に、完全に動きが止まるわたくしの耳に……コノハさん達の会話が、容よう赦しやなく、飛び込んでいらっしゃいます。

「でもホント、あの引っ込み思案なセンパイを騙だまして実じつ況きよう動画を撮さつ影えい、投とう稿こうするだなんて、鬼き畜ちくなことしたもんですね、中ちゆう堅けん実況動画主の『とらばさみ』さん」

「や、だからその件はさっきちゃんと……」

「分かってますって。ただそれを置いても、やっぱりアウトでしょ。例の件は。……この世界は、残念ながらエロゲじゃないんですから」

「いや、だからそれ、キミ、さっきから何回言うんだよ……」

「だって──」

　コノハちゃんが、妖しい間を作ると同時に、かつてない程ほどの「悪い予感」がわたくしを襲おそいますが……もう、為なす術すべはございません。

　そうして遂ついに彼女は、なんの悪気も躊躇ためらいもなく……実にサラリと、その、決定打たる一言を、発してしまわれます。




「──女子大生が、性別を偽いつわって、男子高校生を部屋に連れ込んでいたんですよ？」




『…………』

　雨野君の顔から血の気が完全に引き、わたくしが呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてしまう中。

　ゲームテーブルのモニターには、ただ静かに「ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ」の文字列だけが躍おどっていたのでした。




〈雨野景太の交際相手が霧夜歩のアパートに踏ふみ込むまで──あと一ヶ月半〉








【霧きり夜や歩あゆむとヒロインジャッジ】






「は？　景けい太たに全部バレた？」

　冷蔵庫から取り出したばかりの開かい栓せん前の缶かんコーヒーが、オレの手からすべり落ちる。

「…………」

　缶はキッチンマットの上で一度跳はねてからフローリングの上を転がっていく。そうして、居間で佇たたずんでいた女性──彩さい家け碧あおのつま先でようやく止まった。

「…………」

　碧は無言のままおもむろに缶を拾うと、その微び妙みように変形してしまった缶の外観を切なげに見つめ、大きなため息と共に謝罪を吐はき出してくる。

「はぁ……すいません、歩さん。わたくしという者がついていながら……」

「ああ、いや、それは別に……」

　オレは反射的に彼女を──親友たる女性をフォローしようと喋しやべり出すも、喉のどから上手うまく言葉が出てこなかった。

『…………』

　つけっぱなしのテレビからは、都市部のラーメン店をリポートするアナウンサーの場ば違ちがいに陽気な声が響ひびき渡わたっている。……正直、耳みみ障ざわりだ。

　オレはそそくさと居間へ戻もどると、テーブルの上のリモコンを手に取りテレビの電源を落とした。……間ま抜ぬけなＢＧＭこそ消えたものの、今度は重たい沈ちん黙もくが室内に横たわる。

「……えと、はい、これ」

　と、沈黙を紛まぎらわすように、碧が歪ゆがんだ缶コーヒーをオレに渡してきた。オレは「サンキュ」と応じつつそれを受け取ってはみたものの……どうも今は飲む気にはなれない。

　オレは缶の凹へこみを指でなぞりつつ、改めて碧に訊たずねかける。

「えっと……ごめん、もう一度最初から説明して貰いたいんだが。とりあえず、お前と景太は今日の夕方、スーパーでばったり出くわしたんだよな？」

　オレの質問に、碧はしっかりとこちらの目を見み据すえ「はい」と頷うなずいて返してくる。

「雨あま野の君とわたくしは本日スーパーで出会い、そして──例の如ごとく多少のギャグ会話を交かわしました」

「いや『多少のギャグ会話』って……」

　相変わらず、真ま面じ目めな顔して妙みように素すっ頓とん狂きような物言いをするお嬢じよう様さまだった。オレが呆あきれている間にも、彼女は淡たん々たんと続けて来る。




「特に、わたくし個人としては『豚ぶたバラ』のくだりが気に入っている次し第だいです」

「いやなにその報告。オレ知らないしそのボケ」

「あ、具体的にはですね──」

「いいよそこの描びよう写しやは！　あらすじ語る時は、ボケ会話は端折はしよってよし！」

「え、でもボケ会話を端折ってしまわれたら……わたくしと歩さんと雨野君の間に、何が残るというのですか！」

「そんな悲しいこと言うなよ！　とにかく、ドラマ的要点だけ纏まとめて報告してくれ！」

「なんだかんだで、雨野君に全部バレました」

「語り下手か！　オレはその『なんだかんだ』の部分が聞きたいんだけど！」

「…………。……はぁ、正直面めん倒どうです……」

「いや語り手失格すぎるだろこのお嬢様！　もっとやる気出してこうぜ！」

　オレのツッコミに、碧はやれやれと肩かたを竦すくめてきた。

「いえそうは言いますけどね、歩さん。では貴女あなたがもし、ここ数ヶ月の──雨野君との複雑なドタバタ劇の経けい緯いを詳しよう細さいに説明しろと言われたら、どう思われますか？」

「おっと、超ちようめんどくせぇ」

「でしょう？　小説でもドラマでもそうですけれど、『あらすじ構築』って案外技術と根気を要しますのよ」

「確かに……オレも今、キングダム○ーツシリーズの物語要点を動画に纏めろと言われたら、中々の覚かく悟ごを要するものなぁ……」

「それは分かりませんが、とにかく少し時間を下さいな。…………ふむ」

　碧はそう呟つぶやいてしばらく頭の中で回想を練る様子を見せたかと思うと、突とつ然ぜん「整いました」等とかなり懐なつかしい芸人めいた宣言をし、そうしてそこから、本当に素す晴ばらしく端たん的てきで分かりやすいあらすじを語ってくれた。

　そもそも彼女が景太と近所のスーパーでばったり出くわしたこと。

　彼の目的地が碧と同じアパートのオレの部屋だったため、そのまま同行したこと。

　しかしその途と中ちゆうで、オレと女子高校生──コノハちゃんが二人で出かけるところを目もく撃げきしてしまったこと。

　そしてそれは、景太からすれば「接点がないハズの知り合い同士の密会」であり、思わず碧と二人、オレ達を尾び行こうしてしまうに至ったこと。

　──と、そこまで聞いたところで、オレは「ちょっといいか」と口を挟はさませて貰う。

「その尾行に関して……まぁ、景太の動機は理解出来る。当然の行動と言っていい。けど……碧、お前はなんで一いつ緒しよに尾行してきたわけ？　関係なくね？」

　そこがイマイチ理解出来ず首を傾かしげるオレ。……と、碧はそっと目を逸そらしながら答えてきた。

「……あ、雨野君の動向を見張って歩さんをサポートするのも、わたくしの務めなので」

「サポート？　いや、でもお前が付き添そった結果──全部バレたんだよな、景太に」

「…………。……そういう言い方も、出来なくはないですかね。……なんですか？」

「い、いや……まぁ、いいんだけど……」

　なんだろう、激しく納なつ得とくいかないけれど、元々オレの身から出たサビだし、彼女を責めるのもお門かど違ちがいだろう。……仕方ない、話を続けよう。

「それで、お前達はオレ達の後を追って例の喫きつ茶さ店てんまでやってきて、そのままオレとコノハちゃんの会話を──つまりは、景太にとっての『ネタバレ』だらけたるあの会話を、全部聞いてしまったっつーことか？」

「はい、概おおむねその認識で問題ありません。ただ、わたくし達は歩さん達の会話を、流石さすがに『全部』は聞いていませんよ。テーブル間の距きよ離りもそこそこありましたし」

「なるほどな……」

　オレはそう頷くと碧の前を離はなれ、定位置たるデスクチェアに腰こし掛かけ、ようやく缶コーヒーのプルトップに指をかけた。缶が変形しているため中身が溢あふれてくるのを警けい戒かいし、いつもよりたっぷり時間をかけて慎しん重ちように開けていく。

　しかしいざ開けてみれば、結局はいつも通りの缶コーヒーだった。振ふった直後の炭酸飲料のように噴ふきこぼすこともない。

　オレは缶コーヒーを一口呷あおると、未いまだ申し訳なさそうに佇んでいる碧に向けて、軽くフォローを入れてみた。

「まあ、つまりは、オレとコノハちゃんの曖あい昧まいなやりとりを、遠くからちょっと盗ぬすみ聞きしたってだけの話だろ？　それならほら、まだどうとでも言い繕つくろえるんじゃね？」

「そ……そうですかね？」

　ようやく目に生気が戻って来る碧。そうして彼女は「で、ですよね！」と少し前のめりにその状じよう況きようを──景太が知ってしまったらしき情報を纏めてきた。




「具体的には──『歩さんが雨野君を騙して実況収録していたこと』及および『歩さんが実は女性であること』の二点はガッツリ聞いてしまいましたが、まだ全然大だい丈じよう夫ぶですよね！」




「いやごめんそれは完全アウトだわ！　芯しん食っているにも程があったわ！」

　思わずコーヒーを口から吐きかけるオレ。

　まるで「クリティカル攻こう撃げきを二発連続でくらうとかしない限り全然大丈夫」と余よ裕ゆうで構えていたら、普ふ通つうにクリティカル攻撃が二発連続で飛んできたみたいな状況だった。

　オレがびっくりする程ピンポイントな致命打に呻うめいていると、碧が再びしゅんと肩を落としながら謝罪してくる。

「ご、ごめんなさい、歩さん。やはり、わたくしの監かん督とく不行き届きです……」

「い、いや、別に碧を責めているわけじゃ、ないんだが……」

　実際別にこれは誰だれが悪いという話でもない。あえて言うなら、そこで警戒していなかったオレとコノハちゃん……いや、そもそも景太を騙していたオレが全面的に悪いわけで。

　ただ、この状況が、秘密のバレ方としては最悪に近いのもまた確かだ。オレの名めい誉よ云うん々ぬんはさておくとしても、景太の心の傷つき方たるや計り知れないものがあるだろう。

　オレのそんな悪い予想を裏打ちするように、碧が証言を続けてくる。

「それから雨野君は……真っ青な顔をしたまま、別れの言葉もそこそこに帰られてしまいました。……その背中に、とても引き止められない空気を漂ただよわせながら……」

「そう……か……」

　オレは飲みかけの缶コーヒーをデスクに置くと、思わず頭を抱かかえ込んだ。

　来るべき時が来た。そうとしか言いようがない。が……それは想像以上に最悪のタイミングでやってきた。というのも──

「ところで、歩さん。あのコノハさんという方は結局どういう……」

「ああ、それな。もう景太から多少は聞いているかもしれないが、あの子は星ほしノの守もりの妹さん……星ノ守心春このはちゃんという子でさ。最近姉と親しくしている怪あやしい大学生ことオレの存在を嗅かぎ付け、入念な下調べの後、うちにやってきたんだよ」

「なるほど。それで、彼女の目的は？」

「ああ、そこはシンプルだよ。姉や先せん輩ぱい──雨野景太に、あまり変なちょっかいを出してくれるなと、要求してきた。よく分からないが、今は『大事な時期』だからと」

「いや、雨野君の青春は割と常に『大事な時期』な気がしますが……」

「まぁそうなんだが、今は『特に』大事な時期らしくてな。……主に恋れん愛あい方面で」

「え？　あらあら、まあまあ！」

　碧がすっかり乙女おとめモードで目をキラキラと輝かがやかせる。……相変わらずオレなんかとは違って、知り合いの恋愛物語にときめく女子的感性をお持ちのお嬢様だ。

　オレは軽く嘆たん息そくしつつ、先を続けた。

「そんなわけで、彼女としては怪しい動きを見せる女子大生実じつ況きよう者しやさまに『控ひかえて』ほしかったわけだな。姉や、自分も好意を寄せる景太の、青春の邪じや魔まをしてくれるなと」

「あらあら、なんと健けな気げな」

「健気……という言葉は正直あまり似合わない人物だったけれどなぁ」

　碧には言っていないが、コノハちゃんはエロゲを嗜たしなむ系の女子だ。しかもかなりガチめの。……一応普ふ段だんはそのキャラを隠かくしているらしいのだけれど、最初から敵視していたオレ相手には猫ねこを被かぶらなかったらしく。結果オレは期せずして、碧へき陽よう学園生徒会長の秘密を知ることになってしまったわけだが……まあ正直メリットは何もない。

　さて、こうして互たがいの情報を共有し終えたところで、碧が改めて「困りましたね……」と頰ほおに手をやりつつ呟いてきた。

「状況的には歩さん……これ、完全に『詰つみ』じゃありませんか？」

「う、うん、そうなんだけど……あの、せめて『ゲームオーバー』と表現してくれる？　なんだろう、こっちの方がまだ『やり直せる』可能性を感じるというか……」

「知りませんわよ。わたくし、ゲーマーじゃありませんもの」

　碧は厳しくそう切り捨てた後、「実際」と現実を突つきつけてくる。

「『やり直せる』可能性は極きわめてゼロに近いかと」

「で、ですよね……」

　オレだってそんなことは分かっている。分かっているのだけれど……。…………。

「……歩さんは、相変わらず雨野君が絡からむと、少しだけ普段と違いますわよね」

「ははっ……そうだな。オレ、なんか、女め々めしいよな……」

「いえ、それは女々しいというよりは、普通に──いえ、なんでもありませんわ」

　なぜか碧はそこでふいっと視線を逸らし、オレに答えを与あたえてはくれなかった。

　少しの沈ちん黙もくの後、オレは改めて相談を再開させる。

「まあ本当にこの関係や状況が終わるにしても、だ。一度ちゃんと……オレの口から、直接、説明と謝罪はしておきたいよな」

「ですよね。あ、でも、それも結局はコノハさんとの約束に抵てい触しよくするのでは？」

「ああ、いや、彼女とはなにも、星ノ守や景太と『今後絶対に会わない』なんて約束をしたわけじゃないんだ。ただ、今の二人を惑まどわしたり傷つけるようなことをしないでくれと、真しん摯しに請こわれただけで」

「……優やさしいお方ですね、その、コノハさんという方は」

「ああ、本当に。……まぁとにかくそんなわけだから、景太に対して『謝罪』や『ケジメをつける』ことに関しては、問題ないと思う」

「ならよかったです。あ、でも、星ノ守千ち秋あきさんの方は……」

「ああ、彼女は景太と違って、現状まだ何も知らないからな。あっちが大事な時期だというなら、このタイミングで無理に色々明かしたりすることもないかなとは思うよ」

「ですね。まぁ彼女に対しては歩さんもそう大きな噓うそをついて何かを騙だましているわけでもありませんし、それで問題ないと思いますよ。また後で謝る場を設ければ。しかしそうなると、やはり直近の問題は雨野君ですね……」

「だな。オレとしては出来るだけ早く謝罪と贖しよく罪ざいを果たしたいところだが……」

「ええ。正直わたくしも半ば共犯者ですから、是ぜ非ひ彼には謝らせて頂きたいところです。が……とはいえ、まずはやはり先に、歩さんが一人で話すべきでしょうね」

「そうだな。……うん、その通りだ。となれば──」

　言ってオレは早さつ速そくスマホを手に取ると、善は急げとばかりに勢いで景太へメッセージを送ろうとするも──そこで、自分の指先が微かすかに震ふるえていることに気がついた。

「…………」

　しかめっ面つらでスマホを睨にらみ付けながら、ぽちぽちと、普段からは考えられないほど緩ゆるやかな速度でメッセージを打っていくオレ。

　……景太に言いたいことは沢たく山さんあるはずなのに……なぜだろう。実況の時とはまるで違い、言葉が上手うまく紡つむげない。そんな自分が、ひどくもどかしい。

　まるでスマホ初心者みたいなぎこちない動きに陥おちいるオレ。

　碧はそんなオレに優しげな眼まな差ざしを向けると、クスッと笑って切り出して来た。

「それでは、歩さん。わたくしは部屋に戻もどりますね」

「え？　あ、そ、そうか？　えっと、でも、景太との連れん絡らく結果は……」

「それは、また後で聞かせて下さい。……ゆっくり落ち着いて考えたらいいですよ」

「そ、そうだよな。謝罪の文面だもんな。ちゃんと吟ぎん味みしないと……」

「いえ、それだけでは、なくて」

「？　それだけじゃ、なくて？」

　オレは首を傾げるも、碧はどこか意味深に微笑ほほえんだ後「それでは」と部屋から出て行ってしまった。

　一人残されたオレは、改めてスマホの画面を見つめる。そして……。

「……景太への連絡……か……」

　考えてみれば、オレは未だに本当の自分で──女子大生実況者の霧夜歩として、景太と向き合ったことがなかったわけで。

「…………」




　結局オレはその後……景太にたった数行の連絡文を打つのに、たっぷり三時間は要してしまったのだった。




　　　　＊




　結論から言えば、景太との直接面会は中々かなわなかった。

　いや、別に景太が取り付く島もないほど怒おこっていただとか、メッセージアプリでブロックされてしまったからだとかいうわけではない。

　単純に、彼の側の都合がつかなかったのだ。

　それも時間的都合ではなく──精神的都合が。

　というのも、コノハちゃんが語った通り、彼は今まさに、人生の重大な岐き路ろに立たされているらしく。つまりは心の余裕など一いつ切さいない状態。そんな中で今オレに会えば、自分はきっと失礼な振ふる舞まいをしてしまう……というのが、景太自らの見解だった。

　実に景太らしい、自己評価の低さと──呆あきれる程の優しさだ。

「（オレとしては、むしろ剝むき出しの感情をぶつけて貰もらって構わなかったんだがな……）」

　正直そうは思ったものの、そこはやはり景太側の意見を尊重し、直接面会の日程は完全にあちら側の準備が整うタイミングに委ゆだねて待つことにした。

　正直、オレ的にはヤキモキして落ち着かない時間だ。だが、こればっかりは仕方ない。全すべてはオレが悪いのだから。

　今はただ、裁判の開かい廷ていを粛しゆく々しゆくと待つ被ひ告こく人にんの心持ちで、日々を過ごすのみ。

　そうして。

　あの日から……実に、約二週間が経過した、ホワイトデー目前の本日。




「どうも、実況者の『とらばさみ』です」

　今日も今日とて自室で趣しゆ味みのゲーム実況に勤いそしむオレは、いつものように淡たん々たんとした口調で、いつものように味気のない自己紹しよう介かいを告げていた。そして──

　──いつもとはガラリと違う、動画内容の説明を語り出す。

「えー。今回はいつもと趣しゆ向こうを変えて、ゲスト実況者の方と単発の実況をお送りさせて頂きたいと思います」

　生放送ではないものの、既すでにコメントがざわついている様子が容易に想像出来た。

　勿もち論ろん、過去に〈ジライヤ〉こと雨野景太や〈シアナ〉こと星ノ守千秋が実況に初登場した時もコメントは当然ざわついたが……正直今回は、それ以上に「荒あれる」予感をひしひしとおぼえている。

　オレはごくりと一度唾つばを飲み込んでから、先を続けた。

「えー、さて、それではさっそくご登場願います。今回のゲストの……」

　言いながら、オレは隣となりに座る人物を見やる。と、そこに居たのは──




「はい。どーもどーも！　ゲスト実況者の『あぐりん』でーす！　よろしくぅ！」




　──ゲーム実況とはあまりに無む縁えんそうな、ギャル風元げん気き潑はつ剌らつ女子高校生だった。

　…………。

　どうしてこうなった。

　実際この女子高校生ギャル──アグリちゃんとオレは、友人どころか「知り合い」とさえ呼べるか怪あやしい関係なのだ。大分前に一度、数分だけ喋しやべったぐらいの仲。

　というかぶっちゃけ、彼女は雨野景太の、高校の友人だ。つまり、友達の、友達。

　世の中には「友達の友達もまた友達」なんて言葉があるが、オレはそれ、普ふ通つうに違うと思う。「姉の姉もまた姉」なら分かるが、友達の友達は──マジで普通に他人だ。勿論グループで一いつ緒しよに遊んだことでもあれば話は別だが、オレとこの子の場合、要約すれば、

「あなたは、雨野景太という人を、知っていますか？」

「いえ、知りません」

　という、英語の教科書みたいなやりとりを交わしただけの間あいだ柄がらなのだ。

　間ま違ちがっても「友達」ではない。

　しかしそれが今、このタイミングでなぜ、オレの部屋で実況を収録するに至ったのか。

　それをオレはこれから皆みなさんに、出来るだけ簡潔に説明したいと思うのだが……ここで一つ、警告を入れておきたい。

　これから語られるエピソードには、実にショッキングかつ不可解な出来事が含ふくまれます。

　心臓の弱い方は、ご注意下さい。少なくともオレは……背筋が凍こおりました。

　……よろしいでしょうか？

　ではまず皆さんには、オレの身に今日起こったことを、箇か条じよう書がき形式でご覧頂こう。





・　今日の夕方、オレは街を歩いていました……

・　その最中、この子……アグリちゃんと、ばったり出くわしたのです……

・　とはいえ互たがいに数ヶ月前一度会っただけの間柄。相手のことは中々思い出せず……

・　二人で互いの顔を見つめながら、不気味な沈黙を続けること数秒……

・　突とつ然ぜん彼女のことを思い出したオレは、思わず「あ、景太の」と口走ってしまい……

・　しかし直後、突とつ如じよ「ゾゾゾッ」とオレの背中を駆かけ上る悪お寒かん！

・　なんだろうなー、やだなー、怖こわいなー、恐おそろしいなー……

・　そう身を震わすオレの頭に、ふと、前回彼女に会った際の一場面が蘇よみがえります……






「さ、さぁ？　アマノケータ？　そういう名前の子は知らないなぁ……うん」





・　もう、顔面は蒼そう白はくですよ。なのにぶわぁっと顔から噴ふき出す、汗あせ、汗、汗……

・　すぐに取り繕つくろおうと思ったものの、時既に遅おそし……

・　目の前には「あれれぇ？」と小こ悪あく魔まめいた微び笑しようを浮うかべる女子高校生の姿が……

・　そのままオレは、もの凄すごい力でファミレスに連れて行かれましてね……

・　それから一時間かけて、雨野景太との関係を洗いざらい吐はかされたんです……

・　で、結局一緒に実じつ況きようしてみることに　←　今ここ






　…………。

　お分かり頂けただろうか？　もう一度、今の箇条書きをスローでご覧頂きたい。

　……最後の一文──明らかに文脈が、それまでの流れと繫つながっていないのである……。

　これは、霧夜歩に恨うらみを抱いだくぼっち男子の呪のろいだとでも、言うのだろうか……。

　──というホラーテイストごった煮にジョークはさておき。

　実際この状じよう況きようが不可解そのものなのは事実なのだけれど、それでも、彼女……アグリちゃんの目的それ自体は、実にシンプルで分かりやすかった。それというのも……。

「ほぉほぉ、これが、あまの──じゃなくて、えーとジライヤ？　もやってた、ゲーム実況ってやつですかぁ。ふーむふむ。なるほどねぇ……」

　オレの部屋をキョロキョロと、まるで品定めでもするように眺ながめ回す彼女。

　オレはマイクに音が入らないよう、ひっそりと嘆たん息そくした。

「（ったく、どんだけ周りに愛されてんだよ、雨野景太って男は……）」

　要は、この子の目的も結局はコノハちゃんと一緒なのだ。

「（オレと景太の関係を知ったからには……やはり、見定めたいんだろうな。オレという人間のことを。……景太のために）」

　もっともアグリちゃんに関しては、表向きにはゲーム実況というエンタメに興味がある、というスタンスでうちを訪れているのだけれど。とはいえ少し話しただけでもゲーム知識の乏とぼしさやゲーム愛のなさは伝わってくるため、その目的が雨野景太に寄っているのは間違いないだろう。

　と、オレのそんな推理を裏打ちするように、現在オレの隣では、相変わらずアグリちゃんがやたら忙せわしなく室内に視線を巡めぐらせていた。きっと、年上の女子大生が景太を食い物にした証しよう拠この一つもないか、入念にチェックしているのだろう。

　……考えようによっては、中々に修しゆ羅ら場ばチックな状況だ。まるで、浮うわ気き現場に本妻が入り込んできたかのような。けれど……。

「（ま、アグリちゃんと景太はそういう関係じゃないらしいけどな）」

　実際このアグリちゃんという子は、コノハちゃんと違って、景太に異性としての好意は本当に抱いてないらしい。というか好きな男子は他にいるとのことだ。一応オレが見る限りは照れ隠かくしという風でもなかったから、きっとそれは事実なのだろう。

「（……あくまで友達であって、異性としては意識していない……ね）」

　その言葉に、なぜか一いつ瞬しゆん引っかかりをおぼえるオレ。が、オレがその理由を自分の中で追及し始める前に、アグリちゃんが「ねぇねぇ」と切り出して来た。

「それで、実況ってなにするの？　きり──じゃなくて、えっと『ねこばさみ』さん」

「『とらばさみ』な。なんで若じやつ干かん罠わなとしての威い力りよく落としたんだよ」

「ごめんごめん。それで、あぐ……りんは、何を実況したらいいかな？　正直野球は分からないけれど、サッカーなら──松○安太郎さんレベルでいけるよ！」

「いや松木○太郎さんに謝れ！　なんでサッカー実況解説に妙みような自信を持ってんだ！」

「え、だってあぐりん……ワールドカップ日本戦は眠ねむくなければ見るレベルだからね」

「浅さがパないなあぐりん！　いや、というか、そもそもゲーム実況って、そういうガチのスポーツ実況とはテイスト違うから！　テレビゲームをプレイしながらリアクションしていくのがメインだから！」

「え、テレビゲームを実況……？……それって、もしかして、あぐりん達がゲームする様子を、自分で、解説したりするの？　うまいプレイを自画自賛したり？」

「そうそう」

「…………。………………うわぁ……」

「うん、ゲーム実況動画でゲーム実況という行こう為いに引くのやめてくれるかな！　実況者として斬ざん新しんすぎるスタンスだわ！　そもそもやりたいって言い出したのキミだよねぇ！」

「そうですけどぉ」

「じゃあちゃんと責任と誠意を持って臨もうか！」

「……はーい。……あぁ、きっとえっちなビデオに無理矢理出演させられる女性も、こういう微び妙みように正論じみた逆ギレ的恫どう喝かつを受けるんだろうね……いやな世の中だね……」

「ホントにね！　まさか自分のゲーム実況動画内で、こんなにも謂いわれのない中傷受ける事態に陥おちいるとは思わなかったよ！　やる気ないなら帰ってくれるかな、あぐりん！」

「うぅ、ごめんなさい。ちょっとふざけただけですって。今からはちゃんとやりますから……ええと……『ねずみばさみ』さん」

「だから『とらばさみ』だって！　なぜどんどんサイズを小型化するんだキミは！」

　かつてない疲ひ弊へい感がオレを襲おそう！　なんだこの……景太とも星ノ守とも違うやりづらさは！　ゲーム実況における「ゲーム愛が一いつ切さいない相方」って、こんなにも厄やつ介かいな存在だったのか！

　オレは大きく息を吐いて、動画収録を一いつ旦たん仕切り直す。……よし！

「さて、それで今回遊ぶゲームはこちら！　《スーパークック》です！」

「あ、ねぇ、マ○カーやろうよ、○リカー。あぐりん、これなら出来るからさ」

「いやいやいや！　え、今回のお題のゲーム紹しよう介かい直後に、相方が他のゲームを熱望する実況動画なんてありえるの!?」

「？　じゃあいいよ、その、なんたらクックで」

「いやそんな気ぃ悪い導入ってある!?　ゲーム実況はただでさえまだまだグレーゾーンなんだから、せめて取り上げるゲームソフトへの敬意は払はらってくれるかなぁ！」

「そう言われても、あぐりん、それ知らないしぃ……。ぶっちゃけテレビゲーム自体がそもそも、そこまで好きでもないしぃ……」

「うん、そこはぶっちゃけなくていいよ！　なんなの!?　この実況動画はいったい、いくつゲーム実況の常識をぶち壊こわせば気が済むの!?」

「もう、なんでもいいから早くゲームしようよ《むしばさみ》さん」

「いよいよ小型化の勢いが止まらないねオレの実況ネーム！」

　やばい、収録開始からマジでまだ何も話が進んでない。オレはこほんと咳せき払ばらいをすると、もはや問答無用でゲームのチュートリアルを開始させつつ、口頭でも彼女にゲーム概がい要ようを説明し始めた。

「このゲームは、単純なパーティー系お料理ゲームだ。プレイヤー達は飲食店の厨ちゆう房ぼうスタッフとなって、料理をしたり皿洗いをして、制限時間内に客の注文を出来るだけこなしていきます。で、最終的に規定のポイントを稼かせげていれば、クリア」

　オレが端たん的てきな説明を終えると、直後にアグリちゃんは「はい質問」と手をあげてきた。

　どうせ操作方法に関することだろうとオレは「ああ、操作は……」と先回り気味に切り出すも、しかしアグリちゃんは「そうじゃなくて」と否定した上で続けてきた。

「これ、時給おいくら出ます？」

「出ないよ！　っていうか、むしろなんで出ると思ったの!?」

「え、だってその作業って……割と普通に労働だよね？」

「いやゲームだよ！　普通にテレビゲームだよ！」

「ええ？　あ、もしかしてこの部屋って……注文とったり調理したり洗い物したりする作業を『ゲーム』と称しようすることで、賃金を発生させない感じのアレですか？」

「うちをブラック企き業ぎよう扱あつかいするのやめてくれる!?　マジでこれはゲームだから！　娯ご楽らくだから！　賃金とか、最初から絶対に発生しない類たぐいのものだから！」

「……ふっ、知れば知るほど闇やみが見えて来ますね、ゲーム実況って……」

「キミにだけだけどねぇ！　とにかく、説明続けていいかい？」

「どうぞ『ダニばさみ』さん」

「いよいよ世界最小サイズに迫せまり始めた感あるなオレの名前！」

　もうホントなんなのこのゲーム実況。いちいち止まる。こうなったら、マジで強ごう引いんにさっさと進めよう。

　オレは決意すると、手早く操作説明を終え、アグリちゃんの不可思議ツッコミが入る前にすぐに第一ステージを選せん択たく。

「今回は、二人協力して目標達成を目指すよ。最初は、ハンバーガー作りだ。準備はいいかい、あぐりん」

「はーい、どうぞー」

　軽ーい様子で応じて来るアグリちゃん。うん……上手いプレイは期待出来そうにない。

「（……ま、ゲームに慣れ親しまないギャルが第一ステージで面おも白しろいぽんこつぶりを見せる動画も、それはそれでアリだろう……）」

　オレはそんな算段をつけながらもカウントダウンを見守り……そして、遂ついにゲームが開始された。

　オレのキャラとアグリちゃんのキャラが、同時に厨房内を動き始める。

　ハンバーガー作りに必要な工程は、大きく分けて四つ。

　皿の準備、素材の下処理、料理の完成、そして提供だ。

　そしてゲーム的には二番目の「素材の下処理」がメインとなってくる。レタスやトマトを切ったり、パテを焼いたりという作業だ。

　初心者はまずここで少し躓つまずく。トマトをスライスしないままでパンに挟はさもうとしたり、パテを焼くのを忘れたり。そしてそんなミスに一いつ喜き一いち憂ゆうしながら賑にぎやかな調理風景を演じていくのが、初心者実況の醍だい醐ご味みとも言え──

「あ、もう一つ完成したんで、その皿、運んどいてくださいね」

「へ？　あ、え、うん……」

　──気がつけば、オレがボンヤリしている間にも一皿分の調理が終わっていた。……彼女に言われるがまま、提供してみる。と、普ふ通つうにポイントが加算された。つまりは……間ま違ちがった素材を挟んだりもしていない、完かん璧ぺきな調理。…………。…………!?

「え!?　いやいやいやいや！　え、なんで急に完璧に仕事こなしてんの、あぐりん!?」

「え!?　いやいやいやいや、あぐりんは今なにを注意されてるの!?」

　二人、互たがいに目を見開いて見つめ合う。

　オレは操作の手を止めてツッコミを続けた。

「キャラ的にそこはド下手じゃなきゃ噓うそだろう！　なんで上手うまいんだよ！」

　対照的に、相変わらず手を止めないまま、鮮あざやかに作業をこなしつつアグリちゃんが応じて来る。

「いやホントこれ何を怒おこられてんの!?　普通に厨房でテキパキと働いているだけじゃない、あぐりん！」

「なんで普通に厨房でテキパキと働けちゃうんだよ！　流れがおかしいだろう！」

「流れがおかしいのはむしろこの会話じゃない!?　あ、次のバーガー出来ましたよ」

「出来たの!?　いやなんで出来ちゃうんだよ！　オレがキミにパートナーとして望んだ関係性は、そういうんじゃないんだよ！　空気読めないなぁ、もう！」

「なにその最低のクズ男みたいな台詞せりふ。印象悪いよ《エアばさみ》さん」

「遂には何も挟まなくなったな！　いやそんなことより、マジで、なんで普通にこのゲーム出来るんだよ、あぐりん……」

「なぜと言われても。……えっと、操作が複雑じゃないから？」

「そりゃそうなんだけどさ……。……とはいえ、流れがさぁ……」

　言いながら、そういえば景太と初めて実じつ況きよう収録をした際もこんな想定外があったなと思い出す。負けるはずのところで負けてくれなくて、キャラがブレブレで。

　思わず思い出し笑いをしてしまっていると、ふとアグリちゃんが、なぜかわざわざゲームの手を止めてこちらを見つめてきた。

「……今、もしかして、あま──ジライヤのこと、思い出したり、してた？」

「？　ああ、そうだけど。えっと……それが、何か？」

「……ううん。ただ、あぐりん的に……ちょっと安心しただけ」

「安心？」

「はい。……と、あ、ゲーム終わっちゃった」

　彼女の呟つぶやきを受け画面を見やると、タイムリミットとなっていた。結果は……失敗。いや確かにアグリちゃんは上手かったんだけど、二人プレイなのにオレがまるで動いていなかったのだから、当然だ。

　オレは彼女に謝罪をすると、もう一度挑ちよう戦せんしようと提案してみる。が……。

「……うーん。どうしよっかな」

　アグリちゃんは、なぜか急にやる気を失ってしまっていた。意味が分からずオレが首を傾かしげていると、アグリちゃんは今までにない優やさしげな微び笑しようをオレに向けてくる。

「だって、ちゃんと、あいつのこと、わかってる人だから──《とらばさみ》さん」

「……はぁ」

　なんだかよく分からないが、とりあえず変な疑いは解けたらしい。それは喜ばしいことだけれど……。

　オレが釈しやく然ぜんとしない顔をしていると、アグリちゃんは更さらに笑いながら続けてきた。

「まぁ、それだけに、更に根の深い問題に発展しそうな感も凄すごいんだけれど」

「え、なにその不ふ穏おんな発言。ちゃんと具体的に説明してくれる？」

「え、具体的に？　えっと……じゃあ」

　アグリちゃんはそこでこほんと咳払いすると、神しん妙みような面おも持もちで宣言してきた。




「近々、そなたに……必ずや『壮そう絶ぜつな修しゆ羅ら場ば』が、訪おとずれるであろう……」




「やっぱり聞きたくなかった！　なんだそれ！　どういうことを言ってるの!?」

「どういうことって……ううーん、あ、ほら、だから、イメージ的には、コレかな」

「？　コレ？　コレって？」

　オレが疑問に思っていると、アグリちゃんはなにやら今一度コントローラーを手に取り、先程と同じステージを開始させる。そうして彼女はキャラクターを動かしてトマトを手に取ると、それをまな板まで持って行き、それをナイフでサクサクと綺き麗れいにスライスしたところで……オレをバッと振ふり返って来た。

「……たぶん、こんな感じになると思う」

「うん、まるで意味は分からないけれど、ヤバさは伝わってきた！」

　ホラー感が凄すさまじかった。なんだこれ。このファミリー向けパーティーゲームの画面から、こんなに不穏な気配漂ただよってきたの、初めてだよ。スライストマト、怖ぇ。

　しかしそんなオレの怯おびえなどまったく意に介かいした様子もなく、アグリちゃんは座ざ椅い子すから立ち上がる。

「じゃ、亜あ玖ぐ璃りはこれから祐たすくとのホワイトデーに思いを馳はせる作業があるんで！」

「うん、よく分からないけれど、キミが今日凄まじく暇ひまなことだけは伝わってきた！」

「失敬な。少なくともあまのっちの浮うわ気き相手をからかうよりは全然大事な作業ですぅ！」

「今キミなんて言った!?」

「とにかく、亜玖璃、正直マジでゲーム実況とか興味ないんで……」

「清すが々すがしい程ほどに最低だなこのギャル！　いいよもう！　帰れ帰れ！」

「はーい。じゃ、なんか飲み物出なかったけど、お邪じや魔ましましたー」

「一言多いにも程があるなキミは！」

「あはは」

　ぺろっと舌を出して笑うアグリちゃん。……表面上こそ喧けん嘩かしているものの、オレはそこでようやく、本当の彼女と知り合えたように感じていた。

　仕方なくオレも立ち上がり、玄げん関かんまで彼女を見送る。一応、駅の方まで付き合おうかと提案してみたものの、

「いや、誰だれかと二人で歩くと、高確率で勘かん違ちがい案件発生するんで、亜玖璃達」

　と、妙みように悟さとった表情で謎なぞの断り方をされてしまった。

　彼女は靴くつを履はき終えて一度こちらを振り返ると、「じゃ」とにこやかに別れを告げてくる。

「今日は急にお邪魔してしまってお騒さわがせ致いたしました」

「ホントだよ」

　オレはそう呆あきれながらも「まぁ……」と頰ほおを搔かきながら付け足す。

「……とはいえ、一いつ緒しよにゲーム出来て今日は楽しかったよ。ありがとな、アグリちゃん」

「…………」

　そんなオレを、アグリちゃんはなぜか一いつ瞬しゆん呆ほうけた様子で見つめると。

　なぜか額に汗あせを滲にじませながらオレを見つめてきた。

「これは……思っていた以上に、ヤッバイかもなぁ、あまのっち達」

「？　あまのっちって、景太のことだろ？　ヤバイって、何がだ？」

「だから、霧夜さんの、そういうところが。亜玖璃は──凄い脅きよう威いだと思う」

「そういうところ？　脅威？　いや、マジで、これ何の話……」

　オレが訊たずね返すと、アグリちゃんは──

「だって霧夜さんって……」

　──まるで酷ひどく眩まぶしいものでも見るかのように目を細めて、告げて来た。




「天てん道どうさんみたいに高潔で、ほしのんみたいに優しくて、祐みたいに──笑うから」




「…………」

「そんなのもう……反則じゃん。ゲームで言うなら『裏ボス』って言うのかな？　たぶん、今、あまのっちが自分で思っている以上に、霧夜さんは……」

「……オレは？」

「…………」

　その問いかけにだけは、アグリちゃんは答えてくれなかった。

　彼女はそのままオレにぺこりと一礼だけすると、背を向け、ドアを開けて去っていく。

「…………」

　オレはサンダルに足を突つっ込こんでドアの鍵かぎを閉めると、なぜかそのまま、玄関に立ちすくんでしまった。

　……アグリちゃんの言っていたことは、殆ほとんど意味が分からなかった。

　けれど、それでもオレは、今日。

　景太としばらく距きよ離りを開け、その上で、彼の友人たるアグリちゃんと遊んだことで。

　ようやく……一つだけ自覚、出来たことがある。

　それは……。

「…………」

　オレは、鍵のかかったドアにガンッと拳こぶしを打ち付けると。

　腹の奥から絞しぼり出すように、その──恐おそらくはいつか誰かを傷つけてしまうのであろう願いを、吐はき出したのだった。




「オレはやっぱり……景太と……またここで、一緒にゲームが、したいな……」




〈雨野景太の交際相手が霧夜歩のアパートに踏ふみ込むまで──あと一ヶ月〉

















【霧きり夜や歩あゆむと最後の審しん判ぱん（前編）】






『ヘルブラッド』トロコン＆縛しばり実じつ況きようプレイ、最終回。

　始めていきたいと思います。

　どうも、実況者の《とらばさみ》です。

　えー、約半年に亘わたってお送りしてきましたこの動画シリーズも、いよいよ今回が最終回となります。

　最後は今作における最大の鬼き門もんであるトロフィー。

《真なる平へい穏おん》

　の獲かく得とくを目指していきたいと思います。よろしくお願い致いたします。

　さて、この《真なる平穏》の獲得条件ですが。

　隠かくしボスである《背信者ミスト》を『解放する』こととなっております。

　この『解放する』という言い回しが曲くせ者ものでして、まぁ普ふ通つうに倒たおしては駄だ目めなんですね。

　じゃあどうするのかという話なんですが──その辺は、実際のプレイを交えながら解説していきたいと思います。

　それでは、スタートです。




　　　　＊




　流れるように前置きを喋しやべり終え、オレは一いつ旦たんマイクのスイッチを切って音声収録を止めた。今回の動画で倒すべきボスは広大なダンジョンの最さい奥おうに存在するのだが、その道中の攻こう略りやく自体は既すでに他の動画パート内で終えているため、今回は収録する意味もない。

「……缶かんコーヒー飲むか」

　オレはゲームにポーズをかけると、大学生の一人暮らしにしては割合綺き麗れいに片付いたワンルームを横断し、玄げん関かん側の小さなキッチン横にある冷蔵庫を目指す。素す足あしでぺたぺたと踏ふみしめたフローリングは以前より仄ほのかに温かく、厳しい冬の終わりを感じさせられた。そろそろ厚手のコートはお役やく御ご免めんかもしれない。

　冷蔵庫を開け、いつものように上段の缶コーヒーストック専用棚だなへと手を伸のばす。

　と、そこで指先が空を切り、オレは思わず舌打ちした。

「忘れてた」

　いつもは月二回程度のペースでネットで安く大量に箱買いしている微び糖とうの缶コーヒーだが、今回はすっかり注文を忘れてしまっていた。というのも、ここ最近は「お客さん」がめっきり来なくなってしまったため、缶コーヒーの消費速度が変わってしまい……。

　…………。

「……ったく」

　寂せき寥りよう感を誤ご魔ま化かすように、冷蔵庫の天てん井じよう部を爪つめでカツカツと叩たたく。

　別にコーヒー好きというわけでも、カフェイン中毒というわけでもない。ただ、

「あると思っていたものが、ない」「日常の『平均点』が、とれない」

　という状じよう況きようは、それがなんにせよ、最近のオレには酷ひどく堪こたえるものであり。

「……しゃーない」

　オレは一つ嘆たん息そくすると、実況収録を一時中断し、コンビニに行くことにした。

　部屋着のスウェットからスキニータイプのデニムと長なが袖そでのＴシャツに着き替がえ、靴くつ下したを履はき、玄げん関かん脇わきの姿見で身だしなみを整える。鏡に映るのは、すらりと細身で高身長、真っ白な肌はだに、どこか神経質さを感じさせる鋭するどい面おも立だちのインドア系オタク──つまりオレだ。

「…………」

　まるで自由を謳おう歌かする大学生とは思えない、あまりに冴さえない表情の人間。ただでさえ不健康そうなビジュアルのクセに、最近じゃその陰いん鬱うつさに拍はく車しやがかかっていた。

「（……まるで失しつ恋れん直後の少女だな）」

　そんな皮肉を心の中で呟つぶやき、自じ嘲ちよう気味に微笑ほほえもうとしてみるも、鏡の中の自分はちっとも笑ってくれなかった。……苦く笑しようさえ出来ないとか、これじゃ本当の意味で「笑えない」状況じゃないか。勘かん弁べんしてほしい。

　オレは軽めのダウンジャケットを羽織ると、いつものブーツではなく楽なスニーカーに足を突つっ込こんで部屋を出た。階段を降り、アパートの玄関を出る。と、そこで、今丁度帰宅したらしき友人と出くわした。

　彼女はオレの顔を見つけると、相変わらず華はなやかな……しかし最近はどこか陰かげを感じさせる笑みと共に、挨あい拶さつをしてくる。

「歩さん、おはようございます」

「ああ、おはよう碧あお」

　首筋を揉もみながら、無愛想に応じるオレ。別に彼女──彩さい家け碧が嫌きらいなわけじゃない。むしろ今や彼女こそ、霧夜歩の一番の理解者だとさえ思っている。でもだからこそ……今のオレには、彼女の気き遣づかいに正面から向き合えるだけの勇気がなかった。

　碧もその辺は理解してくれているようで、あまり深く詮せん索さくすることもなく、手て際ぎわよく日ひ傘がさを畳たたみながら「これからお出かけですか？」などと会話を継けい続ぞくしてくれた。相変わらず、最高の親友である。

　彼女は栗くり色いろのショートボブをふわりとかき上げて切り出して来た。

「歩さんは、今日も実況収録ですか？」

「ああ、まぁね。半年前に始めたオレ一人の実況シリーズも、今日で終わりなんだ」

「そう、ですか。半年前に始めたものが……お疲つかれ様でした」

「ははっ、お疲れ様って。ただ趣しゆ味みでやってることだぜ、これ」

「だとしてもです。始めたことをきちんと終わらせるのは、とても偉い大だいなことです」

「……そうかな」

「はい、そうですとも」

　にこにこと笑う碧。オレはその笑顔に、なぜだか少しだけ泣きそうになる。

『…………』

　二人の間に奇き妙みような沈ちん黙もくが横たわる。……碧が今のオレに真に振ふりたい話題が、こんな表面的なことじゃないのは、分かりきっている。けれど碧はそれを抑おさえ、こうして約一ヶ月もの間、急せかさず、ただ辛しん抱ぼう強づよくオレの「復活」を待ってくれていた。

　そんな彼女に伝えたい言葉が、オレ側にだって沢たく山さんあるものの……それでも一度気持ちを吐はき出してしまうと何か余計なものまで見えてしまいそうで、やはり今は何も言ってあげることが出来なかった。

　オレは気まずさを振り払はらうように「じゃ」と手を上げると、碧に背を向けてコンビニへと歩き出す。

「はい……それではまた。……歩さん」

「…………」

　背後から聞こえて来た碧の寂さみしげな声にさえ、気の利きいた台詞せりふの一つも返してやれない近ちか頃ごろの自分が……今は、酷くみじめだった。




　　　　＊




　湿しめった残雪をざくざくと踏みしめてコンビニを目指す。

　この北の大地における四月上じよう旬じゆんは、暦こよみの印象とは違ちがいあまり「春」という感じではない。日ひ陰かげには雪が解け残り、朝晩にはまだまだ強めの暖だん房ぼうが必要だ。

　そんな気候のせいもあるのだろうか。こうして四月に入ってもオレの中では「新年度」という実感がなく、むしろ未いまだ去年度の延長戦を過ごしているかのような気分だった。

　車が雪をジャリジャリとかき分けて走る音に紛まぎれて、オレはそっとため息をつく。

「もう一ヶ月……か」

　景けい太たと連れん絡らくを殆ほとんど取らなくなったのが、約一ヶ月前。彼との定期的なゲーム会という意味で言えば、もう三ヶ月は行えていなかった。

　そうして考えてみれば、オレと景太の付き合いはそう長く深いものではない。だというのに、胸の中央にぽっかりと空いた穴は中々塞ふさがってはくれなかった。

　勿もち論ろん、碧と過ごすのも、シアナこと星ほしノの守もり千ち秋あきと遊ぶのも、アグリちゃんと実況したことも、それはそれでとても楽しい思い出だ。そこに明確な優ゆう劣れつなんか当然ながらない。

　だというのに、なぜなのだろう。

　気がつけばオレは、いつだって、景太と過ごした時間のことを、想おもっていた。

　つまらない講義中にも、辛つらいバイトの休きゆう憩けい時間にも、睡すい眠みん時間を削けずって動画編集に勤いそしんでいる最中にも。

　ふと思い出してしまうのは、いつだって、景太と遊んだあの時間達で。

　別に過か剰じように美化しているつもりはない。実際のとこ、概おおむねロクでもない思い出ばかりだ。オレは終始自分の噓うそのフォローに追われていた気がするし、景太のゲームプレイだって基本グダグダだった。美しい思い出と呼ぶには無理があるシーンばかりだ。

　けれど、思い返すとつい笑ってしまう。疲れた心に、元気が湧わいて来る。

　でも、だからこそ、その分……。

「…………はぁ」

　……それが完全に消えてしまった現在が、たまらなく虚むなしく思えてくる。

　これまで、自分がこんなにも「引きずる」人間だとは思ってもみなかった。オレはたとえば自分の動画に誹ひ謗ぼう中傷が寄せられても、その意見が酷く的を射ていない限りは「はいはい」と流せてしまう、そんなタイプだ。メンタルが強いとは言わないが、反省や経験をそのままスムーズに未来への活力へと転てん換かん出来る人間というか。

　だから、こうして「今いま更さらどうにもならないこと」でいつまでもウジウジしている自分が自分でも本当に意外で、だからこそ、どうしていいのかが全く分からなかった。

「いらっしゃいませー」

　オレはモヤモヤとしたままコンビニへと入ると、微糖の缶コーヒーを四本と、ついでにアーモンドチョコレート二箱を、そそくさと購こう入にゆうして外に出た。

　帰路をたらたらと歩きながら、ふっと自嘲気味に息を吐く。

「（こういう時につい、商品を偶ぐう数すう個買っちゃうっつーね……）」

　日常のこういう些さ細さいな……けれど不可逆な変化が、今は妙みように堪える。

　オレは交差点の赤信号で立ち止まると、丁度背後にあった近所の寂さびれたゲームショップの方を振り返った。そして──

「────」

　──その瞬しゆん間かん見たものに激しく動どう揺ようし、一瞬大きく目を見開いてしまう。が……。

「…………」

　その「背中」から発せられる無言のメッセージを受け取ると、すぐに平静さを取り戻もどし、改めて状況を観察し始めた。

　目の前のゲームショップ入り口では現在、音おと吹ぶき高校の生徒と思おぼしき男子高校生がこちらに背を向け、超ちよう古典的横スクロールアクションゲームの試遊に興じている。……実に物好きなヤツもいたもんだ。

　オレは彼の背中に温かな眼まな差ざしを送りながら、観察を続けた。

「（……イマドキこのゲームを、このクソ寒い日にわざわざ外の試遊台で遊ぶヤツがいるかね。しかも下手だし。っていうか、なんで横に歩いてくるだけの雑魚ざこに被ひ弾だん出来るんだよ。しかもそのまま、穴に落ちて死んでるし……って、あ、ゲームオーバーだ）」

　……ちょっと衝しよう撃げき的な光景だった。いや何が凄すごいって、こいつの発するオーラが、決して「あの日」の再現のためにわざとやってくれているヤツのそれではなかったことだ。というかきっと本人的な理想の演出は、あの日と対たい照しよう的に「鮮あざやかにクリア」することで、「一回り成長した」自分を見せることだったのだろう。そういう意気込みが、プレイには感じられた。

　なのに結果は……意気込みすぎたが故ゆえの、空回りからの、あの日と同じミス。

「（こ、この信じがたい珍ちん事じに際し、彼は一体どんなリアクションをとるのやら……）」

　横断歩道の信号はとっくに青になっていたが、そんなことはもはや関係なかった。

　彼は果たして、笑うのか、怒おこるのか、はたまた著いちじるしく落ち込むのか。

　オレが固かた唾ずを吞のんで見守る中……少年は。

　コトン、と台にコントローラーを置いた後、脇に置いてあった鞄かばんを肩かたにかけ、無む駄だにニヒルに微笑みながら、何かを誤魔化すように呟いた。




「なるほどね」




「ハッ、なにカッコつけてんだよ、ばーか」

　刹せつ那な、思わず涙なみだぐみそうになるのを必死で堪こらえて、出来るだけ平静を装よそおいながら彼に声をかけるオレ。

　そうして、彼はと言えば……とても照れくさそうにこちらを振り向きながら、それでも実に彼らしい温かな笑みと共に、返してきてくれたのだった。

「相変わらず容よう赦しやないなぁ……霧夜さんは」

　──そう、まさにこれこそが。

　オレ、こじらせ中ちゆう堅けんゲーム実じつ況きよう者しや、霧夜歩と。

　下手の横好き男子高校生──雨あま野の景太による、ラストイベントの始まりなのであった。




　　　　＊




「お、お邪じや魔まします」

　出で逢あった頃ころを思い起こすような少し緊きん張ちようした面おも持もちで部屋に上がる男子高校生──雨野景太。オレはダウンジャケットを脱ぬぎながら彼に声をかける。

「ああ、いつも通りテキトーに座っておいて」

「は、はい」

「？」

　もたもたと靴くつを脱ぐのに手間取る景太の様子を見て、首を傾かしげるオレ。と、それに気付いた景太が少し照れくさそうにはにかんできた。

「あ、いえ、霧夜さんが異性だと知った上で部屋に上がるのって、実は初めてだったりするもので……」

「ああ、そっか。…………えと」

　ぽりぽりと後頭部を搔かくオレ。……なんだこれ。オレ側はこれまでもずっと異性だと分かっていて部屋に招いていたはずなのに、こうして改めて相手にそれを意識されると、こっちまで妙にそわそわしてくると言うか……。

『…………』

　妙な沈黙が二人の間に流れる。オレはハンガーに上着を掛かけていた手を止め、彼から視線を逸そらしながら切り出した。

「あー、なんかクセでついうちに来ちゃったけど、もしケータがアレなら、喫きつ茶さ店てんとかに移動しても……」

「ああ、いえ！　それはお構いなく！」

「でも、なんか聞くところによるとカノジョとヨリを戻したとかなんとか……」

　オレがそう切り出すと、景太は少し気まずそうな表情で応じてきた。

「あー……はい、そうなんです。なので、本当なら、こうして女性の部屋に上がり込むっていうのは絶対ナシな気がするんですが……」

「だよな。お前その辺、結構真ま面じ目めだもんな」

「はい。ただ……それでもやはり、霧夜さんとのことに関しては、思い出の詰つまったここでこそ、ケジメをつけさせて頂きたいなって」

「ああ……まぁ、そうだよな……」

　彼の言いたいことは、オレにもよく分かった。ここで始まったことは、ここでカタをつけるのが、一番いい。少なくとも、喫茶店で軽くお話しして終わりでは、互たがいにスッキリしないだろう。

「……えと、そういうわけで、改めて、お邪魔しますね」

　景太はそう言って何か決意を固めた様子を見せると、靴を脱ぎ揃そろえてからこちらを振ふり返ってきた。その顔に、もう照れや迷いはないようだ。

　景太が入室しコートを脱ぐ間、オレはコンビニで買った四本の缶かんコーヒーのうち二本を手にとって部屋に戻ると、いつもの定位置たる炬こ燵たつ前に座した景太に「ほらっ」とそのうち一本を放ほうる。彼はそれを受け取ると、少し懐なつかしそうに目を細めてから笑った。

「いただきます」

「ああ」

　胸に灯ともった暖かさに不意になぜか泣きたくなったものの、オレはそれを誤ご魔ま化かすように缶コーヒーを開かい栓せんしつつ、自分もまた定位置たるパソコン前のデスクチェアへと腰こし掛かけた。

「…………」

　二人、それぞれにコーヒーを一口あおる。そうして、最初に切り出して来たのは景太だった。

「さっき言ったこと、やっぱり取り消します」

「？　なんの話だ？」

「霧夜さんが女性だと分かった上での入室が緊張するっていうアレです。こうして炬燵で缶コーヒーいただいていると、もうすっかり、いつもの平常心ですよ」

「あぁ、そりゃ良かった……と言いたいところだけれど、オレ的に喜んでいいのか？　それは。なんか盛せい大だいに女子力をディスられた気もするけど……」

「え、霧夜さん、女子力とか気にしているんですか？」

「……ごめん、言ってみたはいいものの、別に欲ほしくもなかったわ、女子力」

「ですよね。霧夜さんの性格とかこの部屋の様子って、どう見ても僕を騙だますための演技や演出ってレベルじゃないですもんね」

「いや、改めてそう言われるとなんか腹立つけどな。ほら、筋力特化で育てたキャラでも『鈍のろ間ま』って罵ののしられると、ちょっとムカムカするだろ？」

「なんですかそれ。……分かりますけど」

　そう応じながら、くすくすと笑う景太。それを受けて、オレもまた少し笑ってしまう。

　……それは、本当に、以前とまるで変わらない空気で。

　そうして景太の側にも余よ裕ゆうが出てきたのか、彼は懐かしそうに室内を見み渡わたし始めると、炬燵の上にあるものを見つけて「あ」と嬉うれしそうな声をあげた。

「これ『ヘルブラッド』じゃないですか。あー、懐かしいなぁ。半年前、僕がここで初めて遊ばせて貰もらったソフトだ」

　言いながらパッケージを手に取り、裏面を読み始める景太。彼はそのまま質問を続けてきた。

「でもこれ、今更どうされたんです？」

「えっと、久々にやりたくて──って、あぁ、別にもう誤魔化す必要もないのか」

「というと？」

「だから実況収録だよ、実況収録。一人でやる動画シリーズの方の。しばらく更こう新しん空けてしまってたんだけど、ふと思い立って最終回を録画しようとしてたんだ。ほら」

　そう言いながら、テレビの電源をつけるオレ。そこには、中断していたヘルブラッドの画面が映し出される。

「わー、ホント懐かしい！」

　ゲーム画面を見て、景太が目をキラキラと輝かがやかせる。オレはその様子に苦く笑しようしつつ、彼に提案してみた。

「あ、やりたかったらやってもいいぞ？　そこにコントローラーあるだろ？」

「え？　でも霧夜さんの実況用にセッティングしていたんじゃ？」

「いや、実際実況撮とりたいのは、そのダンジョン最さい奥おうのボス戦だけでな。そこまでの道程はどうせカット対象だから、景太がやりたければ遊んでくれて構わないよ」

「そ、そうなんですか？　ではお言葉に甘えて……」

　そう言って、コントローラーを手に取る景太。彼は早さつ速そく操作を確かく認にんするようにスティックやボタンを触さわり始める。画面内で剣けんを振ったり回かい避ひ行動を取ったりするプレイヤーキャラ。と、次の瞬しゆん間かん前転の勢いが余ってキャラクターが谷底へと落下してしまった。

　相変わらずの景太らしいプレイイングにオレが笑っていると、彼は恥はずかしげにほんのり頰ほおを染めながら訊たずねてきた。

「え、えっとこれは、流石さすがに録画とかしていないですよね？」

「ん？　ああ、勿もち論ろん。これからその件を謝罪しようって時に、そんなことするか」

「ですよね。…………」

「？　どした？」

「あ、いえ、なんかそれはそれで、微び妙みように勿もつ体たいなかったかも、なんて思いまして」

　景太は意外なことを言いながら、改めてゲームを再開させる。

　オレが呆ほうけていると、彼は今度こそ慎しん重ちようにキャラを操作しながら話を続けてきた。

「……実を言うと僕、霧夜さんに会わなかったここしばらくの間に──全部、見させて貰ったんです」

「全部見させて貰ったって……なにを？」

「勿論、霧夜さん──いえ《とらばさみ》さんの、実況動画です」

「っ！」

　その言葉に息を吞のむオレ。画面の中ではプレイヤーキャラが騎き士し風の敵と遭そう遇ぐうし、斬きり合いが始まっていた。

　キンッ、キンッ、と戦せん闘とうによる金属音が室内に響ひびく中、景太は視線を画面に集中させたまま続けて来る。

「僕、元々結構実況動画見る人間だったんですけど、どういうわけか《とらばさみ》さんの動画は一本も見たことがなくて」

「あー、まぁ、大した実況者でもないからな、オレ」

　謙けん遜そんというよりは厳然たる事実を淡たん々たんと述べるオレ。が、次の瞬間、景太はかなり強めに否定の言葉を吐はいてきた。

「いやそんなことないでしょう！　確かに昔の僕はたまたま見み逃のがしてしまっていましたけれど、改めて拝見させて頂いた《とらばさみ》さんの動画の、面おも白しろいのなんのって！」

「え？　いや、えっと……」

　急な賛辞にどう反応して良いのか分からず、ただただ戸と惑まどうオレ。が、景太はそんなのまるでお構いなしといった様子で続けてきた。

「特に一人実じつ況きようシリーズは素す晴ばらしいですね！　丁てい寧ねいな解説、アクシデントに頼たよらないストイックなプレイ、それでいてキッチリ保たれた動画のテンポ！」

「そ、そんな褒ほめられると照れ──」

「そしてなにより、イケメンリア充じゆう達が集まってワイワイパーティゲームを楽しむだけで軽く百万再生突とつ破ぱする環かん境きようの中、一人、超ちよう手て間ま暇ひまかけて作った実況動画シリーズのパート１が一万再生しかいかなくても、全然シリーズを続けられちゃうメンタルの強さね！」

「おっとなんだろう、それは褒められている感じが全然しない！」

「いやぁ、僕ぁ、そんな《とらばさみ》さんが大好きですよ！」

「やめろ！　オレを陰インキャのカリスマ扱あつかいすんな！　いたたまれない！」

　相変わらず人の心をざわつかせる物言いばかりしやがって！　そういやこんなヤツだったな、雨野景太って！　やっぱりしばらく会わないうちに、若じやつ干かん美化してたわ！

　景太はゲームを操作しながらも、更さらに評価を続けて来る。

「あ、でも途と中ちゆうから参加した《ジライヤ》の動画はあまり好きになれない僕です、はい」

「えええええええ!?　いや、お前それどういう立場から言ってんの!?」

「いや僕は《とらばさみ》さんのファンなので、要いらないんですよね、ああいう、露ろ骨こつな賑にぎやかし要因みたいなゲームの下手なヤツ。見ていてイライラしますよね」

「いやマジでどの立場から言ってんのそれ！　なぁ!?」

「決まってます。《とらばさみ》古参ファンのガチ勢ぜいとして、です」

「いや最近まとめて見ただけじゃねぇかよお前！　まあ実際当時の古参ファンは最初結構嫌いやがったけどさ、二人実況！」

「でしょう？　《ジライヤ》、マジいらない」

「だからお前が言うなよそれを！」

「まぁ、とはいえなんだかんだで《ジライヤ》や《シアナ》《あぐりん》との二人実況も全部見ましたけどね、僕」

「見たのかよ！」

「あ、個人的には《あぐりん》の回がめっちゃ笑いました」

「いや古参ファンのスタンスどこ行った！　楽しんでんのかよ！」

　本当によく分からないヤツだ。本当ならまず自分の実況が動画として上げられていることを怒おこっていいはずなのに……それを、こんな風に一視し聴ちよう者しやとして楽しんでくれて。しかもそれが、決して気き遣づかいから云うん々ぬんではなく、心からの本音であることが見てとれて。

　オレがどこか救われた気持ちでいると、景太はゲームをしながら優やさしく微笑ほほえんだ。

「だからやっぱり霧夜さんは、僕にとって、今でも心から尊敬出来る方です」

「……ありがとう」

　そこで、一いつ旦たん二人の会話が途と切ぎれた。

　画面の中では景太が相変わらず雑魚ざこと死し闘とうを繰くり広げている。今回彼が冒ぼう険けんしているダンジョンは、《ヘルブラッド》の中でも最高難度とされるダンジョンの一つだ。そりゃ昔軽く序じよ盤ばんを体験した程度の腕うで前まえでどうにかなるものではない。

　案の定彼はこのたった数分で既すでに十回は死んでいた。そしてその度たびにセーブ地点へと戻もどされているため、まだダンジョン攻こう略りやくは全く進んでいない。この分では、いつになったらボスにたどり着けるのか分かったものじゃなかった。

　が、それでもオレは、彼のプレイを見守るのが意外と苦じゃなかった。

　なぜなら彼は、亀かめの歩みではあるものの、それでも成長を見せるからだ。前回敗れた敵に、今回も情けなく敗れはするものの……前よりいくらかはダメージを与あたえる。

　決して才能に恵めぐまれた者のプレイではないが、それでも「真しん摯し」なプレイであることはこちらに伝わってくるため、不快感は全然ない。

　オレがそんな「彼らしい」プレイを懐かしむように見守っていると、景太はゲーム内で見張りの敵にバックスタブ奇襲攻撃を仕し掛かけながら切り出して来た。




「でもだからこそ、もうこのままではいられないと思います」




　画面の中で背中から刺さされた雑魚敵が見張り塔とうから奈な落らくへと落下していく。

　オレはそれをぼんやりと見守りながら「そうだな」とだけ返した。……自分でも意外なほど淡々とした声だった。

　景太は相変わらずゲームに視線をやったまま続けて来る。

「僕……別に聖人君子を気取るわけじゃないんですが、霧夜さんに隠かくし事をされていたことに関しては、全然『怒って』たりしないんです」

　その優しい言葉に、オレは一瞬安あん堵どしつつも、すぐに否定で返す。

「……そう言ってくれるのはありがたいけど、結構酷ひどいことしてるぜ、オレ。そこは、ちゃんと怒れよ、景太」

「そうですかね？　いや確かに実況録とって勝手に上げるのは、場合によっては中々に揉もめる問題になりそうですけど……」

　景太はゲーム内でトラップをくらい「いてっ」としかめっ面つらしながらも続けてきた。

「でも実際のとこ、僕はこれといった被ひ害がいも受けてないですしねぇ。特に僕の個人情報に繫つながるような発言に関しては、霧夜さん、動画編集で徹てつ底てい的に潰つぶしてくれていたし」

「いやそれは人として当然の措そ置ちだろう。感謝するようなとこじゃないぞ」

「そうかもしれませんけど、なんにせよ僕の実生活には何も影えい響きようないわけで。それどころか、今となっては《とらばさみ》さんのファンたる自分からすれば、順番は逆になりましたけど『関かかわらせてくれてありがとう』感まであるわけで」

「……いや、お人ひと好よしすぎるだろう、それは」

「ですかね。でもこの状況で『怒れ』と言われても何に怒っていいのか分からないのは事実ですから。そうですね……僕の実況は、この部屋で遊ばせて貰もらった『場所代』としてでも収めて貰ったら、それでいいと思います」

「……そう言って貰えたら、オレも救われるが……。…………とにかく、ケジメとして謝罪だけはさせてくれ。動画を勝手に上げて、本当にすまなかった」

　オレは椅い子すから立ち上がると、確しつかりと腰こしを折り曲げて彼に謝罪する。すると景太は慌あわてた様子でゲームをストップさせ、自分もまた立ち上がり、オレ以上に恐きよう縮しゆくした様子で頭を下げてきた。……これじゃ、オレの謝罪の意味がないんだが……。……ま、これも景太らしいっちゃ、景太らしいか。

　オレが苦笑していると、景太は少し照れた様子で咳せき払ばらいして着席し、再びゲームに取り組み出した。

　オレもまた椅子に戻ると、そのまましばし彼のゲームプレイを観戦することにする。

　彼が今臨のぞんでいる場面は、少し強めの雑魚敵──彼を今回何度も殺している元げん凶きようと相対すところだった。

　呼吸を整え、盾たてを構えながらジリジリと敵に接近する景太。と、攻こう撃げき射程に入った瞬間早速大剣を振ふり回してくる、全身鎧よろい姿の敵。景太は盾でその攻撃を弾はじくも、大おお幅はばにスタミナゲージを削けずられてしまった。

「うぅ、やっぱりパリィとか回避決めなきゃジリ貧ひんだよなぁ」

　泣き言を漏もらしながら、戦闘を継けい続ぞくする景太。彼はどうやら腹を決めたらしく、今回は被ひダメ上等の精神で敵の懐ふところにぐいぐい潜もぐり込んでいった。そんな彼の戦略は功を奏し、これまでで一番敵のＨＰを削る景太。

　そうして敵の体力が八割を切ったところで──突とつ如じよ鎧の一部が砕くだけたかと思うと、そこから禍まが々まがしい闇やみの触しよく手しゆが飛び出してきた。

「わっ」

　虚きよを突つかれ、動どう揺ようする景太。そうしている間にも闇の触手は鞭むちのようにしなる動きで激しい攻撃を繰り出し、あっという間に景太のキャラは体力を削り切られてしまった。

　画面に死亡演出が表示され、少しのロード時間の後、セーブ地点に戻されるキャラ。

　景太は嘆たん息そくしつつ改めてゲームを再開させながら……突如、ぽつりと、呟つぶやいてきた。




「……でも僕、霧夜さんが性別を隠していたことに関しては、少し怒ってます」




「っ！……そうか。当然だよな」

　オレは自分の胸むな元もとでギュッと手を握にぎりこみながらも、真摯に彼の言葉を受け止める。

　景太は再びダンジョンを進みながら、続けてきた。

「勿もち論ろん、僕にもかなり責任はあると思うんです。最初に貴女あなたの性別を勝手に男だと思い込んだのも僕なら、確かく認にんしなかったのも僕なので」

「いや、それは……」

「でも、途中から、霧夜さんは明確に意志を持って性別を隠し始めましたよね？」

「……ああ。その通りだ」

「ですよね。だから僕、そこに関してだけは……ちょっとだけ、怒っています」

「当然だな。むしろ、ちょっとだなんて言わず、激げき怒どしていい場面だ」

「……そうですね。あるいは、そうなのかもしれません」

　珍めずらしく、オレの言葉を素す直なおに受け容いれる景太。その理由は、すぐに彼の口から補足された。

「霧夜さんが異性であったことで傷つくのは、僕よりも、僕の大事な人なんで……」

「……ああ、そうだよ、な」

　聞いてみれば、相変わらず景太らしい誠実な考え方が故ゆえの怒いかりだった。そしてそれだけに、オレにはもう、ただただ謝罪することしか出来ないわけで。

　オレは再び椅子から立ち上がろうとするも、しかしそれは景太に手で制された。

　彼はゲームにストップをかけると、確りとこちらを向いて切り出してくる。

「あ、謝罪はいいんです。さっきも言いましたけれど、僕にも責任あることなので」

「いや、でも、それじゃ筋が……」

「はい。ですから筋を通すという話なら、謝罪以外の方法でお願いしたいんです」

「謝罪以外？　というと……あ、まさか景太お前、性的なサービスを求めてるのか？」

「いや求めてませんから！　っていうかなんですかそのコノハさん的発想！」

「わ、悪わりぃ。いや自分でもびっくりする程ほど、あの子との会話の影響って強くてな……」

「あ、それは分かります。僕も彼女と知り合ってからというもの、たまに普ふ通つうに他の友人の前でエロゲ話しそうになって、冷や汗あせかくことがちょいちょいありますから」

「分かるわ。……あのネジの緩ゆるみ方、やばいよな……」

「はい……悪いことに、ちょっと話すだけでこっちまで緩むんですよね……」

　二人、碧へき陽よう学園の某ぼう変態女子高生に思いを馳はせる。が、すぐにハッとすると、二人同時に咳払いして、会話を元に戻しにかかった。

「とにかく、僕は霧夜さんに謝罪は求めていないんです。代わりに欲ほしいのは──」

「欲しいのは？」




「────善後策です」




「あー……」

　言われて見れば超ちよう納なつ得とくの要求だった。うん、それね。確かに謝罪なんかよりよっぽど欲しいよね、それ。

　オレが一人頷うなずいていると、景太はこれまでのシリアスムードを一転、どっと息を吐はきながら、これまで通りの友人態度で相談を繰り出してきた。

「いやマジでどうしたらいいんですかこれ、霧夜さん。僕、ここ数ヶ月間に亘わたって、女子大生の家に入いり浸びたっていたわけですよね？」

「ま、まぁ、そういうことになるわな」

「────これ、普通に考えたら、完全に浮うわ気き案件じゃないですかね？」

「ま、フラれても文句は言えない破は壊かい力の言葉だよな『女子大生の部屋通い』」

「そんなぁ、霧夜さぁん」

「ぐ、そんな目でオレに縋すがるなよ、鬱うつ陶とうしい」

　彼が膝ひざ立ちで子犬みたいにすり寄って来たため、オレは照れもあって彼を邪じや険けんに扱あつかう。と、景太はむすぅっと頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎしてきた。

「縋るぐらいはさせて下さいよ。僕に悪いと思うなら」

「そりゃそうなんだけど。かといって、過去は消せないしなぁ」

「そうなんです。僕が女子大生と爛ただれた関係だったという過去は消せないんです」

「いやそんな過去はないけどな」

　景太のやつ、自じ虐ぎやく感性が強すぎて、遂ついにはやってもいない罪まで反省し始めやがった。

　オレは大きく嘆息しつつモシャモシャと頭を搔かく。

「あー、つまりお前は、オレとのことをカノジョにどう説明したものやら、と悩なやんでいるわけか」

「そうなんです。……霧夜さん。誠実さって、なんですかね？」

「なにその面めん倒どう臭くさい相談。いやオレのせいなんだけどさ。……ちなみに景太としては、現状どんな対応がベストだと考えてるわけ？」

「そりゃ完全隠いん蔽ぺいです」

「景太。誠実さって、なにかね？」

　今度はオレが訊たずねる番だった。流石に景太も冗じよう談だん半分の回答だったらしく、苦笑いで返してくる。

「まあそう簡単にいかないからこそ、こうして相談に赴おもむいたわけですけど。実際、最近ちょっとカノジョにバレかけてまして、霧夜さん周りのこと」

「え、マジかよ。一体どこから情報が漏れて──」

「あ、僕本人が彼女にべらべら喋しやべってるせいです」

「驚おどろきの犯人が一行で見つかったよ」

「いや、だって、うちのカノジョさんったら、超可愛かわいいんですもん」

「こんなに納得し難がたい犯行動機は初めてだよ」

「……まぁ、それはさておき、実際バレない方がいいなというのも、本音でして」

「なんでも素直に喋りたがるお前らしくもない結論だな」

「そうなんですけどね。とはいえ『誰だれも傷つかないで済む』という意味では、僕が苦しくても、カノジョさんには何も言わないのが一番という理り屈くつにも一理あるかなと」

「……だな。まさにオレもその理屈で、景太に色々隠してしまったわけだし」

「ですよね」

「……で、その結果は、ご覧の有様なわけだが」

「……ですよね」

　景太が一ひと際きわ大きなため息を吐つく。オレとしても彼には出来る限りの支し援えんをしてあげたかったが、オレの中にも正解が見当たらないのだからどうしようもない。

　景太はプレイ自体は再開させないながらもゲーム画面を見つめ、ぼんやりと呟いた。

「……なんかリア充じゆうみたいなこと言っちゃいますけど、ホント、恋れん愛あいって正解がないですよね」

「リア充かよ。テラハのカメラ回っている時にやれよ、そういう相談は」

「そういう霧夜さんだって──って、そうか霧夜さんと彩家さんって交際関係でもなんでもなかったんでしたね。すいません、彼氏もいない人にハイレベルな質問しちゃって」

「おっとこのリア充高校生、バラして溶とかして海に流したいわー」

「っていうか、よく考えたら、浮気がどうとか、一人寂さびしく解説実じつ況きようすることだけが幸せの《とらばさみ》さん如ごときに相談する話でもなかったですね」

「え、なに、これ罠わな？　オレに自分を殺させることで完成するトリックかなんかの一部？　そうでもなきゃ、とても説明がつかない腹立たしさなんだけど、今のお前」

　と、そんな、馬ば鹿かみたいなやりとりを一通り交かわし終えたところで。

　オレ達はふと顔を見合わせ……思わず、ぷっと噴ふき出してしまう。

『ははっ！』

　そうして二人、しばらく心の底から笑い合う。

　ああ……いつぶりだろうか、こんなにもただただ「楽しい」のは。

　景太もまた以前のようにすっかりリラックスした表情を浮うかべると、今度こそ真に飾かざらない本音を口にし始めた。

「あーあ、やっぱり楽しいなぁ、霧夜さんと遊ぶのは。困るんだよなぁ、こういうの」

「そりゃこっちの台詞せりふだ。おかげでこんなにズルズルすることに……」

「っていうか、霧夜さんって、ホントに女性なんですか？」

「おい、なんだその失礼な質問。マジかお前」

　景太のデリカシーのなさに呆あきれていると、彼は少し焦あせったようにフォローを始める。

「いや、だってなかなかないですよ、知り合いの性別が反転するとか」

「あー、まぁ、そりゃそうだわな。逆に景太が実は女性だと告白されたら、確かにオレも受け容れるのに時間かかるわ」

「でしょう？　まぁ、でも僕や上うえ原はら君の性別が反転するよりは、霧夜さんのそれの方が遥かに受け容れやすいのも事実ですけど……」

「？　なんでだよ？」

　不思議に思って首を傾かしげていると、景太は自然な様子で「だって」と応じてきた。

「いや霧夜さんって元々、改めて見るまでもなく超美人さんなんで」

「え？」

「え？」

　刹せつ那な、唐とう突とつに途と切ぎれる会話。テレビ画面から薄うすく流れるゲームのＢＧＭだけがオレ達の間をすり抜ぬけていく。

　……なぜだか分からないが、妙みように頰が熱い。見れば、景太もなにやら非常に気まずそうな表情を浮かべて赤面していた。

「あ、いや、あの、すいません、本当に他意はなかったと言いますか、その……」
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「あ、あぁ、うん、わかる。大だい丈じよう夫ぶ。うん。……うん。全然……うん」

　互たがいにぎこちないフォローを口にし、ヘラヘラと微笑ほほえみ合ってみたものの、どうしたって元の「気安い」空気は戻もどって来てくれなかった。

「（……そう、だよな……。やっぱり元通りには……なれないよな……）」

　いくら表面を取り繕つくろってみたところで、一度発生してしまった男女意識を完全にリセットすることはやはり無理だった。

　景太とオレはもはや、少なくとも「男友達」に戻ることは出来ないのだ。

『…………』

　その事実が残ざん酷こくなまでに突つきつけられ、オレ達は思わず互いに顔を伏ふせた。

　そのまま、どれぐらいの時間が経過したろうか。

　互いに切り出す言葉が見つからず、沈ちん黙もくのいたたまれなさがいよいよ限界に迫せまったところで、突とつ如じよパソコンデスクの上に置いていたオレのスマホが震ふるえ出した。

「あ……っと、碧から着信だ」

「そ、そうですか。ど、どうぞ、出て下さい」

「あ、ああ、悪いな」

「いえいえ」

　互いに内心で助かったと安あん堵どしながら、オレは碧からの電話に出る。

「もしもし？　碧か？」

『はい。突とつ然ぜんごめんなさいね、歩さん。今大丈夫ですか？』

「ああ、超大丈夫」

『超の意味がまるで分かりませんけど、それなら良かったです。実は今最寄りのコンビニに出ていたのですが、帰りがけにそちらの部屋へ寄らせて貰もらっても大丈夫でしょうか？』

「大丈夫もなにも──超大丈夫だ！　助かる！」

『助かるの意味もまるで分かりませんが、ありがとうございます。あ、ではなにかコンビニで買ってきて欲しいものでもございますか？』

「何も要いらない。碧さえいれば、それでいいよオレは。一刻も早く来てくれ」

『なんなのですかその異様な歓かん迎げいムード。さ、流石のわたくしでも、胸にトキメキではなく不安が過よぎって仕方ないのですが。本当にうかがって大丈夫ですか？』

「ああ、もぅ、うっさいなぁ！　うだうだ言ってないで、早く来いよ碧！」

『急なチンピラ化！　ええ、これ、漫まん画がなら絶対行っちゃ駄だ目めなパターンでは……』

「うそうそ。大好き。愛してる。だから早く会いたい、キミに」

『歩さんっていつからそんな胡う散さん臭くさいキャラになられたのですか？　まぁ、でも、了りよう解かいです。引くぐらい歓迎されているのは事実みたいなので、向かわせて貰いますね』

「はい、では一同、謹つつしんでお待ち申しております」

『なぜ急に老舗しにせ旅館感出して来られたのですか。それに一同って……』

　と、碧はそこでなにやら「ああ」と本題を思い出したような声を上げた。

『そうそう、一同で思い出したんですけど、そもそもわたくしが急に歩さんの部屋におうかがいしたいと言い出した理由なんですが──』

「はいはい。それは後で聞くから、マジでさっさと来てくれよ、碧。じゃあな」

『え？　あ、いやこれは出来れば事前に──』

　まだ碧がごちゃごちゃと話を長引かせそうだったので、オレは通話を切った。数分後には顔を合わせるヤツと、どうして長々電話をしなきゃいけないのか。

　オレはパソコンデスクの上にスマホを置くと、景太に笑顔を向ける。

「これからうちに碧が来るってよ」

「マジっすか。そりゃ助かりましたね」

　予想通り、景太もオレと全く同じリアクションだった。いや本当なら二人きりで決着をつけるべき場面だってのは分かるのだけれど、イチイチこの「変な空気」醸かもしてしまっていては、それこそ本題が進まないわけで。

「っと、じゃあ碧が来る前にちょっとその辺軽く片しておくか」

「あ、そうですね。座る場所確保しなきゃですし」

　言ってオレ達はゆるゆると来客のための準備を始める。玄げん関かんの鍵かぎを解かい錠じようし、缶かんコーヒーを飲み干し、ゴミを片付け、そして座ざ布ぶ団とんを取り出すためにクローゼットを開き──

「あ」

　──と、その刹那にひらりと、何かが部屋の中央、景太の足あし下もとへと舞まい落ちた。

「？　霧夜さん、なんか落ちましたよ？」

　言って、ひょいとそれをつまみ上げる景太。刹那、それの正体に気付いたオレは、慌あわてて彼の方へと駆かけ寄る。

「あ、馬鹿っ、お前それっ──！」

「へ？　あれ、これ、なんか見覚えが……」

　景太が既き視し感を口にする。それもそのはずだ。だってそれは……以前にもこの部屋で景太に見み咎とがめられたことがあるモノ。つまりは──

「それは──オレの下着だっ、馬鹿！」

「え」

　言われて改めて手に持ったそれを──スポーツブラを確かく認にんする景太。

　そうしてようやく状況を認識した途と端たん、彼は顔を急速に赤く染め上げ、そして──

「うえぇぇえ!?　す、すいませんすいません！」

　──激しい謝罪と共に、ぽいとこちらに放ほうってきた。と同時に、室内にチャイムの呼び出し音が響ひびき渡わたる。

「え、ちょ、え」

　色々なことがいっぺんに重なって脳のメモリ不足を起こしたオレは、うまく動くことが出来ず、結果ブラを顔面に受けてしまう。

「わわっ」

　様々なことに対する焦りも手伝い、思わず足下のバランスを崩くずしてしまうオレ。

「あ──すすっ、すいません霧夜さん！」

　と、それを見ていた景太がオレを咄とつ嗟さに支えようと手を伸のばしてくれる。オレは当然、その手に一瞬摑つかまろうとするも──

「っ」

　──なぜか、寸前で躊躇ためらってしまった。慌てて手を引くオレ。

「へ？」

　いきなり行き場を失った景太の手は空を切り、彼もまたバランスを失ってしまう。

　結果──当然の帰結として、オレ達は──

『ちょ──』

　──二人、その場で縺もつれるように激しく転んでしまった。どすんっ、と振しん動どうを伴ともなった鈍にぶい音が響き渡る。

「いたた……」

　気付けばオレは、景太をすっかり下した敷じきにしてしまっていた。……というか、どうやら咄嗟に景太が下側に回り込んでくれたらしい。

「わ、悪わりぃ」

　景太の胸に抱だきすくめられるような格好になりながら、慌てて謝罪するオレ。

　と、景太は痛みに少し唸うなりながら苦笑い交じりに返してきた。

「い、いえ、こちらこそ、なんかホントすいません……」

「今、どくから……」

　言って、床ゆかに手をつき、まずはぐっと上半身を起き上がらせるオレ。と──

　──刹那、景太と至近距きよ離りでばっちりと目が合ってしまった。

『…………』

　その、完全にオレが景太を押し倒たおしてしまっているようなその構図に……オレは思わず、唾つばを飲み込んでしまう。

　もし、このまま──と。

　それは本当に極きわめて一瞬の「気の迷い」で。

　けれど、同時に。

　それは極めて──致ち命めい的な、選せん択たくミスでも、あった。




「────あぁ、それはアウトですよ、霧夜歩さん」




『え……』

　刹那、頭の上から聞こえて来た第三者の声にぎくりと体を強こわばらせるオレ。

　どこかで聞き覚えのある女性の──しかし、碧ではない人物の声。

「…………」

　見れば、景太もまた視線を俺越ごしにその人物へと向け、同時にその顔から一瞬で血の気が引いていた。

　俺はバクバクと心臓を脈打たせながらも、恐おそる恐るその人物を振ふり返っていく。

　紺こん色いろのソックス、白い足、少し短めのスカート、音吹高校女子生徒の制服、腰こし辺りまで伸びた長く艶つややかなブロンド、そして──天使の如ごとく整った顔立ち。

　彼女の背後で、碧が「だから言わんこっちゃない……」と頭を抱かかえる中。

　その、ブロンドの女子高生は──




　──音吹高校ゲーム部部長にして雨野景太の彼女・天てん道どう花か憐れんは。




　その恐ろしく冷たい目つきと共に、いよいよこの俺へと、逃にげ場のない、決定的な宣戦布告の言葉を吐はいてきたのだった。




「──霧夜歩さん。私の雨野君を弄もてあそんだその代だい償しよう、払はらう準備はよろしくて？」




〈雨野景太の交際相手が霧夜歩のアパートに踏ふみ込むまで──あとゼロ秒〉








【霧きり夜や歩あゆむと最後の審しん判ぱん（後編）】






　天てん道どう花か憐れんはまず、裏切り者の足を斬きり払った。

「ギィィィイイイイッ！」

　この世のものとは思えない悲鳴が安アパートの一室に響きわたる。

　しかし彼女は顔色一つ変えずに物ぶつ騒そうな油瓶びんを手に取ると、それを無む慈じ悲ひにも倒れた敵へと投げつけた。ガラス瓶が粉々に割れ、油が裏切り者の全身を濡ぬらす。

　痛みと恐きよう怖ふでのたうち回る裏切り者。

　彼女はそんな敵対者を恐ろしく冷たい目で見下ろしながらも、今度はおもむろに、その手に持った刃は物ものへと丁てい寧ねいに松ヤニを塗ぬりつけ始めた。

「…………」

　これから起こるであろう惨さん劇げきの予感に、ごくりと唾を飲むオレ。

　天道花憐は実に丁寧な作業の後……一瞬酷ひどく冷れい淡たんな笑えみを浮うかべると、直後、火打ち石を用いて刃物へと着火する。

〈シュボッ〉
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　炎ほのおを纏まとった刀身を眺ながめる天道花憐の瞳ひとみが怪あやしく揺ゆれた。

　恐怖ですっかり身動きの取れなくなった景けい太たと碧あおがごくりと唾を飲んでいた。

　そうして、ことここに至って遂ついにオレ──霧夜歩は、命いのち乞ごいを口にしてしまう。

「やめてくれ……お願いだから……それだけは……」

「……ふっ」

　しかし、それはどうやら天道花憐の暗い嗜し虐ぎやく心しんをくすぐる結果にしか繫つながらなかったらしい。

　彼女はオレに艶あでやかな微び笑しようを向けると、次の瞬間──

〈ズブ……〉

　──仰あお向むけに転がった裏切り者の腹へと、その燃え盛さかる刃物を突つき立てた。

「う──うわぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああ！」

　刹せつ那な、大きな悲鳴を上げるオレ。しかしそれでも天道花憐は攻こう撃げきをやめない。やめる気がない。ズブズブと、柔やわらかな腹に幾いく度ども突き立てられる刃やいば。

　そうして、数秒後。

「……イィィ……」

　掠かすれた声を漏もらしながら、遂に息を引き取る、裏切り者こと──




　──本日の実じつ況きよう収録でオレが倒すハズだった隠かくしボス〈背信者ミスト〉




　オレは彼が画面の中で消しよう滅めつしていく様を眺めながら、全力で天道花憐に抗こう議ぎした！

「いや、だからそいつだけは倒しちゃ駄だ目めだって事前に言っておいたよねぇ!?　オレが今日実況で攻こう略りやくする予定の敵だからって！　オートセーブ形式のゲームだから、一度倒しちゃったらまた苦労してここまで周回しなくちゃいけなくなるからって！」

　オレの必死の糾きゆう弾だんに、しかし天道花憐は美しいブロンドヘアをサッとかき上げつつ、無む駄だに優ゆう雅がに応じて来る。

「あら、そうでしたっけ。……ごめんあそばせ」

「ごめんあそばせ、じゃねえし！　おい景太！　お前の彼女どうなってんだよ!?」

「あは……は……」

　オレは景太へと話を振るも、彼は天道の隣となりで身を硬かたくして正座し、ただただ苦笑いを浮かべるのみだった。……使えないヤツめ！

　デスクチェアから立ち上がり憤ふん慨がいするオレを、碧が「まぁまぁ」ととりなしてくる。

「歩さん、落ち着いて。天道さんも悪気があってしたわけではないでしょうし……」

　そう言って天道の方を見やる碧。そんな彼女のフォローを受け、天道の返したリアクションは──

「……フッ。ええ、まぁ」

「いや絶対悪気しかねぇよあのリアクション！　反省しているヤツは『……フッ』とか言わないからね!?」

「だ、だとしてもです歩さん！　彼女に対する怒いかりを、今だけは抑おさえて！」

「ああ!?　なんでだよ碧!?　ゲーム実況者として、この手の阻そ害がい行こう為いはマジで──」

「今の貴女あなたに『雨あま野の君の彼女』へ逆らう権利があるとお思いですかっ、歩さん！」

「────マジですいませんでした」

　碧の言葉で現在の状況を思い出し、即そく座ざに怒りを引っ込めるオレ。天道はと言えば相変わらず余よ裕ゆうの笑みを浮かべ、淡たん々たんと『ヘルブラッド』を継けい続ぞくさせていた。……いや、まだやるのかよ、お前……。

　オレが唇くちびるを嚙かんでいると、景太がこの状況を整理するように切り出してきた。

「そ、それにしても、まさか天道さんが『ヘルブラッド』未プレイだったとは、本当に意外でしたね。こういうガチめなゲームは大好きだと思っていましたけれど……」

　そんな彼氏の疑問に、天道は一見「機き嫌げん良さげ」な笑顔で応じた。

「ええ、昔からとても興味はありましたよ。ただ、発売当時は予定が立て込んでおりまして、今日まで未プレイのままズルズル来てしまったんです。……あら、そういえば『ズルズル来てしまった』という話、最近他にも何か聞いた気がするんでしたけど、なんでしたっけね？　皆みなさん？」

『…………』

　突とつ然ぜんの圧力に、カタカタと震ふるえ上がるオレと景太。唯ゆい一いつかろうじて天道に飲まれきっていないお嬢じよう様さま、碧だけが、なんとか話の矛ほこ先さきを変えようと声をあげる。

「そ、それにしても、初めてのゲームでも上手うまいのね、天道さんって。凄すごいわ」

「ありがとうございます彩さい家けさん。ですがまだまだ精しよう進じんの余地があると思います」

　いやねぇよ。さっき初見で普ふ通つうに最強の裏ボス倒してたぞお前。自覚ねぇのかよ。

　そんなオレの心の中のツッコミに気付くこともなく、碧と天道は会話を続ける。

「と、ところで天道さん？　大変今いま更さらな質問で恐きよう縮しゆくなのですが……なぜこの切せつ迫ぱくした状況下で、貴女はテレビゲームをおやりに？　今はむしろ歩さんや雨野君と、しっかり向き合ってお話しすべき時では……」

「あら、おかしなことを仰おつしやいますね、彩家さん」

「お、おかしなこと？　というと？」

「だってそうじゃないですか。私が今、こうして『ヘルブラッド』をプレイしながらお話しさせて貰もらっているからこそ、どうにかかろうじて──」

　天道は気軽に碧との会話を続けながら──ゲーム内で、雑魚ざこ敵の首を刎はねた。

「──こういう事態を、『現実では』再現せずに済んでいるんじゃないですかぁ」

『（ぎゃぁぁぁぁぁああああああああああああす！）』

　あまりの緊きん張ちように途と端たんに背筋をピンと伸のばすオレ達三人。……怖こわい。え、なにこれ。聞いてないんですけど。以前「普通に」交流した際の天道花憐って、もっと、まともで好感の持てる良識的な女の子だった気がするんですけれど。

　オレは天道にバレないよう、景太をこっそり小こ突づく。彼は一いつ瞬しゆん「えー、僕ぅ？」とでも言いたげな実に心外そうなリアクションを見せたものの、オレと碧の怯おびえようを見ると大きく嘆たん息そく。数秒後、なにやら腹をくくった様子で……額に脂あぶら汗あせを滲にじませながらも、彼氏として多少なりとも天道のご機嫌を取ろうと会話を切り出してくれた。

「て、天道さん？　えと……へ、『ヘルブラッド』、楽しいかな？」

「ええ、とっても」

　機嫌良さげに返しながら、ザシュザシュと敵を切り刻む金きん髪ぱつ少女。血ち飛沫しぶきが画面内一いつ杯ぱいに飛び散っていく。……こ、こんなにグロかったっけな、このゲーム……。

　景太はごくりと唾つばを飲み込んで続ける。

「そ、それは良かった。……ええと、ところで天道さん？　さっき彩家さんが一通り説明してくれた事情に関しては……ご理解頂けていると考えて、大だい丈じよう夫ぶ、なんですよね？」

「ええ、勿もち論ろん。この天道花憐、ゲームをしながら話を聞く程度のことは、造作もないですから」

「そ、そう。それなら、安心──」

「霧夜歩という穢けがらわしい女子大生実況者が、この半年、ゲームをエサにして雨野君を手て籠ごめにしてましたと……まぁそういう話でしたよね」

「要約がえげつない！　い、いや、そうじゃなくて、実際僕は──」

「なにが違ちがうのですか。雨野君、だって貴方あなたときたらこの半年というもの、霧夜さんのお宅に何度もお邪じや魔ましていたのでしょう？」

「……はい、していました」

「そして霧夜歩という人のことを、性別はどうあれ、好んでいたのでしょう？」

「……はい、好んでいました」

「そして本日に至っては霧夜歩が女性と知ってなお、自分の意志でこうして部屋に足を踏み入れたのでしょう？」

「……はい、踏み入れました」

「……つまりは？」

「はい、喜んで腹を切らせて頂きます」

　雨野はそう微笑むと、パソコンデスク上のペンスタンドからカッターナイフを持ちだして──

『いや待て待て待て！』

　──それを慌あわてて制止するオレと碧。と、そんなオレ達のドタバタ劇を横目に見ていた天道が、画面内で中ボスの腹を搔かっ捌さばきながら呟つぶやいてきた。

「あらあら、お二人とも、普ふ段だんあまり異性とは縁えんがないなどと宣のたまっていた割には、雨野君の体からだに触ふれるのを躊躇ためらいもしないだなんて……随ずい分ぶんと彼に心をお許しのようで」

『う……』

「ああ、あと、雨野君。貴方よくすぐにカッターナイフの場所が分かりましたね？」

「う……」

「本当に……三人とも仲なか睦むつまじくて、羨うらやましい限りですね、ええ」

『…………』

　全身に汗あせをじっとりと搔いて身動きの取れなくなるオレ達。その様子たるや、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるどころの話じゃない。巨きよ大だい怪かい獣じゆうに飲み込まれた子ネズミの気分だった。もはや死んだ目で消化されるのを待つことしか出来ない。

　固まったままのオレ達に、天道は更さらに続けて来る。

「確かにここはいい環かん境きようですよね。程ほどよく狭せまい部屋、温かな炬こ燵たつ、遅ち延えんの少ないテレビモニターに、各種ゲーム機器。素す晴ばらしく居い心ごこ地ちがいいゲーム部屋です」

　その言葉に、景太がこくこくと頷うなずいて返す。

「そ、そうなんだよ天道さん。霧夜さんの部屋は本当に居心地が良くて、二人でゲームするのに本当に適していて、そして──」

「浮うわ気き場所としても申し分ない空間ですよね」

「そうそう、炬燵が狭いから対戦時なんかは体が密着しがちで──。…………」

　そこまで言ったところで口を閉じ、カタカタと震え出す景太。青ざめるオレ。そして、なぜか今回だけ「そうなんですよ」と謎なぞの憤ふん慨がい＆同意を見せる碧。

「というか、三人とも、いつまで立っているんですか？」

　呆あきれたような天道の言葉に促うながされ、オレ達は再び各おの々おのの居場所へと戻もどる。雨野は天道の隣に、オレはデスクチェアに、碧はオレの傍そばに敷しいた座ざ布ぶ団とんに。

　そうしてまたしばらくオレ達は天道の残ざん虐ぎやくゲームプレイを見守った。

　彼女は裏ダンジョン制圧後、ショートカットを利用しては一度拠きよ点てんまで引き返し、今はテキトーに序じよ盤ばんのダンジョンを散策していた。が、彼女は既すでに最難関ダンジョンを攻略している実力者。当然一いつ切さい詰つまることもなく、淡々と敵の屍しかばねを量産していく。

　そんなゲームプレイを、五分程見守った頃ころだったろうか。

　ようやくダンジョン中腹の休きゆう憩けいポイントに達したところで、天道は大きく息を吐はくと。

　これまでより少しだけ態度を軟なん化かさせつつ、改めて切り出して来た。

「私は別に、貴方達の言葉を信じていないわけじゃ、ないんです。少なくとも、雨野君が霧夜さんとふしだらな関係にあったなどとは、微み塵じんも思っていないですから」

「そ、そうなのか？」

　オレは目をぱちくりとさせて訊たずね返す。天道は相変わらず声に刺とげ々とげしさを孕はらませながらも、「ええ」とそれに頷き返して来た。

「霧夜さんと彩家さんが『良い方』なのは元々分かっていますし、なにより、雨野君はこういうことに関して、どちらかと言えば『馬ば鹿かみたいに素す直なおに報告しすぎて破は滅めつする』タイプでこそあれど、噓うそをついて隠かくし通せるような人ではないですからね」

「なんだその、景太を信しん頼らいしているのか馬鹿にしているのか微び妙みような評価は。まぁ、天道の言いたいことは凄く分かるけれども」

　確かに景太は本当に浮気したら罪悪感に耐たえきれず即座に「浮気しました」と彼女に報告しちゃう系の馬鹿な気はするけどさ。

　オレは少しだけ安あん堵どしながら、「でも、だったら……」と疑問を続ける。

「天道は今、何に怒おこっているんだ？」

「それは勿論、『浮気』に怒っているんですよ。あたりまえじゃないですか」

「え？　いや、それはおかしいだろ。だって、オレと景太がふしだらな関係にないことについては、ちゃんと信じてくれているってさっき……」

　天道の言い分が分からずオレ達が首を傾かしげていると、彼女は……少し寂さびしそうに目を細めながら、切り出して来た。




「男女間で、これほどまでに固かたく結ばれた絆きずなが、『浮気』ではないと？」




『…………』

　その言葉に、オレ達は……オレと景太は、それこそ今日彼女に与あたえられたどんな脅おどしよりも、深く打ちのめされた。

　そう、分かっていた。そこが……そここそが、オレと景太の問題の、核かく心しんだと。

　この部屋で、二人でゲームをする一時を、オレ達は──

　──いや、オレは確かに、深く愛していたのだから。

　……女が男を、深い愛を持って、自室へと招き入れる。

　それはもう、下手をすると体だけの関係なんかよりもよっぽど、悪質な「浮気」なのかもしれない。勿論、オレは景太をそういう目で見ていたわけではないが……。

　…………。…………本当に？

「霧夜さん。貴女は結局雨野君と……どうしたかったんですか？」

「…………」

　気付けば、天道はゲームのコントローラーを炬燵の天板の上に置き、しっかりとこちらを見つめてきていた。

　そのあまりに景太への愛情に溢あふれた真しん摯しな瞳ひとみに、オレは思わず目を逸そらしてしまう。

　……ここにきて、オレが彼女を苦手に感じていた理由が、ようやく理解出来た。

「（この子はオレと違って、真まっ直すぐなんだな……好きなものに対して）」

　天道花憐という女性は、景太のことは勿論、ゲームに対しても、好きなものにはとことん真っ直ぐにぶつかっていける……そんな人なのだろう。

　それに比べてオレはと言えば、最近は捻ひねくれてばかりだ。

　元々はシンプルにゲーム実じつ況きようが好きだったはずなのに、いつのまにやら景太達を使った人気取りにばかり走ってしまっていたこの酷ひどい体ていたらくは勿論。

　それ以上に。




　景太に対するオレの「好意の種類」を明言せず、逃にげの言い訳ばかりを用意して。




　今なら分かる。天道花憐が、一体このオレのなにに、ここまで怒っているのか。

　それは偏ひとえに、この「煮にえ切らなさ」に対してなのだろう。

　たとえばこのオレ、霧夜歩が明確に雨野景太を好きだと宣言するような女ならば、彼女は嫉しつ妬とこそすれど、ここまで怒いかりはしなかったのだろう。

　けれどオレは……ずっとオレの素直な気持ちを、隠し続けた。

　なにも性別を隠していたことだけを、卑ひ怯きようだと怒っているんじゃない。

　このオレの態度が──雨野にも天道にも、碧にも、なによりこの俺自身にさえも不誠実極きわまりないその態度が、気にくわないと言っているんだ。

　そんなオレの思考を裏打ちするかのように、天道は改めてゆっくりと口を開く。

「私が今日ここに伺うかがわせて頂いた理由は、なにも、貴女あなたを傷つけるためではありません。そもそもは、今の貴女の率そつ直ちよくな気持ちを、聞かせて頂きたかっただけなのです」

「ああ……」

「まぁ……期せずして貴女が雨野君を押し倒たおしている場面を見てしまった今、私の心の九割が殺す目的の方にシフトした感はありますが」

「うん、心の九割が殺人目的の女性と自室で話すこの恐きよう怖ふね」

「あまり緊きん張ちようなさらないでくれると幸いです」

「いや無理だから。むしろ緊張を解いたら一番駄だ目めな場面だから、これ」

「いえいえ、安心して下さい霧夜さん。こう見えて私は、自分の目の前で雨野君とキスした女性さえ、寛かん大だいな心で許した女なのですよ？」

「え、なにその修しゆ羅ら場ばイベント。まぁでも確かにそういうことなら、多少は安心…──」

「……まぁ、彼女には一週間程の軟なん禁きんと過か酷こくな労働を強しいたりはしましたけれど……」

「やべぇ前科持ちじゃないか！」

「キスでそれですからね。密室で押し倒していたとなれば、それはもう……」

「碧、警察呼んで。早く。このアパートが事故物件になる前に！　早く！」

　オレは必死で碧を促すも、碧もまた天道の纏まとうオーラに射いすくめられ、おどおどと狼狽うろたえるばかりだった。

　そんなオレ達の地じ獄ごくめいた状況を流石さすがに見かねたのか、景太がなけなしの勇気を振ふり絞しぼった様子で天道へと切り出してくれた。

「て、天道さん。貴女が怒るのはもっともだけど、だったら、霧夜さんだけじゃなく僕にも怒るべきだよ。だって今日ここに来たのは、他ならぬ僕の意志なのだから」

「雨野君……」

　景太の、景太らしいキリッとした台詞せりふに、一いつ瞬しゆんぽっと頰ほおを染める天道花憐。

　オレ達の中に一瞬の安堵が広がる中、天道はそっと景太の手を取り、そして笑え顔がおで切り返したのだった。

「はい、雨野君。ではお言葉に甘えて、場合によっては生なま爪づめを剝はがさせて頂きますね」

「マジすいませんでした天道さん。許してつかぁさい……このとおり……！」

　景太が速そつ攻こうで泣き土下座をかましていた。あ、あの、いざという時は無む駄だに信念が強く男らしい景太の心をも、こうも容易たやすく手た折おるとは。

　正式に彼女の座へとついた天道花憐──あまりに最強すぎる。

　彼女は今一度俺の方へと視線を向け直すと、改めて、問いかけてくる。

「聞かせて下さい、霧夜歩さん。貴女は、一体どうケジメをつけるつもりなのか」

「っ……！」

　彼女の問いかけに、思わず俯うつむくオレ。

　オレの……ケジメ。景太を騙だまし、彼女を傷つけ、自分を誤ご魔ま化かしてきたオレのつけるべき、ケジメ。それは一体、どういうカタチであるべきものなのか。

　結局オレは、何を、どうしたいのか。……ずっと逃げ続けてきたけれど、今こそ、それにハッキリとした答えを出さなければなるまい。

「…………」

　黙だまりこくり苦く悩のうするオレを見て心配になったのか、景太と碧が少し慌あわてた様子で天道に食いさがってくれた。

「ちょ、ちょっと天道さん。霧夜さんはなにも、そこまで追い詰められないといけないような悪いことは何も……」

「そ、そうですよ。雨野君と歩さんの間に不誠実な事実がないことは、このわたくしが胸を張って保証致いたしますから、今日のところはどうか……」

　オレのことを想おもい、必死で天道に立ち向かってくれる二人。天道もまた、そんな二人に少しほだされた様子で「……そうですね」と応じかけるも、しかし──

「いや、ダメだ」

　──他ならぬオレが、それを許さなかった。オレはデスクチェアから立ち上がると、部屋の中の皆みなに対し、真摯な眼まな差ざしで向き直りながら続ける。

「天道の言う通りだ。オレは今こそ、ちゃんとケジメをつけるべきだ。景太のために、天道のために、そして……なにより、オレ自身のためにも」

「いや、でも、ケジメって……何を……」

　景太が心底心配げな瞳でオレを見上げてくる。

「ケジメは、ケジメだよ。これまでの罪に対する正式な謝罪と、その上で改めてオレが提示する今後の指針。それらをオレは、ちゃんと、ここで示す」

「いや正式な謝罪って……霧夜さんに、そこまでするほどの罪なんて……」

「あるんだよ、景太。……あるんだ」

「霧夜さん……」

　おれはその「罪」の具体的な内訳を、告げはしなかった。景太達もまた、それについて深く掘ほり下げては来なかった。……本当に、オレには勿もつ体たいないぐらい、良く出来た友人達だ。

　オレはまず、景太へ向けてしっかりと頭を下げる。

「景太。キミを騙して実況を録とっていたこと、性別を隠していたこと、改めて謝罪させてくれ。このとおり。本当にすまなかった」

「だからそれはもう……」

「……すまなかった。景太」

「…………。……はい。分かりました。その謝罪、受けいれます、霧夜さん」

　景太はフォローの言葉をぐっと飲み込むと、深く頷うなずいてオレに返してくれた。……本当に、優やさしくて強いヤツだな、こいつは。

　オレは景太への謝罪を終えると、次に天道の方へと向き直り、そうして今一度深く頭を下げる。

「天道花憐。キミの彼氏を『誑たぶらかした』と取られても仕方ない不適切な行動をしたこと、本当に申し訳ない。……許してくれとは言わない。ただ、まずは謝らせてくれ。すまない、天道花憐」

「…………」

　数秒間の沈ちん黙もく。しかしそれでも頭を下げ続けるオレに対し、天道はどこか根負けしたかのような深いため息を吐つくと、柔やわらかな声こわ音ねで切り出して来た。

「頭を上げて下さい霧夜さん。もう、充じゆう分ぶんです。貴女の謝意と誠実さは、存分に伝わってきましたから」

「いや、まだこんなものでは……」

「いえ、いいんです。先さき程ほどは貴女の気持ちを確かく認にんしに来たようなことを言いましたが、本当は、ただ改めて見極めたかったんです。貴女という人を。もし雨野君に対して邪よこしまな気持ちで噓うそをつき続けていたのなら、その時は許さないと。けれど貴女は、やっぱりそんな人じゃありませんでした。……それで、私は充分ですよ」

「天道……」

　オレはその言葉に救われ、思わず涙なみだぐみそうになる。

　と、碧が「あぁ、良かったです！」と朗ほがらかに切り出して来た。

「これでようやく、わだかまりは解けましたね！」

「ええ、まぁ……そういうことになりますかね」

　碧の言葉に、天道も今日初めての、真の意味で柔らかな笑顔で応じる。

　景太が彼女を横目でチラリと見て、ホッと胸をなで下ろした。

「ああ、良かった。一時は人ひと死じにが出る覚かく悟ごまでしてたから……」

「あら、雨野君はそちらの展開の方がお好みだったかしら？」

「いやそんなわけないでしょう！　勘かん弁べんして下さいよ……」

「冗じよう談だんよ。ごめんなさいね。でも、私が本当に色いろ恋こい沙ざ汰たで人を殺すような女だと？」

「う……。そ、そうですよね。すいません、僕、ちょっと自意識過か剰じようだったかも──」

「おっと、あらやだ、いつの間にかカバンからロープがはみ出ちゃってたわ」

「いや、なんでカバンにロープ入ってたんですか!?　天道さん!?」

　空気が弛し緩かんした途と端たん、早さつ速そく活いき活いきとした夫婦めおと漫まん才ざいを始め出す景太と天道。

　碧はそれを見てくすくすと笑うと、ふと何かに気付いた様子で「ああ」と声をあげる。

「すいません、すっかり話が終わった風になっちゃいましたけど、歩さん、まだ語りたいことがあったんじゃないですか？　ほら、最初に言ってましたよね。謝罪の後に、今後の指針を提示するとかなんとか……」

「ん、ああ、そうだな」

　碧に促うながされ、微笑ほほえむオレ。と、景太と天道が改めてオレに視線を向けてきた。

「今後の指針……ですか。あ、もしかして次からは改めて僕に実じつ況きよう協力をお願いしたいとか、そういう話でしょうか？」

「なるほど。正式な手続きを踏ふんで雨野君の同意を得るなら、実況収録行こう為いそのものに私が反対する理由はありませんが……」

　酷ひどい噓や隠かくし事を重ねていたにもかかわらず、オレのことをすっかり許し、受けいれてくれる景太達。

「…………」

　そこでオレは、改めて、ぐるりと室内を見み渡わたした。

　大好きなゲームと素す晴ばらしい人達に満たされた、理想の空間。

　大学入学以降、ずっとオレを支えてくれた無二の友人。

　殺されても文句の言えないオレの不誠実を、寛大な心で許してくれた美少女。

　そしてオレにとって、一度は失いかけた、かけがえのない、最高のパートナー。

　それらが今、オレが少し甘えるだけで、全すべて手に入る状況がそこにあって。

　……まさに、夢のよう。

　こんなのは、神様から、しがない実況者たるオレへの、一生に一度の贈おくり物としか思えない状況で。

　だからこそ、オレは。

　目の前のこの──

　──本当の本当は、少しだけ、恋こいをしていたのであろう、少年へと向けて。

　心からの笑顔で。

　確固たる意志を以もつて。

　その決断を、告げたのであった。




「いいや、お前がここに来るのは今日が最後だ、雨野景太。キミの本当の幸せは──ここには、ないみたいだからね」




　　　　＊




「あぁぁぁぁぁ…………」

「いやそんなに落ち込むのでしたら、なぜあんなことを仰おつしやったのですか……」

　オレの呻うめきに辟へき易えきした様子の碧のツッコミが、キッチンの方から飛んで来る。しかしそれでもオレは炬こ燵たつの天板にぐったりと身を預けつつ、死んだ目で呻き続けていた。

　例の決断を口にしたあの瞬しゆん間かんから、約三十分。雨野と天道が去った部屋にはオレと碧だけが残り、そしてオレはと言えば……。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　二人が去ってからというもの、ただただ、悲ひ嘆たんに暮れ続けていた。

「はい、コーヒー入りましたよ、歩さん。身を起こして下さーい」

　インスタントコーヒーを淹いれていた碧が、カップを二つ手にして居間へと戻もどって来る。オレがのそのそと駄だ目め人間感満まん載さいで身を起こすと、碧はカップを炬燵の天板に置き、自身も炬燵へと入ってきた。九十度横から碧の足がぶつかってくる。

「……狭せまいんですけど」

「歩さんが足を伸のばしているのがいけないのでは？」

「いや、ここ、オレの部屋だし……」

「そうですか。隣となりはわたくしの部屋ですよ」

　碧はそんなどうでもいいことをのたまいながら、オレの足の上に自分の足を載のせてくる。炬燵の中は、まるでキャンプファイアーの組み木状態だ。

　オレは大きく嘆たん息そくしつつも、特に状態を変えるでもなく、マグカップを手に取った。

「いただきます」

「はいどーぞ」

　ずずっと普ふ段だんは飲まないインスタントコーヒーを啜すする。と、どうやら碧の好みで勝手に砂糖が大量に入れられているらしく、非常に甘ったるかった。が……。

「……うまい」

「それは良かったです」

　碧がにこりと微笑み、自身もインスタントコーヒーに口をつける。

「…………」

　炬燵の稼か働どう音が室内に木霊こだまするだけの、ただただ穏おだやかな時間が過ぎ去って行く。

　先程まで修しゆ羅ら場ばがあった部屋とは思えない、平へい穏おん。

　オレと碧は、そんな静かな部屋の中で二人、しばらく甘いコーヒーを楽しみ続け。

　そうして、カップの半分程飲み進めたところで。

　まるで世間話かのように、碧がぽつりと、呟つぶやいてきた。

「さて、如何いかがでしたか、歩さん。────初めての、失しつ恋れんの味というものは」

「…………」

　オレは何も答えず、コーヒーを飲み進める。碧もまた、ちびちびとコーヒーに口をつけながら、話を続けてきた。

「生あい憎にくわたくしには経験がないので分からないのですが、やはり一いつ般ぱん論通り『苦い』ものなんですかね？」

「……さぁ。どうなんだろうな」

　オレは日が落ち始めた外の景色をベランダ越ごしにぼんやり眺ながめつつ、そう返す。……別にとぼけたわけではなかった。本当に、よく分からなかったのだ。甘ったるいコーヒーのせいだろうか。少なくとも分かりやすい苦味なんてものは、特に感じられなかった。

　碧は淡たん々たんと「そうですか」とだけ応じると、すぐにまた違ちがう質問を繰くり出してくる。

「今いま更さらこんなこと言うのは酷こくかもしれませんが、歩さんが本気を出されるのなら、充分に勝算はあったと思いますよ」

「ホントに酷なこと言うな。ってか、ないだろ、それは。景太はどう見ても天道一筋だ」

「そうですかね。その割には霧夜さんの決断を聞いた時の雨野君、大分狼狽うろたえていらっしゃいましたけれどね」

「そりゃそうだろう。友達の『もう家くんな』宣言なんて、ぼっちには大ダメージだわ」

「友達、ね……」

「……実際、最後にはオレの理り屈くつを受けいれただろう、アイツも」

「『愛する人に無用な心配をさせてはいけない』というアレですね。わたくしからすれば、アレは少しズルく感じましたけれど。正しすぎて、反論の余地がない言葉です」

「なんにせよ、アイツは全部納なつ得とくして受けいれた。もう、アイツとはここで遊んだり絶対しない。それで、いいじゃねーか」

「……それでいいのですか？」

「…………ごめん。正直、あんまよくはない。……あぁぁぁぁぁぁぁ」

　オレは再び呻き声を漏もらし始める。そう、よくはない。当たり前だ。今のオレにとって「雨野景太とこの部屋で存分に遊ぶ」未来は、一つの理想といって差し支つかえなかった。

　後こう悔かいがないわけなんて、ない。遊びたいさ、ずっと、あいつと。ここで。

　……叶かなうことなら、二人で。あらゆる意味においての、パートナーとして。

　…………。

「…………でもさ」

　オレはそう切り出しながら、今一度窓の外を見やった。

　薄はく暮ぼの空に、いつの間にか細雪がちらつき始めている。景太と天道は今いま頃ごろバスの中あたりだろうか。そんなことに想おもいを馳はせながら、オレは言葉を続けた。

「もしその道を取ってしまったら、オレと景太はきっと、沢たく山さんのものを失う」

「でしょうね。少なくとも雨野君周りはあまり良いことにならないでしょう」

「ああ。それに碧。キミもこうして気安くオレの部屋には来てくれなくなるだろう？」

「ど、どうでしょうね」

　少し動どう揺ようした様子でサッと視線を逸そらし、照れ隠しのようにちびりとコーヒーに口をつける碧。……相変わらず可愛かわいいな、この友人は。

　オレがそんな光景にクスクスと笑っていると、碧がこほんと咳せき払ばらいして反論してくる。

「ですが、恋をするって、そういうことでしょう？」

「ああ、そうだな。そうなんだと思う。そういうリスクを背負った上で、オレには景太との『恋』を進める選せん択たく肢しも、あったんだろう。ホント……暫しばらくは折につけ空想して悶もだえてしまう程ほどには、魅み力りよく的な選択肢だったよ。……あぁぁぁぁぁぁぁ」

「いや、ですから、そんな風に呻くぐらいでしたら、どうして……」

　もう何度目になるか分からないその質問を、呆あきれ顔で繰り出してくる碧。

　と、その時、オレのスマホがメッセージを受信して震ふるえた。碧の許可を得て確かく認にんしてみると、そこには……恐おそらく景太がバスの中から打ったのであろう、とある文面が記されていた。オレはそれを見て思わず微笑むと、碧に向き直って続ける。

「丁度良かった。碧、これだよ、これ。オレが……この小さな『恋』を捨ててでも、欲ほしかった未来」

「？　なんですか？　恋れん愛あい以上に大事なことなんて、わたくしにはそうあるとも……」

　そう言いながら首を傾かしげる碧に、オレは自分のスマホの画面を突つきつける。

　そこに記されていたのは……景太からの、こんなメッセージだった。




〈今天道さんと話していたんですが、霧夜さん、ゲーム同好会に入りませんか？〉




「…………は？」

　その文面を見て、目をぱちくりとさせる碧。

　オレはそんな彼女に対し……悪戯いたずらな笑えみを浮うかべると、胸を張って告げたのだった。




「ずっと言ってるだろ？　オレが愛しているのは景太との『切ない恋愛』なんかじゃない。オレが愛しているのは──景太との『楽しいゲームライフ』だって！」




「……あ、貴女あなたって人は……！」

　ほとほと呆れ果てた様子で額に手をやる碧。彼女は大きくため息を吐つきながら、オレを睨にらみ付けて来た。

「大事な恋愛よりも『楽しいゲームライフ』が続けられる可能性を取るなんて選せん択たく、普ふ通つうありえないですからね！　なんてくだらない……！」

「いや、碧にとって下らなくても、オレにとって大事なことって、あるから」

「やかましいです。誰だれの真ま似ねか知りませんが、全然格好良くないですからね、その台詞せりふ」

　冷たく切り捨てる碧。そ、そうか、響ひびかないか、この台詞。どこで聞いたか忘れたけれど、なんかいいと思って採用したんだけどな、このくだり……。

　オレは一度こほんと咳払いしてから、碧に苦笑いを向ける。

「そう呆れてくれるなよ碧。これはこれで、オレなりに悩なやんで出した結論だ。オレの中に、『恋する乙女おとめ』の霧夜歩より、少しだけ強い霧夜歩がいたんだから、仕方ない」

「少しだけ強い歩さん？　なんですか、それ」

「当然『ゲーム実じつ況きよう者しや』の、霧夜歩だ」

「馬ば鹿かじゃないですか」

　一いつ蹴しゆうされてしまった。オレは頰ほおをぽりぽりと搔かいて笑う。

「はは……そうだな。でも景太と絆きずなを育はぐくんだのは、間ま違ちがいなく、そのオレなんだよ」

「……歩さん」

「だったらオレは、そのオレこそを大事にする。ゲーマーとしてのオレを」

「…………」

「そもそも、恋の成じよう就じゆこそが最大の幸福だなんて、誰が決めたんだ。知るかよ。少なくともオレにとっては、景太達と楽しくゲームが出来るなら、それが一番の幸福だ」

「まったく……これだから、ゲーム好きの方というのは」

　碧は苦く笑しよう交じりに相変わらずそんな感想を口にしてくるも、しかしそこにはもう、本気で呆れている気配はなかった。……ゲームに対する理解なんて殆ほとんどないはずなのに、それでも、オレの馬鹿げた主張を認めてくれる碧。オレは思わず、彼女の存在に感謝する。

「ああ、それに、碧が傍そばに居てくれるだけで、オレは凄すごく幸せだからな」

「っ！」

　途と端たん、急激に顔を赤くしたかと思ったら激しく咳せき込み始める碧。オレは思わず心配になって「大だい丈じよう夫ぶか？」と声をかけるも、彼女は、

「か、構わないで下さい！　それ以上来られると、わたくし、死んでしまいますから！」

　と、なにやら全然大丈夫そうじゃない台詞でオレを制止して、一人、炬こ燵たつの天板をバンバンと激しく叩たたき出した。……ううん、相変わらず謎なぞで面おも白しろい人だなぁ、彩家碧。

　オレは一口コーヒーを啜ると、おもむろにスマホを手に取り、景太へとゲーム同好会への誘さそいの返信を打つ。

〈ありがとう。是ぜ非ひ入会させてほしい〉

　そうして、少し考えてから、もう一言だけ、付け足す。




〈景太。これからも、無二のゲーム仲間として、よろしくな〉




「…………」

　送信ボタンの上にかざした親指が、一いつ瞬しゆんだけ止まる。が──

「……じゃあな《ジライヤ》」

　──オレはそう呟くと同時に、送信ボタンをタップした。




　窓の外では、雪がしんしんと降りしきっていた。思わず切ない気持ちが首をもたげ──

「うぅぅぅぅううう！　あぁ、もう！　これだから、これだから、歩さんは……！」

　───かけるも、隣となりで碧が未いまだに激しくジタバタと謎動作を繰り広げていたため、それどころではなくなってしまった。

　オレは思わずフッと微笑ほほえむと、脇わきに置いてあったコントローラーを手に取り、ゲーム機をスリープ状態から復帰させる。そうして画面に表示されたのは──今や様々な思い出の詰つまった最愛のゲーム〈ヘルブラッド〉の中断画面で。

　途端に、むくむくと実況動画制作への熱が胸に湧わき上がってくるのを感じる。




「（ほら、色いろ恋こい沙ざ汰たから離はなれた日常だって、そう捨てたもんじゃないよな──景太）」




　そうしてオレは、苦笑い交じりにコントローラーをしっかりと握にぎり直すと。




　今日も今日とて呆れるほどに平へい凡ぼんな一日を、ゲームと共に再開させたのであった。

















【ゲーマーズとクロスオーバー】






　実際に音おと吹ぶき高校ゲーム同好会の活動へとオレ達がお呼ばれしたのは、北の大地にもいよいよ桜の開花前線が到とう達たつした頃ころだった。

　夕焼けが校舎を照らす放課後、下校する生徒達の喧けん噪そうに紛まぎれ、オレと碧あおは緊きん張ちようの面おも持もちで音吹高校の玄げん関かんへと足を踏ふみ入れる。

　二人、しばらく無言で目標の二年Ｆ組へと向けて廊ろう下かを歩く。そうして十数人の生徒とすれ違った頃。碧が、ごくりと唾つばを飲み込んで切り出して来た。

「……緊張しますね、歩あゆむさん」

「ああ……」

　前まえ髪がみの下に滲にじむ嫌いやな汗あせを拭ぬぐいながら応じるオレ。碧もまた、挙動不ふ審しんにあたりを見み渡わたしながら、なにやら心細そうに自らの二の腕うでをさする。

「音吹高校に来るの自体は二度目ですけれど……『これ』はちょっと……」

「だな。……くそっ、天てん道どう花か憐れんのやつ、好き勝手しやがって……」

「でも今のわたくし達、彼女にだけは強く出られない立場ですからね……」

「……分かってるけどさ」

　オレはフイッと視線を逸らし、この「馬鹿げた状じよう況きよう」を意識しないよう努める。

　廊下ですれ違う高校生達の表情は皆みな、授業からの解放感か晴れ晴れとしていた。大して年が離れているわけでもないのに、なぜだか随ずい分ぶんと眩まぶしく感じられる。が、じゃあ自分も高校時代にはこの輝かがやきを放っていたかと言えばそんなことはない気がするわけで。結局問題は「若さ」ではないのだろう。そういえば雨あま野の景けい太たや星ほしノの守もり千ち秋あきもまるで持ってないしな、この手の輝き。

「…………」

　そわそわと落ち着かない足取りで、黙もく々もくと流れを遡さかのぼり続ける部外者二人。

　そんなオレ達を音吹の学生達はチラチラと……特に男子連中が三度見ぐらいはしていくものの、それでも「不審がる」ような反応を見せる生徒は一人もいなかった。

　それもそのはず。なぜなら現在のオレ達は──

「あ、ここですね、歩さん。ゲーム同好会をやっている、二年Ｆ組っていうのは」

「ああ、そうか。もう着いたか。…………はぁぁぁぁぁあああ」

「そんな、露ろ骨こつに嫌そうな顔なさらなくても」

　碧が苦笑を向けてくる。オレはそんな碧を恨うらみがましい目で見つめ返した。

「そりゃ碧はいいよ。『違い和わ感』全然ねぇもん。でもオレはさ、ほら、年ねん齢れいとかそういう話ではなく、普ふ段だんのキャラ的に……」

「なにを言っているんですか歩さん。だからこその『破は壊かい力』じゃないですか！」

「『破壊力』って、お前……」

「ほらほら、うだうだ言ってないで行きますよ、歩さん！」

「あ、ちょ、引っ張るなって──！」

　碧に強ごう引いんに手を引かれ、二年Ｆ組の教室へと足を踏み入れるオレ達。途端──教室に残っていた生徒達の視線が一いつ斉せいにオレ達に注がれ、中でも特に男子勢が色めき立つ。まぁ、碧は凄すさまじく可愛かわいいからな……と解かい釈しやくしてみるものの、どうも視線の半分ぐらいはオレにも注がれている気がしてならない。……うぅ、下半身の心許なさも相まって、ソワソワが止まらない。もう、帰りたい……！

　もはや半ば涙なみだ目めになりかけるオレ。と、その瞬間──

「き……霧きり夜やさん!?」

　──突とつ如じよ、素すっ頓とん狂きような声が教室の端はしの方から聞こえて来たと思ったら、その声の主が慌あわてた様子でバタバタとこちらにやってきた。

　そうしてオレの前で立ち止まったそいつは──雨野景太は、しばらく啞あ然ぜんとした様子で頭から足までオレの全身を観察すると、次にごくりと唾を飲み、そして最後にはなぜかほんのりと頰を染めて、切り出して来た。




「どうして────どうしてうちの女子制服を着てるんですか!?」




「うっ」

　そう、オレと碧は現在、天道の指定の下もと、音吹高校の女子制服を着用していた。

　そのビジュアルたるや……特に最近までオレを同性だと認にん識しきしていた雨野景太からすれば、さぞ衝しよう撃げき的なことだろう。うぅ、視線が熱い。

　オレはすぐにでも彼へと必死の弁明を図はかろうとするも、しかし──

「え、あ、これは、その……えと……。…………。」

　──これはどうしたことか。「景太の前に女子高生姿で立つ」という行こう為いが、自分でも想像していた以上に照れくさかったのか、口が全然上手うまく回ってくれない。

　結果──

「あ、あぅ……。……み、みないで……」

　──顔を真っ赤にしながら、ただただ涙目で短いスカートの端をぎゅっと握って俯うつむくだけの実に初心うぶな少女が、そこに出来上がってしまったのだった。




　　　　＊




「いや、まさか本当に渡わたした制服を着て来られるとは……この天道花憐、企き画かくの発案者とはいえ、正直ちょっと引いてますよ。良識はないのですか、霧夜さん、彩さい家けさん」

『いや鬼おにか！』

　天道花憐の鬼き畜ちく発言に、オレと碧のみならずゲーム同好会の面々全員が総ツッコミを喰らわせる。

　あの地じ獄ごくみたいな「コスプレお披ひ露ろ目め」のくだりから数分。ゲーム同好会の活動場所たる教室隅すみに通され、テキトーな席に座り、皆のフォローの下どうにか落ち着きを取り戻もどしたところで──諸悪の根源たる天道花憐が、開口一番鬼畜過ぎる言葉を吐はき捨ててきた。

　オレが怒いかりで打ち震ふるえる中、景太が彼氏としての勤めを果たすように彼女を窘たしなめる。

「そ、それは流石さすがにないでしょう、天道さん。というか、そもそもなんで、僕にも内ない緒しよで二人にうちの制服着せたりしたんですか……」

「それは……やむにやまれぬ事情からです」

「事情？　なんですかそれ」

[image: ]

「勿もち論ろん嫉しつ妬とです」

「おっと超ちよう可愛いので許します」

『コラコラそこのバカップル！』

　オレと碧が抗こう議ぎの声を上げると、景太はこほんと咳せき払ばらいし、改めて天道に向き直った。

「というか、元々霧夜さんと彩家さんが校内に入る許可はちゃんと事前に取ってあったんですから、わざわざこんな変装なんてして貰もらう意味がないはずですけど？」

『え、そうなの？』

　思わず目を見開くオレと碧。いや、天道からは「平日は制服着てないと、ちょっと……」等と連れん絡らくされていたものだから、すっかり……。

　オレと碧からの疑いの眼まな差ざしを受けて、天道は気まずそうに視線を逸そらす。

　景太は嘆たん息そくして更さらに問い詰めた。

「……天道さんは、何がしたかったんですか。らしくもない」

　景太の追つい及きゆうを受け、ぷくっと唇くちびるを尖とがらせる金きん髪ぱつ美少女。

「……お二人を、ちょっと、困らせたかっただけです」

　……ちょっと？

　景太が呆あきれた様子で息を吐きながらも、天道の肩かたに手を置く。

「じゃあもう気が済みましよね？　なら、ほら、一度ちゃんと謝って下さい」

「……いやです」

「ええー。な、なんでですか？」

　と、ここに来て天道は……破壊力抜ばつ群ぐんの涙目＆上うわ目め遣づかいで、景太に訴うつたえた。

「だって……雨野君が他の女性に鼻の下伸のばしたのが……悔くやしくて」

「はい、超可愛いので許します。というか、素す直なおにほいほい制服着て来る女子大学生二人の方がどうかしてるんですよ。天道さんは悪くない。天道さんは正義」

『コラコラそこのバカップル！』

　ほんとロクなもんじゃないな、カップル成立した奴やつらの甘やかしスパイラルは！

　結局その後天道が驚おどろく程ほど謝意が感じられないながらも「すいませんでしたー」と口にしてくれたため、そもそもオレと碧が彼女に対して負い目（浮うわ気き未み遂すい）があったのも手伝って、とりあえずこの件はここで手打ちとなった。

　そうして服装のくだりが一段落したところで、ゲーム同好会が改めて開始される。それにあたり、まずはオレと碧が正式に自己紹しよう介かいをすることにした。

　二人立ち上がり、少しはにかみながら口を開く。

「既すでに各おの々おの面識はあったりするけれど、改めて。霧夜歩です。大学生です。えーと、趣しゆ味みでゲーム実況をやっていて、その関係で景太──雨野君と知り合いました。その後のことは、皆さんもご存じの通り、色々複雑なので省略させて下さい。よろしくお願いします。…………あ、女です」

　オレの付け足しに、同好会メンバーが笑う。その受けいれムードを受け、オレはホッと胸をなで下ろす。

　次に、碧が自己紹介を始めた。

「わたくしは彩家碧と言います。歩さんとは同じ大学、同じアパートで親しくさせて頂いておりまして、その関係で雨野君や天道さんと知り合わせて頂きました。他の皆さんとはまだ挨あい拶さつ程度しか交流出来ていませんが、これから仲良くして頂けたら光栄です。よろしくお願い致いたします」

　言って、ふわりとスカートの端をつまみ上げながら会え釈しやくするお嬢じよう様さま。……ええー、普ふ通つうの制服でもやるんだ、その立ち振ふる舞まい……。

　ゲーム同好会の面々は一いつ瞬しゆん面食らっていたものの、すぐに笑顔で温かくぱちぱちと拍はく手しゆしてくれた。どうやらこの同好会、全員が「変わり者耐たい性せい」高めらしい。どういう日常を送っているんだ。いやオレに言われたかないだろうけど。

　その後、まだオレ達と絡からみが少なめな上うえ原はら祐たすくとアグリちゃんがそれぞれに自己紹介してくれる。上原祐は年下だし気軽に接してくれとのことなので、とりあえずオレは「祐たすく」、碧は「祐たすく君くん」と呼ばせて貰うことにした。

　さて、そうしたやりとりが一段落したところで、祐がウズウズと待ちきれないといった様子で前のめりに訊たずねてきた。

「さてさて、じゃあ早さつ速そく聞かせて下さいよ！　お二人と──雨野の爛ただれた話！」

『おい』

　途と端たんに全員から白い目で睨にらまれる祐。しかし彼はめげずに「でもよぉ」と反論してきた。

「実際修しゆ羅ら場ばを演じたっつう天道はさておき、亜あ玖ぐ璃り、星ノ守も気になってるだろう？　雨野と霧夜さんの『正味のとこ』っつうの？」

『う……』

　途端に図星を突つかれた様子で表情をひきつらせるシアナとあぐりん──もとい、星ノ守千秋とアグリちゃん。

　二人は一度互たがいに目を見合わせると、照れくさそうに本音を語り出した。

「まあ、亜玖璃もゲーム話なんかよりは全然興味あるけどさ。あまのっちと、霧夜さんのあれこれ……」

「ですです。というか花憐さんが乗り込んだことで勝手に全部決着した感出されてますけど、自分はまだまだ置いてけぼりですからね！　特に、最近サラッと明かされた『景太が《ジライヤ》さんだった事実』に関しては、ホント……！」

　そこまで言って、星ノ守は一度雨野の方を見ると……ぽっと頰ほおを赤らめて、俯く。

「……再燃しちゃうレベルの情報と言いますか……」

「は？」

　途端に般はん若にやの形相で星ノ守を見つめる天道。星ノ守は背筋をピンと伸ばすと、「なんでもないです！　はい！」と全力で否定してから、続けてきた。

「と、とにかく、ケータと霧夜さんの実況生活周りについては、自分達にもう少し詳しよう細さいに語って頂きたく思う所存なのですよ！　はい！」

「詳細に……と言われてもなぁ？　景太」

「ですね。僕はそうと知らずだったけれど、何回か二人で実況した……という以外には、特に語ることなんて……」

　そうしてオレと景太が困り果てていると、アグリちゃんが相変わらずシレッと核かく心しんに切り込んできた。

「いや、思い返せば一つや二つはあるでしょ。実況関連で噓うそをついていたことや、実は異性であったが故ゆえの、ラブコメ的トラブルイベントとか」

「いやいや、そんなのあるわけ……」

　あはは、と苦く笑しよう交じりに切り返す景太。が、その傍そばでオレと碧はと言えば──

「……って、ちょ、なんで二人ともそんなに汗あせ搔かいてるんですか!?」

　──二人、思わず目を伏ふせてしまっていた。ああ、こうして目を瞑つぶると、今でも鮮せん明めいに蘇よみがえってくるよ、あの数々の災難が。碧を一流プレイヤーに偽ぎ装そうしてみたり、部屋に落ちていた自分のブラに苦しい理由をつけてみたり……。

　と、オレと碧のリアクションが気になったのか、遂ついにはあろうことか天道までこの話題に食いついてきた。

「あら、私も聞きたいですね、その話。……是ぜ非ひとも」

『う……』

　天道のその表情は、笑え顔がおであって、笑顔じゃなかった。有う無むを言わせぬプレッシャー。

　仕方なくオレと碧と景太は、この半年でとりわけ印象的だった出来事をかいつまんで話してみる。と、祐＆アグリちゃんこそゲラゲラと楽しんでくれていたものの、天道花憐と星ノ守千秋は途と中ちゆうから露ろ骨こつにむくれだし、それに気がついた景太に至っては顔面を蒼そう白はくにして俯いてしまっていた。……な、なんかごめんな、景太。

　そうして一通り話し終えたところで、祐が楽しげに切り出してきた。

「まぁラブコメイベントの方はさておき、実際聞けば聞くほど楽しげですね、ゲーム実況収録っつーのも」

「あー、まぁ、確かに収録自体は割と楽しいかな。特に複数人実況の場合は、普通に友達と遊んでいるのと大差ないから」

　オレがそう応じると、星ノ守が「ですです」と続いた。

「自分も最初は緊きん張ちようしましたけれど、霧夜さんと遊ぶのは凄すごく楽しかったです」

「あ、それ僕も。なんか独特の楽しさがあるよね、霧夜さんとゲームするのって」

「ですです」

　そんなやりとりを交かわして盛り上がるドッペルゲンガーズと、なにか照れくさくて顔を赤くするオレ。そして……。

「…………」

　更にムッスーと不ふ機き嫌げんさを深める天道花憐。やばい。

　と、いち早くその状じよう況きようを察した碧が、ぱんっと手を合わせて提案してくる。

「そ、そういうことでしたら、今日はこのゲーム同好会の皆みなさんで軽く実況体験されてみる、というのは如何いかがでしょうか？」

「お、いいッスね、それ！　是非やりましょう！　えっと、だったらどういうカタチがいいかな、霧夜さん？」

「え、あ、そ、そうだな。人数が人数だし、テレビもないからここは──」

　碧と祐によるナイス助け船に乗る形で、オレはいそいそと検討を始める。天道の様子を窺うかがうと、彼女は「まぁいいですけど」と少し毒気を抜ぬかれた様子で嘆息していた。た、助かった……！　ありがとう、実況！　ありがとう、コミュ力高いリア充じゆう男子！

　さて、肝かん心じんのゲーム実況体験だが、色々検討した末、全員のスマホにとあるＦＰＳアプリをダウンロードして貰って遊ぶことにした。が、それを伝えた途端、ゲーマーじゃないアグリちゃんが「えー」と露骨に嫌いやそうなリアクションを返してくる。

「アグリ、そのなんだっけ……フレンドペアレンツシューティング、出来ないんだけど」

「いや友達の親撃うつシューティングってなんだよ。どこで聞いたんだよ、その解かい釈しやく」

「えと、確かあまのっちから」

「いや濡ぬれ衣ぎぬすぎる！　それ昔も自分で言い出したヤツですからね、アグリさん！」

「えー、そっかなぁ？　亜玖璃の中のゲームに関する間ま違ちがい知識って、概おおむねあまのっちのせいじゃん」

「お互い様にも程がありますねぇ！　僕だってクルーネックの意味を『微び妙みように邪じや魔まな乗組員』と教えられて赤あかっ恥ぱじ搔かいたこと、まだ忘れてませんからね！」

「あはは、やー、それを信じちゃうあたり、やっぱりあまのっちはいいよねー」

「そりゃ信じるでしょう！　僕、亜玖璃さん程全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いている人いませんし！」

　景太とアグリちゃんがなにやら揉もめていた。……いや、揉めて、いるんだよな？　うん、やっぱりなんかここ、相変わらず妙みように仲良さげだ。天道花憐と雨野景太はバカップルだが、アグリちゃんと景太には熟年の夫ふう婦ふ感が漂ただよっているというか……。

『こほん！』

　と、オレのそんな思考を見抜いたかのように、祐と天道が咳せき払ばらいする。オレは慌あわてて説明を再開させた。

「とにかくこのゲームは、そんなに難しいゲームじゃないから大だい丈じよう夫ぶだ。ＦＰＳの中でも、凄すさまじく難易度が低くて、もはやパーティゲームの域だからな」

「だったら普通にパーティゲームやればいいじゃん。クイズのアプリとかさ」

「あー、そういうのも考えたんだけど『ゲーム実況感』は出ないんだよな。勿もち論ろんボードゲームとかの実況とかもあるけど、オレや景太のやってたそれとは違い過ぎるから」

「あそっか。これはあくまで二人の実況生活体験だもんね」

「そうそう。なんで、アグリちゃんには悪いけど、ゲームに付き合ってくれ」

「了りよう解かい。ま、それ言ったら彩家さんだって不得意そうだしね」

　アグリちゃんがそう話しを振ふると、碧が「そうですね」と困ったように笑った。

「わたくし、こういうのはホントに初めてですから。あ、でも、なんとなく雨野君と星ノ守さんには勝てそうな気もします」

「だよねー」

『…………』

　初心者達からさえ謂いわれなき侮あなどりを受ける景太と星ノ守。……可哀かわい想そうに。某ぼうゲーム番組における課長さんと似たような立ち位置に収まってやがる。

　なにはともあれ、全員の承しよう諾だくを受けたため、改めて解説を続ける。オレは全員にアプリを立ち上げるよう指示し、そのタイトル画面が表示されたところで、自分の中の実じつ況きようモードをオンにした。

「はいっ、というわけで今日遊ぶのはこれ！　パーティＦＰＳ『鳩はとと豆まめ鉄でつ砲ぽう』！　フゥッ、これは楽しみですねぇ！」

『いやテンションどうした』

　途端に皆してドン引きした真顔でツッコンできやがった。オレは顔を真っ赤にしながら言い訳する。

「なんでそんな扱あつかいなんだよオレ！　実況体験したいって言ったの、キミ達だろ!?　だから少し気合い入れて、一段ギア上げた『実況っぽさ』出してやったのに……！」

　オレの必死の言葉に、天道が苦笑いで返してくる。

「え、ええと、すいません。そのお気き遣づかいは凄くありがたいのですが……やはり普ふ段だんの霧夜さんとのギャップが、どうしても……」

「分かるけど！　でも単体の解説実況ならまだしも、複数人実況で淡たん々たんとしてたら、それこそ視し聴ちよう者しやの気ぃ悪いだろ!?　こいつらホントに楽しいのかよって！」

『確かに』

　案外素す直なおに納なつ得とくしてくれるゲーム同好会の面々。皆がこくりと頷うなずく中、オレはこほんと咳払いすると、気を取り直して……もう一度、最初からやり直すことにした。

「はいっ、というわけで今日遊ぶのはこれ！　パーティＦＰＳ『鳩と豆鉄砲』！」

『ＹＥＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ！』

「いやテンションどうした!?」

　今度はオレがドン引きする番だった。ゲーム同好会の面々が、「なにがいけないのかわからない」と言いたげに首を傾かしげる。オレは一つ嘆たん息そくした。

「別にそんな雛ひな壇だん芸人レベルのノリは求めてないから。逆に仕事への執しゆう念ねんさえ出てきてるから。あくまで、大学生の悪ノリぐらいのレベルに留とどめてくれると、丁度いいかな」

『はーい』

　皆が納得してくれたところで、オレは今一度タイトルコールをする。と、今度は皆、先程のアメリカンなノリとは違う軽い「いぇーい」ぐらいで済ませてくれた。よしよし。

　オレはようやく内容説明に入る。

「このＦＰＳ『鳩と豆鉄砲』は、その名の通り、皆が豆鉄砲を装備した鳩となって、互たがいを撃ち合うゲームです」

「うん、改めて説明聞くと微妙にクレイジーですね。軽く僕の大好きなのべさんを彷ほう彿ふつとさせる世界観です」

「いえいえ、自分だったら鳩に撃たせるのは塩しお辛からですよ、ヤマさん」

「!?　く、流石さすがのべさんだ！　発想が最高すぎる！」

「おーい、そこ、不思議なイチャつき方しているとこ悪いが、説明続けていいか？」

『どうぞ』

　ドッペルゲンガーズが頷く中、オレは説明を再開させる。

「世界観こそ独特だが、やることは普ふ通つうにＦＰＳだ。スマホを横持ちにして、左側の仮想スティックで移動、右側の仮想スティックで視点移動。で、真ん中の照準に敵の姿が入ると、勝手に豆鉄砲を撃ってくれる」

「へぇ、撃つのは自動なんだ。それは楽そうでいいね」

　アグリちゃんが安心したように笑う。確かに自動射しや撃げきは楽なんだが、自由が利きかない分逆にテクニックが出る部分も無きにしもあらずだったり……。

　しかし、今はそこまで解説したって仕方ない。オレ達はブルートゥース機能でマルチプレイ接続をすると、早さつ速そく対戦を開始させた。

　少しのロード時間が挟はさまり、いざ戦場に降り立つ鳩達。と、最初に表示される自分の姿を確かく認にんして、碧がくすっと笑った。

「本当に、鳩さんの胸と背中部分に、マラソンのゼッケンみたく、わたくし達の顔写真が提さげられているのですね」

「ああ、誰だれがどの鳩か分かりやすいだろう？」

　そう、このゲームはスマホアプリらしく、最初にそれぞれの写真を取り込んでゲームに反映してくれる。このおかげで、鳩自体の姿は一いつ緒しよでも、誰がどの鳩を操あやつっているのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　皆が自分の姿を確認し終えたところでいよいよカウントダウンが終わり、戦せん闘とうが開始される。今回の戦場たる『噴ふん水すい公園』へと、一いつ斉せいに放たれる七体の武装した鳩達。

　オレはとりあえず中央の広場を目指すべく走り出した。

　このマップは、外側が生いけ垣がきによる迷めい路ろ地帯、中央が噴水を中心とした広場という構成になっており、当然ながら視界の開けた中央が一番戦闘の発生しやすい地帯となっている。だから負け抜けのデスマッチルールである今回、本来ならば危険な場所は避さけて通るべきなのだが──

「なるほど、これが『実況』のロジックですか、霧夜さん」

「っ、天道！」

　広場に出た途と端たん、全く同じタイミングで生け垣から姿を現した鳩……金きん髪ぱつ美少女の写真を胸に提げた鳩と出くわすオレ。

　二二人羽互いを牽けん制せい射撃しつつ、一いつ旦たん距きよ離りを離はなす。そう、このゲームの武器はあくまで豆鉄砲であり、弾だん速そくは遅おそいわ軌き道どうは山なりだわで、よほど間近で出くわさない限りは体勢を整え直す余よ裕ゆうがある。

　オレと天道は互いの弾たまが届かないギリギリまで距離を離し、更さらに周囲を警けい戒かいしながら、リアルで会話を続けた。

「オレが一直線にここに来ること、読んでやがったな、天道」

「ええ。貴女あなたが『見ていて楽しいプレイを心がける』なら、まずそうするだろうと。……彼みたいに」

「？　彼？」

　天道がそう言うと同時に、オレ達から少し遅おくれて新たな鳩が広場に顔を出した。そいつの名は……

「景太！」

「わ、もう二人も!?　なんで？」

　いいながら、ペペペッと間抜けなＳＥを鳴らしながら豆鉄砲を連射してくる景太。オレと天道はそれを回かい避ひしながら、彼からも少し距離を取った。

「なんで大した腕うででもないのに真まっ直すぐ広場へ突とつ貫かんしてきたんだお前は！」

「ええ!?　そんなこと言われても……だって、その方が面おも白しろそうだし」

「っ！」

　その言葉に、天道がふっと微笑ほほえむ。……ああ、そうか。そういや、そういうヤツだったな、こいつは。誰より実況に向いてなくて、誰より実況に向いている。だからオレは……と、そんな風に思考を巡めぐらした矢先の出来事だった。

「──って、おい、景太っ！　後ろ！」

「え？」

　景太の背後から迫せまり来る新たな鳩。そいつはダッシュで景太に近づくと、次の瞬しゆん間かん──

〈ペペペッ〉

『ポォォォォォォオオオオオオウ！』

　──容よう赦しやなく景太の鳩を背後から射撃。あえなく景太の鳩は断だん末まつ魔まの鳴き声とそして、「鳩が豆鉄砲を食ったような顔」を残して、消え去っていってしまった。

　…………。

『……ええ……』

　露ろ骨こつにガッカリしたリアクションを見せる俺と天道。いや……なんていうか、今日のこの会の中心人物って、間ま違ちがいなくお前だろうがよ、景太……。なのに最初の敗退者がお前って、どういうことよ。バトル漫まん画がのトーナメント一回戦で主人公が消えるような事態だぞ、それ……。しかも……

「いぇーい、あまのっち、討うち取ったりぃ！」

　……よりにもよって、初心者のアグリちゃんにやられてるし。更にもっと言えば……。

「あ、隙すきアリ。えいえい、です」

「え？」

〈ペペペッ〉

『ポォォォォォォオオオオオオウ！』

　そのアグリちゃんもまた、油断したところを次の瞬間には他の通路から顔を出した星ノ守に討ち取られてしまっていた。

『…………』

　なにこの、動画映ばえしないグダグダな流れ。でも、そういやそうだった。景太とその周辺人物って、確かに予想外のことしでかすけれど、そのせいで王道のエンタメ進行をさせてくれない奴やつらだった。なんか忘れてたわ。

『あー、負けたー』

　スマホを机に置き、二人仲良く落らく胆たんする雨野とアグリちゃん。と、そんな彼らに対し「えへん」と胸を張ってスマホから視線を外した星ノ守を、すぐ背後から出てきた碧がこれは儲もうけもんとばかりに撃破していた。本日三回目の鳩の断末魔が響ひびき渡わたる。

「ふふぅ」

　と、ドヤ顔でリアルのオレを見てくる碧。…………。…………うん。

〈ペペペッ〉

『ポォォォォォォオオオオオオウ！』

「ひゃ!?」

　当然ながら棒立ちだった碧の鳩を撃破するオレ。碧が涙なみだ目めでオレを睨にらみ付けてくるが、いや、そりゃお前……。

　オレは嘆息しながら、この中で唯ゆい一いつまともに戦える相手……天道と、再び向き合う。

『…………』

　そうして二人の間に迸ほとばしる……あまりに虚むなしい空気。

　いや、マジでなんなの、このグダグダな対戦。今のところ誰にも見せ場らしきものがないんだけど。そしてこうなってくると、オレと天道の真しん剣けん勝負ムードさえ馬ば鹿からしくなってくるんだけど。

　なにはともあれ、これであと残っているのは、オレと天道と、そして……。

「うん？　あれ？　上原君も、まだ残ってるんだね」

「ですです。そもそも広場に来てなかったみたいで」

「なるほど、祐君は生存を優先して生け垣に身を隠かくしましたか。慎しん重ちようですね」

「あー、その攻せめあぐねた結果細々と生き残っている感じ、とても祐っぽいわー」

『あ、分かる─』

「お、お前らなぁ……！」

　なぜか祐が、碧以外の負けたヤツらから辱はずかしめを受けて涙目になっていた。無策に広場に突つっ込こんできた奴らからのチキン扱あつかい。……これはマジで堪こたえる。

　結果祐は、「ああ、もう！　行きゃいいんだろ、行きゃ！」とマジ切れ。勇ましく雄お叫たけびを上げながら、とはいえ結局は無策で広場に猛もう然ぜんと飛び込んで来て、結果──

『ポォォォォォォオオオオオオウ！』

　──普通に天道にめった撃うちにされていた。か、可哀かわい想そうに……。オレがここ数ヶ月で見てきた人の中で、一番可哀想かもしんない、彼。

　さて、そんなわけでなにはともあれ遂ついに二人きりになってしまうオレと天道。敗退したメンバーが俯ふ瞰かんカメラで試合の状じよう況きようを見守る中、オレと天道は仕方なく撃ち合いを始める。が……。

『く……』

　二人とも実力が伯はく仲ちゆうしているせいで、なかなか勝負が決まらない。なにせこのゲームはそう奥が深くないゲームだ。操作技術がある一定のレベルに達すると互いの実力は頭打ちになり、正面からのタイマンだと勝負が実につきにくい。

　しかしかと言って迷路状の生け垣に逃にげ込み、殆ほとんど運任せみたいな出合い頭がしら勝負をするのもつまらない。結果、オレ達二人は互いに豆まめ鉄でつ砲ぽうを撃ってはかわし、撃ってはかわしと繰くり返し続けた。

　と、そんなオレ達の試合を見守っていた雨野が、何気なくぽつりと呟つぶやく。




「やっぱり、《とらばさみ》さんのプレイには変わらない安心感があるなぁ」




「っ」

　刹せつ那な、突とつ如じよオレの中を彼との実況生活が駆かけ抜ぬけていく。

　初っぱなから予想を超こえてボスを倒たおしてしまう景太。対戦動画ですぐ自じ滅めつしてしまう景太。アドベンチャーゲームのプレイ中にリアルでオレを追い詰つめてくる景太。コントローラーを逆さ持ちする碧をガチで上級者だと思い込む景太。つまりは──

　──素す晴ばらしく楽しかったゲームライフが、オレの中には確かにあって。

　…………。……だったら。

「えっ？」

　突如天道が驚おどろいたような声を上げる。オレが急に、なんの脈みやく絡らくもなく彼女を撃つのをやめたのだから。代わりに──

「ちょ……えええ!?」

　──広場の中央にある噴水へと……猛然とダッシュを始める鳩はと。ギャラリーもまた固かた唾ずを吞のんで見守る中、オレは鳩を噴水に向かって思い切り羽ばたかせる！

　そして、噴ふき出す水の勢いに乗り激しく空まで舞まい上がった鳩は、下から呆ほうけたように空を見上げる天道の鳩へと向けて、チャキッと豆鉄砲を構え、そして次の瞬間──

『ポォォォォォォオオオオオオウ！』

　──普ふ通つうに自分が死んだ。

『……はい？』

　あまりの意味不明な決着に、呆あつ気けにとられるゲーム同好会の面々。オレは「かーっ」と悔くやしがりスマホを机に置きながら、今の出来事を解説した。

「いや噴ふん水すいに触ふれるとダメージあるのは知ってたんだけどな。自分が倒れきる前に、上空から天道を倒せるんじゃないかと賭かけてみたんだが……普通にダメだったわ」

『はぁ……』

　オレの解説を受けてもなお、イマイチ納なつ得とくのいっていない様子の面々。

　それは見事勝利を収めた天道もそのようで、彼女はオレを睨み付けて訊たずねてくる。

「どういうつもりですか、霧夜さん。確かに停てい滞たいはしていましたが……、まだそこまで無む謀ぼうな賭けに出る段階では、ありませんでしたよね？　これが実況精神ですか？」

「ああ、それも理由ではあるな。動画的に美味おいしい」

「……そうですか」

　なぜだか、少しだけ失望した様子で自らのスマホを机に置く天道。

　オレはしかしそんな彼女に「だけど……」と、もう一言だけ、付け足した。

「本当の本当は、それ以上の、もっとシンプルで、もっと馬鹿馬鹿しい理由があるんだ。勝負を大事にする天道のことは、更に落胆させるだろうけどさ」

　オレのその前まえ振ふりに、天道はやれやれと肩かたを竦すくめる。

「……はぁ。この期ごに及およんで、まだなにかあるのですか？　まったく、貴女あなたという人は本当に……」

　そんな風に、更さらなるお小言を続けてこようとする天道に対し。

　オレは照れ笑いを見せると……今のオレの──

　──半年前とは少し違うオレの、本当に偽いつわらざる気持ちを、告げることにした。




「噴水の上からなら、綺き麗れいな景色が、見えそうだったんだよ」




『────』

　その刹那、なぜだか雨野と天道が目をまん丸く開いて、互たがいの顔を見合わせた。

　そうして彼らは……二人して大きく笑い出したかと思うと、目め尻じりの涙を拭ぬぐいながら告げてくる。

「もう、まったく、これだから霧夜さんという人は、ずるいんですよね」

「ええ、ええ、今なら分かるわ雨野君。貴方あなたがこの方とあの部屋で行った実況の、何がそんなに気に入っていたのか。こんなの、ずるいわよ。本当に」

「？　あ、あの？」

　どうもオレの先さき程ほどの言葉には、二人だけが分かるなんらかのニュアンスが含ふくまれていたみたいなのだが、その詳くわしい事情がサッパリ分からない。

　オレが目をぱちくりさせていると、今度は祐と星ノ守が酷ひどく優やさしい表情を浮うかべてオレを見つめてきた。

「なるほど。こりゃ雨野が入れ込むわけだし……ゲーム同好会にぴったりの人物だな」

「ですです。ホントに尊敬出来て面おも白しろい方なんですよ、霧夜さんは」

「は、はい？　えっと、キミ達、マジで一体何を……」

　まさか鳩のゲームで我ながら馬鹿げた行動に走っただけでこんなに好感度が上がるとは。謎なぞすぎるぞ、音吹高校ゲーム同好会……！

　オレは助けを求めるように隣となりの碧を見やる。と、彼女はクスクス上品に笑って、オレを見つめ返してきた。

「わたくしにも事情は分かりませんが、これだけは分かります。歩さんは……自分で思っているよりもずっとずっと、素す敵てきな人なんですよ」

「？　鳩を噴水で飛ばしただけで？」

「はい。鳩を噴水で飛ばす歩さんも、素敵です」

「……さっぱり分からない」

　マジで何を言っているんだこいつらは。オレはただ、この半年で得たものを──

　──景太から貰もらった新たな「楽しい」を、皆みなにも分けたかっただけなのに。

　と、オレがキョトンとしていると、祐が皆に再戦リクエストを始め出した。

「にしても、今の一戦はなかったよなぁ！　もう一戦！　もう一戦やるぞ、おい！」

「しょうがないなぁ。このままじゃ上原君、いいとこなしだもんね」

「ああ、頼たのむよ雨野……ってなんでお前が上からなんだよ！　俺の方が長く生き残っていたよなぁ!?　っつうかお前なんか最初に亜玖璃にやられたじゃねぇか！」

「分かるでしょ、上原君。……これが僕なりの『エンタメ』……さ」

「噓うそつけ！　今回は普通にガチでやられただけじゃねぇか！　お前のへっぽこなゲームの腕うで前まえ、全部いい話風に落とせると思ったら大間違いだかんな！」

　なにやら男子高校生二人がみっともない大げんかをしている。……まったく。本当に楽しい同好会だな、ここは。

　オレがこの同好会に参加出来たことを心底感謝していると、不意にオレの隣に、アグリちゃんがやってきた。彼女はオレに耳打ちするように、話しかけてくる。

「前に亜玖璃、霧夜さんのこと、うちのメンバーになぞらえて評価したよね？」

「え？　あー、うん。あったね。天道さんより高潔で……みたいなやつだろ？」

「うん、それ。天道さんより高潔で、ほしのんみたいに優しくて、祐みたいに笑うっていうの。あれだけど……ちょっとだけ、訂てい正せいさせて貰っていいかな？」

「？　ああ、やっぱそんないいもんじゃなかったって？　悪かったね、イメージ崩くずしちゃって」

　そう言って、苦笑いしながら手を振ふるオレ。そんなオレにアグリちゃんは笑え顔がおで応じて来る。

「うん、ある意味そうかも。霧夜さんって、確かに天道さんみたいに高潔で、ほしのんみたいに優しくて、祐みたいに笑うけど」

「はい『けど』来ました。……なにかな？」

「……亜玖璃みたいに、もったいないことしちゃう人で」

「…………」

　言いながら、ちらりと雨野に視線を送るアグリちゃん。……ああ、そうか。そうだな。

　一いつ瞬しゆん、二人だけにしか分からない、苦笑いを交かわし合うオレ達。

　しかしすぐに、アグリちゃんはその苦笑いを引っ込めると。

　最後に、悪戯いたずらっぽいとても魅み力りよく的な笑みと共に、オレの最終評価を、下してきた。




「あまのっちより、ゲーム馬鹿だね」




「…………ああ、最高の褒ほめ言葉だ」

　オレは言葉を嚙かみしめるように目を瞑つぶる。……オレの中に未まだ少しだけ燻くすぶり続けていた何かが、ようやく、救われた気がした。

　そうして、改めて目を開く。そこに広がる光景は──。

「ちょっと上原君。うちの雨野君をコケにするとは、いい度胸じゃない」

「うっせぇーぞ天道。お前だってさっきの一戦、大した見せ場なかったじゃないか」

「あ、確かに祐の言う通りかも。最後は霧夜さんの噴水ジャンプが印象的だったし」

「ですです！　あれは自分も凄すごくときめきましたです！」

「だよね。僕もあんなのやりたかったなぁ。……というわけで、そろそろ次の一戦始めませんか、霧夜さん。きっと次はもっと楽しくなりますよ！」

「…………」

　──オレの封ふうじた小さな想おもいを補って余りある程の、素晴らしすぎる対価で。

「歩さん」

　隣から碧が微笑ほほえみかけてくる。オレは彼女に「ああ」と笑顔で頷うなずき返すと。

　僅わずかに目尻へと滲にじんだ涙なみだを拭い。

　そして。

　心からの笑顔と共に、この新たな日常へと、その一歩を踏ふみ出すのであった。




「じゃあ次のゲームを、始めようか！」








あとがき






　どうも、厚めのチラシはせっせと折ってゴミ箱にするタイプの人間、葵あおいせきなです。

　私としては完全に子供の頃ころからの習慣なんですが、実際どうなんでしょうね、これやる人の割合。やり方は知っているけれど、わざわざやらない人もいるでしょうし。私としては単純に便利なのに加えて、なんかこの作業を炬こ燵たつに入りながら無心でやりつつテレビ観みている時間とかが、プチ幸福なのですよね。

　…………。

　おっと失敬、つい皆みなさんの憧あこがれたる「アニメ化作家の優ゆう雅がな印税生活」を存分に語ってしまいました。すいません、自じ慢まんになっちゃいましたね。チラシゴミ箱なんてセレブ御ご用よう達たしグッズ、皆さん如ごとき庶しよ民みんの手の届く範はん疇ちゆうにありませんものね。

　…………はい、茶番パートはこれぐらいにして。

　さて、ＤＬＣ２巻ですよ。今巻はほぼ全編、ドラマガ連れん載さい版の外伝たる「霧きり夜や歩あゆむ編」でお送り致いたしました。いやはや、ＤＬＣなんて銘めい打うってますが、別主人公による全く別の物語な時点で、もはや殆ほとんど独立シリーズですよ。いや「ゲーマーズ！」本編との整合性や情報開示バランスを取る労力を考えると、純じゆん粋すいな別シリーズより更さらに難易度高かった外伝ですよ。

　そういう意味で私……あんまりこんなことをあとがきで語ることないですが、実はこの「霧夜歩編」、自分の執しつ筆ぴつ歴の中でもトップレベルのキツさだったかもです。だからこそ同時にかなりお気に入りでもあるのですが、正直、こうして二冊でちゃんと終われるとは思っていなかったというか。

　……いやよく終わったよね、霧夜歩編。良かったよ、マジで。自画自賛みたいになってきましたが、それぐらい、作者もハラハラし通しのシリーズでした。




　ざっくり内容的な方面に話を向けると（重度のネタバレはしません）。

　既すでにＤＬＣ１や本編最新巻まで読まれている方はご存じの通り、この「霧夜歩」の物語は本編には一いつ切さいの影えい響きようを及およぼしません。なので、作者がこんなこと言うのもアレですが、ＤＬＣはＤＬＣの名の通り、読まなくても一切問題のない物語です。

　ですが、少なくとも私の中では、この物語はもう一つの、「ゲーマーズ！」です。

　霧夜歩の物語は、雨あま野の景けい太たの物語の付属物・補足などでは決してなく。

　霧夜歩というイチゲーマーの、彼なりの選せん択たく・結末に至る物語だと思っております。

　なので、この物語はこの物語で、単体で楽しんで頂けていたら、作者としてこれほど嬉うれしいことはありません。

　勿もち論ろん「ゲーマーズ！」本編キャラがゴロゴロ出てくる以上、完全に切り離はなすべき話でもないんですけどね。もしこっちだけ読んだ場合、雨野景太という男子が本当に災さい厄やく以外の何物でもないような……。

　ちなみにこのＤＬＣシリーズ、完全に終わっているように見えて、恐おそらくもう一冊ぐらいは出そうな雰ふん囲い気きです。とはいえ霧夜歩の物語が続くというわけではなく、他のドラマガ短編や特典小説等をまとめた、それこそ本当の意味での「短編集」たる一冊が、本編最終巻の後に出るかもしれません。まだ確約や詳しよう細さい時期告知は出来ませんが、もし出ましたらよろしくお願い致します。




　さて本の話が一段落してしまったところで、仕方ないのでプライベート話でも。

　皆さん、ドラッグストアなんかのポイント○倍デーって気にします？　私は超ちよう気にします。でもなんでしょうね、あのポイントに関しては「今日はお得！」という感覚より、平日に買った時の「損した感」が勝まさりません？

　…………。

　おっと、危ない、油断してたらまたもセレブ感が滲にじみ出てしまいましたね。庶民の方はポイントカードなんてハイグレードなシロモノ、持ち合わせていませんよね。ごめんあそばせ。おっほっほ。

　……あの、すいません。正直この「ハリボテセレブごっこ」大分飽あきてきたんで、そろそろやめていいですか？

　いや今回なんでこんなに所帯じみた話ばっかりしているかというと、いよいよ私に残された話題のカテゴリが「生活」ぐらいしかなくなってきたからでして。でもやってみると、これが面おも白しろいのかどうか果てしなく微び妙みようですね。やめましょう。

　では海外ドラマ話でも。何回かやっちゃってますけど。

　私は海外ドラマを好きで良く観るのですが、最近好きなジャンルの一つに、「やたらにシーズンを重ねている作品」というものがあります。

　え、それってマイナス点じゃないの？　という感じですが、まぁ普ふ通つうに考えたらマイナス点です。酷ひどいのなんて、最終回のラストで露ろ骨こつに「今付け足しました」みたいな新設定放ほうり込んで来ますからね。なんじゃそらとはなります。

　でもじゃあ長期シリーズ全部がそうかというと、全然そんなことはなくて。むしろ長期化したことによって「偉い大だいなるマンネリ化」を獲かく得とくしている作品も結構ありましてね。一話完結モノとかが分かりやすいですが、なんかもう観てて安心感あるというか、そこまで長い時間一いつ緒しよに過ごしたキャラ達に関しては、もはや物語どうこうじゃなくて「その近きん況きよう見ているだけで幸せ」みたいになってくるんですよね。

　アレはなんというか、マジで羨うらやましい現象です。だってもう、見ている側としての私、物語の出来不出来とかどうでもよくなっているんですもん。キャラが幸せそうなら、それで満足なんですもん。あれずるいわー。作家として羨ましすぎる状況だわー。

　あ、この作品も、就職後の雨野が霧夜歩や彩さい家け碧あおに酷い絡からみ酒されるあたりまでダラダラ描かきます？　え？　そりゃ面白くはないですよ。大人げない女性陣じんにネチネチ弄いじられるわ、帰宅したら浮うわ気きを疑われるわの散々な描びよう写しやばかりですよ。……それラノベ？




　次にゲーム話でも。

　皆さん、ラスボスはいつ倒たおしますか？　私は、手前のセーブでとことんやり込んで隠かくし要素を出来るだけ網もう羅らした後、初めて挑いどむ派です。本当は勢いそのままにラスボス行った方が物語としては正しく楽しめるんでしょうけどね。やっぱり終わらせたくない気持ちが、ほんのり湧わいてきてしまって。

　そういう意味で、さっきの海外ドラマの話じゃないですが、エンタメは時に「終わらないこと」に価値が発生する時も、あるんじゃないかと最近は思っていたりします。

　勿論、物語の紡つむぎ手としてはあまり褒ほめられた思想でもないですし、少なくとも「ゲーマーズ！」はキッチリ終わることに価値がある物語と信じていますけどね。

　とはいえ霧夜歩や雨野景太の「物語」こそ一いつ旦たん幕を閉じても、彼らの「人生」は今後も続いていくんだろうなぁと、作者ながらに思いを馳はせたりもする次し第だいでございます。




　さて、そんなとりとめもない話をしている間に紙し幅ふくも尽つきてきたので、最後に謝辞を。

　まず仙人掌サボテン様。霧夜歩と彩家碧のイラストは、相変わらず外伝という括くくりだけに収めるには勿もつ体たいない程ほど素す晴ばらしく、私としてはただひたすらに感謝するばかりです。シリーズも最さい終しゆう盤ばんですが、今後ともよろしくお願い致します！

　次に担当様。難産だっただけあって、ＤＬＣ２の終盤進行では大変ご迷めい惑わくをおかけいたしました。が、おかげさまでなんとかこちらも一つの終着点に辿たどり着くことが出来ました。引き続きよろしくお願い致します。

　そして、最後に読者様。

　本編十一巻あたりから言っておりますが、いよいよこのシリーズも終わりの時が迫せまって参りました。

　とりわけ次の刊行は、本編最終巻たる十二巻になるかと思います。

　恋れん愛あい面における大まかな決着は十一巻で既についていますので、最終巻では十一巻で語りきれなかった部分含ふくめ、「ゲーマーズ！」としての決着をつけた上で、明るく笑え顔がおでさよなら出来るといいなと思っておりますので、どうぞ、最後までお付き合い頂けると幸いです。……あ、残念ながら、本編十一巻のあとがきで言っていた「心春このはが江え戸ど時代にタイムスリップする話」は未執筆です。すいません。代わりと言ってはなんですが、彼女の「伝説のエロゲー探し」には何か動きがあるかもしれません。いやそこに期待している人がどれだけいるのかは知りませんが。




　なにはともあれ、次は春に発売されるであろう本編最終巻でお会い致しましょう！
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